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〈研究概要〉

原著1　Enhanced hippocampal acetylcholine release in nociceptin-receptor knockout mice

Nociceptin (NOC), an endogenous ligand of the opioid receptor-like 1 receptor, is thought to be involved in

learning and memory processes. Since acetylcholine (ACh) is involved in hippocampal function, and the hip-

pocampus plays a critical role on the learning and memory function, hippocampal ACh release in NOC-receptor

knockout mice was examined using an in vivo microdialysis method. The release of hippocampal ACh was

largely increased in the knockout mice. Furthermore, in the knockout mice, an enhanced hippocampal theta

rhythm, which is known to be linked to hippocampal memory function, was also observed. Immunohistochemi-

cally, in septum, co-existence of NOC receptor with cholinergic, but not with GABAergic neurons, was verified.

The findings demonstrate that the NOC receptor is involved in hippocampal cholinergic function.

原著2　新規イオンチャネル型受容体のクローニングと発現解析

リガンド作動性イオンチャネル型受容体ファミリーとして，グルタミン酸，GABA，グリシン，アセ

チルコリン，セロトニン受容体が知られている．このうちセロトニン受容体は，受容体タンパク質の精

製より分子量の異なる数種のサブユニットから構成されると推定されているものの，それまでに報告さ

れている遺伝子は，5HT3A，5HT3Bの 2種類しか見つかっていなかった．新規受容体の存在を調べるた

めに，5HT3A受容体アミノ酸配列をもとにヒトゲノムデータベースの検索を行った．その結果，“L2受

容体”と名付けた新規イオンチャネル型受容体遺伝子をヒト第17番染色体上に同定しクローニングする

ことができた．このL2受容体遺伝子は5HT3A，5HT3Bと同じ9つのエクソンから構成され，そのタンパ

ク質構造は，シグナルペプチド（exon 1）とCys-Cysループ（exon 5）を有する長い細胞外アミノ末端領

域，4カ所の膜貫通領域（exon 7～9），長い第2細胞内ループ（exon 8，9）が認められ，リガンド作動性

イオンチャネル型受容体としての特徴を有していた．興味深いことにL2受容体遺伝子のエクソン 7から

9部分は，その下流にコードされるexocyst complex component 7（EXOC7）遺伝子の3′非翻訳領域と相補

鎖にそれぞれコードされていることが判明した．またクローニングの過程で，L2受容体遺伝子のエクソ

ン3と4が欠失したものと，エクソン7の5′側55 bpが欠失した2種類のスプライシングヴァリアントが得

られたが，いずれも欠失後のフレームシフトによりタンパク合成が停止する truncated formをコードする

ものと考えられる．

RT-PCRによる mRNA発現解析から，5HT3A受容体は脳，心臓，胎盤，肺，腎臓，膵臓，骨格筋に，

5HT3B受容体は脳，腎臓，骨格筋にそれぞれ発現が認められたのに対し，L2受容体mRNA発現は心臓，

肺，肝臓，腎臓，膵臓，骨格筋，脳－海馬，線条体，扁桃体，視床－などに認められた．GFP融合タン

パク質の培養細胞での発現解析から，L2受容体タンパクは細胞膜面上に局在し，糖鎖をもった膜タンパ

クであることを確かめた．また合成ペプチドに対する L2受容体特異的抗体により，ヒト海馬において，

CA3野の錐体細胞と歯状回多型細胞層において免疫陽性を呈した．

マウス，ラットのゲノム配列を解析したところ，L2受容体の前後に位置する遺伝子（ガラニン受容体，

EXOC7）は高度に保存されていたものの，当該受容体がコードされている領域においては塩基配列の保

存性が低く，齧歯類においてL2受容体は発現していないものと考えられる．一方これまでに解析されつ
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つある動物種においてはチンパンジー，イヌ，ウシ，オポッサムでオルソログ遺伝子の存在が確認でき

た．L2受容体が特定の動物種においてのみ発現する非常に興味深い遺伝子であると考えられる．

以上のことから，L2受容体は，ヒト中枢神経系での情報伝達においてイオンチャネル型受容体として

機能し得ることが強く示唆された．
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〈研究概要〉

1）内向き整流Kチャネルの細胞外Kイオン依存性開閉機構

膜二回貫通型Kチャネル結晶のX線解析により，selectivity filterの入口付近にKイオンが結合している

ことがわかっている．この部位を同定するため，内向き整流 Kチャネル（Kir2.1）の細胞外ループ（M1

とH5，H5とM2の連結部）の酸性アミノ酸残基を中性化した．変異体遺伝子（D112N，D114N，E125Q，

D152N，E153Q及びD112N/D114N）を導入した培養細胞（COS1細胞，HEK293細胞）では内向き整流K

電流を記録できたが，D152N/E153Qを導入した細胞では内向き整流K電流を記録できなかった．野生型

遺伝子（WT）あるいはE153Q1個とD152N/E153Q変異体遺伝子3個を直列に連結した遺伝子（WT-(D152N/

E153Q)3，E153Q-(D152N/E153Q)3）を導入すると，内向き整流Kチャネル電流を記録できるようになっ

たが，D152N-(D152N/E153Q)3を導入した細胞では内向き整流K電流を記録できなかった．したがって

D152，E153の陰性電荷が細胞外Kイオンの結合とチャネルの活性化に関与していること，D152の場合

は1つでよいが，E153の場合は2つ以上の陰性電荷が必要であることがわかった．またWT及び内向き整

流性が弱いD172N/E224Sを導入した細胞でoutside-out法で電流記録を行うと，細胞外Kイオンがなくて

も外向き電流を記録することができた．細胞内から流出する Kが細胞外結合部位に結合し，チャネルを

活性化できると考えられる．
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2）神経細胞表現形発達への神経活動の影響

脳の表現形の生後発達，すなわち神経細胞機能の発達には神経活動が影響するが，神経活動および受

容体の活性化が，どのように神経細胞表現形を変化させるかは不明である．また近年の研究は，表現形

の発達には活動の有無そのものではなく，周辺の細胞との差の重要性を示唆している．そこで，神経活

動を細胞特異的，慢性的に抑制するため，EGFP及び内向き整流Kチャネル（Kir2.1）を長期間発現可能

なレンチウイルスベクターを作成し，ラット海馬錐体細胞に感染，発現させ，その影響を電気生理学的

に解析した．その結果，EGFP単独の発現は同細胞の表現形に影響を与えないが，Kir2.1の発現は，同細

胞の内在性の活動性に影響を与えると共に，ノイズーフィルターとしての作用を有することが示唆され

た．

3）海馬における抑制性シナプス伝達の修飾

ラット海馬におけるGABAA受容体電流の特性を，スライス標品を使用し，パッチクランプ法とカルシ

ウムイメージング法を組み合わせて調べている．まず，抑制性電流の細胞内Ca2+動員による修飾につい

て研究し，GABAA電流はATPその他のアゴニスト刺激後の細胞内Ca2+濃度上昇によっては影響されず，

カフェイン投与のみにより抑制されることを見出した．またこのGABAA電流の抑制が細胞内Ca2+濃度上

昇に依存しないことを示した．現在，抑制系シナプス伝達についてさらに実験を進めている．中枢神経

の抑制性情報伝達については，これまで興奮性のそれに比して知見の蓄積が少なかったが，近年ようや

く研究の対象にされ，主要な抑制性シナプスであるGABAAシナプスも，興奮性のシナプス同様，刺激に

応じてその伝達効率が変化すると考えられるに至っている．そこで，電気的あるいは薬理学的刺激等を

行い，スライス中の細胞の細胞内カルシウム濃度変化をモニターしつつ，同時に抑制性シナプス電流に

変化がみられるか否かを検討している．スライスパッチクランプ法を用いて測定したGABAA自発電流は，

シナプス後細胞の脱分極によっては一貫した増強，抑制を示さなかったが，テタヌス刺激後に増強する

ことを観測し，この機序について，現在解析中である．

4）膵臓導管細胞に機能発現する内向き整流性Kチャネルの同定

膵臓は重炭酸イオンに富む膵液を分泌し，十二指腸に流入する胃酸を中和する．膵臓導管細胞のKチャ

ネルは重炭酸イオン輸送の駆動力の維持に必須であるが，その分子基盤と制御機構は解明されていない．

パッチクランプ法を用いてラット膵臓導管細胞の機能解析を試みたところ，内向き整流性 K電流が観察

され，その性質はKir2のファミリーと類似していた．RT-PCR法でKir2.1，Kir2.2およびKir2.4の発現を

認めた．膵臓導管細胞ではこれらの分子がホモまたはヘテロで機能的チャネルを構成し，重炭酸イオン

輸送に貢献している可能性が示唆された．

5）ミクロゾーム型アルデヒド脱水素酵素の小胞体残留シグナル

ミクロゾーム型アルデヒド脱水素酵素（msALDH）はC末端側の膜貫通領域（17疎水性アミノ酸残基）

で小胞体膜にアンカーし，分子のほとんどを細胞質側に出す典型的なC末端アンカー型膜蛋白質である．

このタンパク質の小胞体残留シグナルが膜貫通領域と細胞質ドメインに小胞体残留シグナルを有するこ

とは既に明らかにした．今回，NAD-結合ドメインと触媒ドメインからなる細胞質ドメインのどの部位に

小胞体残留シグナルがあるのかを検討した．種々の変異体のCHO細胞内局在を間接蛍光抗体法および免

疫電顕法を用いて解析した結果，NAD-結合ドメインと触媒ドメインがそれぞれ単独で小胞体残留機能を

有することが示唆された．
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〈研究概要〉

我が講座の主たる研究目標は高次脳機能について少しでも明らかにしたいという願いである．その目

標達成のため，サルを用い形態学的，行動学的および電気生理学的手法を駆使しつつ一歩，また一歩と

たゆみない努力を日々続けている．さらに遺伝性小脳変性症モデルマウスを用いた小脳疾患の症状軽減

に有用な治療法をめざす研究，および骨髄間質細胞の生理学的機能に関する研究も行っている．本年，

講座スタッフによって行われた研究内容につき以下に述べる．

1．骨髄間質細胞の生理学的解析

骨髄内の付着系細胞（間質細胞）に含まれる間葉系幹細胞は，骨・軟骨・心筋・脂肪・神経・骨格筋

への多分化能を保持する体性幹細胞である．大人の骨髄にも含まれることから安全な自家移植の道を開

いた再生医療の材料の一つとして注目され，生体組織の機能再建を目的とした研究並びに医療への応用

が各方面で進められている．この細胞において機能するイオンチャネル・レセプターに関する研究を進

める目的で，ラット大腿骨骨髄より採取し培養した骨髄間質細胞において，カルシウム蛍光色素 Fura-2

を用いた細胞内カルシウム濃度測定を行った．そして，細胞外ヌクレオチドで刺激した際の細胞内カル

シウム濃度変化を測定したところ，ATPおよびUTPがカルシウム濃度上昇を引き起こすことを見出した．

このカルシウム濃度上昇は細胞外液からカルシウムイオンを除去しても同様に起こった．さらに他の種

類のヌクレオチドとの作用強度を比較検討した結果，Gタンパク共役型プリン受容体の一つである P2Y2

受容体の存在が推定された．さらに抗体を用いた免疫組織化学的検討の結果，骨髄間質細胞におけるP2Y2

受容体の発現が確認できた．また，受容体を介したカルシウムシグナリングが細胞密度によって様々に

変化することも判明し，現在これらに関して解析中である．本研究の結果を手掛かりとして，将来的に

は生体骨髄内環境の維持や造血幹細胞との連関における骨髄間質細胞の役割の一考察ができればと考え

ている．

2．小胞体ストレスとミクログリアの神経変性症への関与についての研究

我々は，pcd（Purkinje cell degeneration）マウスという遺伝性小脳変性症モデルマウスの運動機能障害

や神経細胞死を研究してきた．pcdマウスは小脳プルキンエ細胞が生後脱落し運動失調を呈するミュータ

ントマウスである．小胞体ストレスとは，小胞体内腔に折りたたみ異常のタンパク質が過剰に蓄積する

ようなストレスの総称であるが，パーキンソン病をはじめ多くの神経変性疾患に関係していることが最

近報告されている．pcdマウスにおける小脳プルキンエ細胞の神経細胞死に際してカスパーゼ12やCHOP

という小胞体ストレスに特異的なカスパーゼや転写因子の活性化を観察し，この神経細胞死に小胞体ス

トレスが関与していることを報告した（Neurosci. Lett. 396: 91–96（2006））．また，小脳プルキンエ細胞

の変性脱落期に多数の活動型ミクログリアが，小脳皮質の分子層に集中して認められた．活動型ミクロ

グリアの出現部位周辺ではプルキンエ細胞が脱落，またはその樹状突起が顕著に脱落していた．一部の

ミクログリアでは誘導型一酸化窒素合成酵素が出現し，また，組織は著名な炎症反応を呈していた．神

経細胞障害時には，ATPが漏出するといわれている．そこで小脳変性期に小脳スライス標本を作製し，特

異的マーカーであるB4イソレクチンにより同定したミクログリアにて細胞内Ca測定を行った結果，ATP
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の投与により著名な細胞内Ca濃度上昇が観察された．

3．サル7野の運動性および意欲依存性の活動

サルを訓練して自発性に手によるレバー上げ運動を行わせて 7野を含む多くの大脳皮質の表面と 2.0–

3.0 mm深部に電極を埋め込み，大脳皮質電場電位を記録したが，その際レバーに荷重（最大400 g）をか

けた．既に報告しているように，運動に約 1 s先行する表面陰性－深部陽性の運動準備電位が運動前野，

運動野，体性感覚野，5野および7野に出現した［1］．5野および7野の運動準備電位は，運動前野，運動

野および体性感覚野と同様［2］，荷重の増加と共に増大した．これは荷重に対する頭頂連合野の予測制

御を示唆する．さらにサルがレバー上げ運動を視覚刺激に応じて行えるようになるまでの学習期間中，

大脳電場電位を記録した．学習早期の刺激と運動を結びつける認知学習期に，左前頭前野の弓状溝下行

枝前壁近傍において表面陰性－深部陽性電位が出現した後，さらに左頭頂間溝後壁（7野）において表面

陰性－深部陽性電位が出現して，学習の進展と共に増大した．その左7野の電位の生理的意義を調べるた

め，運動習熟後の左7野の電位振幅と反応時間の関係を検討した．その結果，電位振幅と反応時間の間に

は負の関係が見られ，各記録日の第1セッションは電位振幅が大きく反応時間は短いが，振幅の減少と共

に反応時間が延びた．これは7野に意欲依存性活動のあることを示唆する．

［1］Gemba et al, Neurosci Lett 357: 68–72, 2004

［2］Hashimoto et al, Brain Res, 197: 415–423, 1984

4．サルにおける体性感覚誘発電位

体性感覚情報が大脳皮質の体性感覚野のみならず他の部位にも入力するのか，もし入力するのなら，

潜時はどのくらいかを確かめるために，サル大脳皮質の様々な部位から体性感覚誘発電位

（somatosensory evoked potential: SEP）を記録した．麻酔下でサルの正中神経を電気刺激し，大脳皮質両

側の前頭前野，運動前野，運動野，体性感覚野および頭頂連合野（5野，7野）の表面と2.0–3.0 mm深部

に慢性的に埋め込んだ対電極からSEPを同時記録した．電気刺激と対側の大脳皮質領野において，20 ms

以下の潜時を持つSEPが潜時の短い方から体性感覚野，7野，運動野，5野，運動前野および前頭前野の

順に記録された．最短潜時の体性感覚野のSEPは，潜時8 ms，表面―陽性，深部―陰性（surface-positive,

depth-negative: s-P, d-N）の電位であった．一方，7野と前頭前野では表面―陰性，深部―陽性（surface-

negative, depth- positive: s-N, d-P）電位であり，さらに運動野，5野および運動前野におけるSEPは s-P，

d-N電位であった．刺激と同側の大脳皮質領野においては，最短潜時のSEPは体性感覚野から記録され，

潜時13–20 msのs-N，d-P電位であった．これらの結果から比較的短潜時のSEPが体性感覚野や運動野だ

けでなく，頭頂連合野，前頭前野および運動前野からも出現することがわかった．さらに7野ではかなり

短い潜時で s-N，d-P電位が記録されたことから，体性感覚野に加え，視床から直接 7野に入力する体性

感覚情報があると考えられる．

5．Nogo電位の発生機構に関する形態学的および電気生理学的研究

サルが手の運動を抑止する際に，前頭前野の主溝背側壁において，皮質表面で陰性，深部で陽性の大

脳皮質フィールド電位（Nogo電位）の記録されることが知られている［1］．このような表面―陰性，深

部―陽性の電位は浅層性視床大脳皮質投射により引き起こされるので，Nogo電位の視床における由来を

調べるため，その電気刺激により主溝背側壁に表面―陰性，深部―陽性電位が引き起こされる視床部位

を同定した．その結果，主に前腹側核と背内側核が主溝背側壁を含む46野に浅層性視床大脳皮質投射を

送っていることが判明した．前腹側核から主溝背側壁への投射は主溝背側壁の尾側部に限局していた．

これは視覚刺激に基づいて運動を抑止する際のNogo電位の出現部位に一致している．さらに，帯状回の

電気刺激による大脳皮質フィールド電位を前頭前野において記録したところ，前部帯状回（24野）およ

び後部帯状回（23野）に，その電気刺激が前頭前野に表面―陰性，深部―陽性電位を引き起こす部位が
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見出された．これらの電位分布は，前腹側核および背内側核刺激による表面―陰性，深部―陽性電位の

分布にほぼ一致していた．前腹側核と背内側核には，帯状回からの投射が形態学的に確認されているこ

と考慮すれば，帯状回から視床（前腹側核あるいは背内側核）を介して前頭前野に至る経路により，Nogo

電位が引き起こされるという可能性を，これらの結果は支持している．

［1］Sasaki K, Gemba H, Exp Brain Res 64: 603–606, 1986
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CRMP-2（nCRMP-2）の解析．第78回日本生化
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27.羽原弘造，濱田吉則，山田正法，徳原克治，海

堀昌樹，上山泰男，西澤幹雄，伊藤誠二，奥

村忠芳（2005）肝臓における一酸化窒素産生
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回日本生化学学会，神戸
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誘導下での IL-1R1 isoformの役割．第78回日本
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on iNOS gene expression stimulated by interleu-

kin-1β in hepatocytes. 第 78回日本生化学学会，

神戸

著　書

1. 伊藤誠二（2005）II-8．神経損傷の生化学的分

析―慢性化で生体の感受性はどう変わるの

か．「慢性痛はどこまで解明されたか―臨床・

基礎医学から痛みへのアプローチ」（菅原努監

修・中井吉英編）103–116頁，昭和堂，京都

薬理学講座

〈研究概要〉

本教室では，細胞内クロライド濃度調節機構の解明を中心テーマとして，主に中枢神経系，循環器系，

呼吸器系，免疫系，内分泌系疾患と関連させて研究を行っている．

1．クロライドイオン輸送機構とその制御

1）Cl–-ATPaseの構造解析

クロライドイオンは，中枢神経の過分極性抑制性シナプス伝達において中心的な役割を果たしている．
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抗てんかん薬や鎮静薬は主に，このイオンの細胞内流入を促進することにより神経細胞の興奮性を抑制

する．従って，神経細胞内クロライド濃度が低く保たれていることが，抑制性シナプス伝達やこれら薬

物の効果発現に必須とされている．我々は，このクロライドイオン濃度維持に関与する分子として，ATP

に依存してクロライドイオンの排出を担う分子，すなわちCl–-ATPaseを主に脳，および腎臓に見いだし，

精製，構造決定を行っている．Cl–-ATPaseの機能体タンパク質は数種のサブユニットから成る約600 kDa

の複合タンパク質として精製され，51 kDaタンパク質がリン酸化を受ける触媒サブユニットと考えられ

た．他のサブユニットの 55 kDa糖タンパク質を精製し，その部分アミノ酸配列を基にラット脳 cDNAラ

イブラリーからcDNAクローンを得た．本タンパク質は504個のアミノ酸から成り，28個のシグナルペプ

チド領域，複数のミリストイル化部位などを含む新規タンパク質であった．この cDNA配列を基にアン

チセンスオリゴヌクレオチドを作成し，培養海馬神経細胞に導入したところ，55 kDaタンパク質生成を

抑制すると共に，細胞内Cl–イオン濃度を増加させた．免疫組織化学法および免疫電子顕微鏡による解析

により，55 kDaタンパク質は主に神経細胞の細胞膜に局在することが確認された．これらの結果から，

55 kDaタンパク質はCl–-ATPase活性を担うサブユニットのひとつと考えられた．

2）アルツハイマー病における神経細胞変性とCl–-ATPase活性

アミロイド β蛋白（Aβ）の沈着を特徴とするアルツハイマー病の神経変性の原因として神経細胞の過

興奮毒性が提唱されている．我々は，アルツハイマー病脳においてCl–-ATPase活性が低下していること，

ラット海馬神経培養細胞へのAβ負荷により，神経細胞膜分画のイノシトールリン脂質（PI，PIP，PIP2）

のレベルおよび Cl–-ATPase活性が低下し，イノシトールの添加でこの活性が回復する事を見いだした．

この回復はPI4 kinase（PI4K）阻害薬で抑制され，PI4P添加により回復し，細胞内Cl–濃度も正常化した

ことから，AβによるPI4Pレベルの低下がCl–-ATPase活性を低下させると推測された．更に病態生理学的

濃度のAβはPI4K type IIの活性を直接阻害することを見いだした．これらの知見からPI4K type IIがアル

ツハイマー病におけるAβの標的分子の一つである可能性が示唆された．

3）非ステロイド抗炎症薬の細胞内クロライドイオン濃度への影響：

非ステロイド抗炎症薬（NSAID）はアルツハイマー病の増悪を抑制すると言われているがその機構は

不明である．我々はAβによって惹起される神経細胞障害に対するNSAIDの効果を検討した．その結果シ

クロオキシゲナーゼ（COX）-1あるいはCOX-2阻害薬によって，Aβによって惹起される細胞内クロライ

ドイオン濃度の上昇は抑制され，Aβによるグルタミン酸細胞毒性の増強も減弱した．これらの結果から

NSAIDはCOX-1あるいはCOX-2阻害の選択性に拘らず神経細胞保護作用を発現する可能性が示唆された．

4）アンモニア負荷による神経細胞内クロライド濃度上昇と神経細胞死：

高アンモニア血症は，肝性脳症におけるけいれんなどの中枢神経症状の原因のひとつと考えられてい

る．我々は，ラット海馬神経培養細胞を用いアンモニア負荷によって細胞内クロライドイオン濃度が上

昇し，抗不安作用を示すdihidrohonokiol BおよびGABAcアゴニスト（CACA）の同時添加によってこの上

昇がGABAc受容体刺激を介して有意に抑制される事を報告している．またアンモニア負荷によって神経

細胞のアポトーシスが起こることを見いだしている．このアポトーシスは細胞内カルシウム濃度の増加

とカルシニューリンによるser155リン酸化BADの減少が関与している事を明らかにした．

2．アミロイドβ蛋白（Aβ）による神経細胞死の機序解明

1）Akt/PKBによるグルタミン酸細胞毒性発現の調節

病態生理学的濃度のAβ負荷によりグルタミン酸細胞毒性が増悪する事を見いだしているがその機序に

ついては不明であった．我々はラット海馬初代神経培養細胞を用い Aβ負荷によってセリン（ser473）リ

ン酸化Akt/PKBの発現量が減少し，グルタミン酸による細胞毒性が増強される事を明らかにした．PI3K
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やAkt の阻害薬を用いてAkt/PKBの活性を抑制するとAβ負荷の場合と同様にグルタミン酸細胞毒性が増

加した．さらにPC-12細胞を用いた検討から，Aβ負荷による細胞毒性の増加はPC-12細胞が神経に分化

する事によって著しく増強され，このときセリン（ser473）リン酸化Akt/PKBの発現量が減少しているこ

とが明らかになった．これらの知見からAkt/PKBはAβ/グルタミン酸刺激による細胞毒性の発現に重要な

分子である可能性が示唆された．

2）GABAc受容体を介する神経細胞保護作用の細胞内情報伝達経路の解明

我々は，GABAc受容体刺激によってAβ/グルタミン酸刺激によって惹起される神経細胞死がAキナー

ゼ（PKA）を介して抑制されることを明らかにした．一般にPKAは代謝型受容体刺激によって活性化さ

れることから，クロライドチャネル内蔵型受容体であるGABAc受容体刺激によってチャネル活性化以外

の経路を介してPKAを活性化している可能性を考え検討した．ウエスタンブロッティングによる解析の

結果，GABAc受容体はAキナーゼアンカー蛋白（AKAP）およびPKAと複合体を形成しており，GABAc

受容体刺激によりPKAが直接活性化されることを明らかにした．

3．生理活性物質に対する細胞内情報伝達機構

1）プロテアーゼ活性化受容体刺激による呼吸器上皮細胞応答の解析：

プロテアーゼ活性化受容体（PAR）は，その細胞外特定領域がセリンプロテアーゼによって限定分解

を受けることにより活性化される G蛋白質共役型受容体で，炎症の発生および進展に関与する．我々は

PAR2刺激したヒト肺胞上皮細胞において好中球の接着が亢進することを見い出しその細胞内機序を検

討した．その結果，PAR2刺激により低分子量Rho蛋白結合キナーゼが活性化され，この細胞内シグナル

分子が FAK（focal adhesion kinase）のリン酸化を伴うアクチン細胞骨格の再編成を介して好中球接着亢

進を誘導する可能性を見い出した．また新規受容体であるPAR4に着目し，その情報伝達機構についてマ

ウス培養肺上皮細胞を用いて細胞内Ca2+濃度（［Ca2+］i）の変化を指標に検討した．その結果，肺上皮細

胞上に存在するPAR4をトロンビンまたは合成アゴニストペプチドで刺激すると，一過性の［Ca2+］iの上

昇が惹起されることを fura2蛍光観察から認めた．この反応はPLC阻害薬で抑制され，さらに細胞内貯蔵

Ca2+の枯渇や外液Ca2+の除去下で消失または低下したことから，おそらくIP3産生に由来する細胞内Ca2+

の動員により誘導される細胞外Ca2+の流入を介して引き起こされると考えられた．

2）プロテインキナーゼC（PKC）による心筋細胞機能の調節機構：

約 8種類のサブタイプで構成される PKCは心機能の制御に重要な役割を果たしている．我々は特に虚

血性心疾患への関与が指摘されるPKC αや εに着目して，これらの活性化機構と作用についてGFP融合

PKCサブタイプを発現した心筋細胞を用いて検討した．PKCの活性化はGFP蛍光の細胞質から細胞膜へ

の移行を共焦点レーザー顕微鏡を用いて経時的に画像化して観察した．炎症シグナルであるプロテアー

ゼ活性化受容体（PAR）1をトロンビンで刺激すると，PKC αや εの活性化が刺激早期から認められ，特

にPKC αの活性化は少なくとも30分間持続した．また，PAR1刺激は心筋細胞内で細胞骨格タンパクであ

るFアクチンの再編成を惹起し，この反応はPKC阻害薬で抑制された．これらの結果から，炎症性刺激

で活性化されたPKC αやεは細胞骨格構造の変化を惹起することにより，細胞肥大などの病的状態の発生

に関与する可能性が示唆された．

4．内分泌―免疫―神経系相互作用

内分泌系，免疫系，神経系の相互作用の解明に取り組んでいる．

1）成長ホルモン（GH）

ヒト成長ホルモン（GH）及びその受容体（GHR）が，ヒトリンパ球，特に B細胞で発現している事，
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脳下垂体とは異なった分泌調節を受けている事，GH分泌を刺激するグレリン及びその受容体がヒトリン

パ球で発現している事を明らかにした．免疫細胞自身が GHやグレリンを分泌し，autocrine/paracrine的

に免疫機能を調節する機構が示唆された．

2）プロラクチン（PRL）

我々は原因不明の高プロラクチン（PRL）血症の約16％に，抗PRL自己抗体による高PRL血症を見い

だした．臨床的特徴として，無月経や乳汁漏出は稀で，ブロモクリプチンによる治療無しでも妊娠分娩

が可能であった．自己抗体結合部位として，PRL分子のN端とC端34アミノ酸が重要である事を明らか

にした．この部位はPRL受容体に対する結合部位でもあり，自己抗体がPRLとPRL受容体の結合を阻害

し，その生物作用を抑制する可能性が示唆された．ヒト脳下垂体 PRLはセリンでリン酸化されており，

血中で脱リン酸化される．自己抗体陽性患者血中PRLはセリンでリン酸化されたままであり，リン酸化

PRLが抗原性を持って自己抗体産生をきたす可能性が示唆された．

3）γアミノ酪酸（GABA）

GABAは中枢神経における主な抑制性神経伝達物質であるが，GABAc受容体を介して，脳下垂体から

のPRL分泌を促進する事を明らかにした．GABAは，脳下垂体細胞でも合成，分泌され，autocrine/paracrine

的にPRL産生下垂体細胞に作用し，その分泌を調節する機構が示唆された．

5．免疫細胞におけるクロライドチャネル発現とその生理作用

NPPB感受性クロライドチャネル（ClC-2）はp21経路を介して細胞周期を調節し，ClC-5は骨髄細胞か

ら好中球への分化に関与していることを明らかにした．
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病理学第一講座

〈研究概要〉

骨髄移植は，白血病，再生不良性貧血，先天性免疫不全症等の治療法として目覚ましい進歩を遂げて

いる．さらに最近，欧米では自己免疫疾患の治療にも骨髄移植が開始されるようになり，骨髄移植の適

応範囲が今後益々拡大するものと考える．しかしながら，移植片対宿主反応（GVHR）の問題や移植片

の拒絶，放射線の副作用等解決されなければならない問題を抱えている．我々は，これらの問題を解決

するための新しい骨髄移植方法（門脈から骨髄細胞を移植する方法と骨髄内へ直接骨髄細胞を移植する

方法）を開発した．これらの方法によって誘導される免疫学的寛容の機序を解析し，ヒトの応用に向け

て，基礎固めをする．

一方，臓器移植に関しても，拒絶反応を抑制するためには，長期間の免疫抑制剤投与が不可欠である

が，薬の副作用による種々の弊害も生じている．我々は，長期間の免疫抑制剤の投与なくして，永続的

に免疫学的寛容を誘導する方法をマウスを用いて開発し，ヒトへの応用に向けてウサギ，ブタ，サル等

の中～大動物を用いて基礎固めをする．
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病理学第二講座

〈研究概要〉

I．天然エストロゲン様化学物質の思春期前暴露によるマウスへの影響

エストロゲン様化学物質のマウス胎仔期暴露は機能・形態的影響を引き起こす（Nikaido et al., 2004）．

そこで，思春期前暴露による同様の実験を施行した．エストロゲン様化学物質である Genistein，

Resveratrol，Zearalenone，Zeranol，Bisphenol AやDiethystilbestrol（DES）のマウス思春期前暴露による

発育への影響やエストロゲン標的臓器における作用強度を比較した原著 -3．方法として，Genistein，

Resveratrol，Zearalenone，Zeranol，Bisphenol Aは10 mg/kg，DESは10 µg/kgを15–18日齢の雌CD-1マウ

スに連日計4回皮下投与し，24週齢に至るまで無処置対照群と比較した．その結果，体重増加（発育）は

いずれの被験化学物質の投与においても差を見なかったが，膣開口は Genistein，Zearalenone，Zeranol，

DESで早発し，ResveratrolやBisphenol Aにはこの作用はみなかった．また，Zearalenone，Zeranol，DES

では発情期の延長を特徴とする発情周期のかく乱がみられ，8 週齢では Zearalenoneのみに無排卵性卵巣

をもつ個体がみられたが，24週齢では全例正常卵巣形態をみた．よって，Zearalenoneの内分泌かく乱作

用は他の被検物質よりも強く，ResveratrolやBisphenol Aは弱い．

II．Enterolactoneによる大腸癌細胞株増殖抑制効果

癌抑制能をもつ天然化学物質の同定を続けてきたが総説 -1，その一環として，亜麻仁に含まれる lignanよ

り生体内で産生されるenterolactoneのcolo 201ヒト大腸癌細胞株に対する増殖抑制効果につき，in vitroの

MTSアッセイにて検討したところ原著 -5，濃度依存的に増殖抑制効果を見い出した（培養72時間における

IC50値：118.4 µM）．また，colo 201移植雄ヌードマウスに対して，移植1週前より週3回，全経過中，1 mg/

kgあるいは10 mg/kg enterolactoneを皮下注射したところ，非注射群に比して，10 mg/kg enterolactone注

射群では腫瘍増大が有意に抑制された．その機序みるべく，移植腫瘍の proliferating cell nuclear antigen

（PCNA）標識率とTUNEL陽性率をみたところ，10 mg/kg enterolactone注射群は非注射群に比して，PCNA

標識率の有意な減少とTUNEL陽性率の有意な増加をみた．さらに，Flow cytometryでは，培養 colo 201

細胞に対して，enterolactone添加により，アポトーシスに特有なG1分画の出現をみたが，細胞回転には

影響をみなかった．次いで，アポトーシスに関わる分子を検索したところ，アポトーシス促進蛋白であ

るCaspase-3の発現亢進，アポトーシス抑制蛋白であるBcl-2と増殖に関わるPCNA蛋白の発現抑制をみ

た（p53，Bax，Bcl-XL,S値の変動は見なかった）．よって，enterolactoneは in vivo，in vitroともに，ヒト
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大腸癌細胞株の増殖を抑制したとこは，ヒト大腸癌に対して有効な分子であることが予測される．なお，

その増殖抑制機序は，Caspase-3と Bcl-2の関与をみるアポトーシスの増加と細胞増殖の低下であること

が判明した．

III．NicotinamideによるN-methyl-N-nitrosourea誘発視細胞アポトーシスの制御機序

60 mg/kgのN-methyl-N-nitrosourea（MNU）の単回腹腔内投与により，1週間の経過で視細胞のアポトー

シスによる消失をみる（Nakajima M et al., 1996）．このモデルは，ヒト網膜色素変性症の治療法開発モデ

ルとして有用である総説 -3．我々は，1000 mg/kgのnicotinamide（NAM）をMNUと同時に皮下投与すると，

視細胞アポトーシスの完全抑制をみることを見い出した（Kiuchi K et al., 2002）．しかし，この傷害抑制

機序については未だ検討されていない．（ADP-ribose）polymerase（PARP）の活性化は DNA傷害に対し

て重要な役割を担うことから，MNU投与に対するNAM処置の影響につき，Western blott法にてPARPと

Jun N-terminal kinase（JNK）/activator protein-1（AP-1）の発現変動につき検討した．MNU投与後7日間

の網膜サンプルを経時的にみると，PARPの活性化，JNKやc-Junのリン酸化，AP-1（c-jun，c-fos）やBax

の発現亢進を視細胞の消失と平行してMNU投与後 12時間から 3日にかけて認めたが，NAMを併用する

ことにより，視細胞アポトーシスは回避され，PARPの活性化はみられず，JNKと c-junのリン酸化や c-

Junやc-FosならびにBaxの発現は抑制をみた（in press）．よって，NAMのMNU誘発視細胞アポトーシス

の抑制機序は，PARPの活性化ならびに JNK/AP-1シグナル伝達経路の阻害であることが判明した．そこ

で，現在PARP阻害剤である3-aminobenzamideの効果につき検討中である．
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微生物学講座

〈研究概要〉

微生物学講座では，代表的なヒトレトロウイルスである，ヒトT細胞白血病ウイルス（HTLV-1）とヒ

ト免疫不全ウイルス（HIV-1）を対象とした研究を行っている．

HTLV-1は主に乳児の間に母乳を介して感染し，感染者は数十年の長い潜伏期を経た後に，5～10％の

生涯発症率で悪性の白血病である成人T細胞白血病（ATL）を発症する．本邦には120万人以上の感染者

が存在するが，ATLに対する治療法は未だ確立されていない．そこで，潜伏期における感染未発症者の

個体レベルでのウイルス発現制御機構の解明を介して，ATLの発症を抑制する手段の開発を目指してい

る．そのために，ヒト感染個体におけるウイルス発現動態を再現するマウスモデルを確立し，ウイルス

発現制御機構を細胞内シグナル伝達及び遺伝子発現の観点から解析している．

また，我々はHTLV-1感染細胞における細胞内シグナル伝達を解析する過程で，特異的にチロシンリン

酸化される宿主蛋白としてRNA結合蛋白Sam68を同定した．Sam68蛋白の機能解析の結果，細胞増殖制

御における役割が示唆されたことから，その機構を解明する目的で，細胞内における標的RNAの同定を

行ってきた．現在，Sam68によるこれら標的RNAの動態制御と細胞増殖調節との関連を解析することで，

近年，注目が集まっているRNAを介した細胞機能制御機構を明らかにしようとしている．

一方，いまだ世界レベルでの拡大を続けているエイズの原因ウイルスであるHIV-1の感染に対しては，

さらに幅広い抗ウイルス薬の開発が緊急の課題となっている．そこで，ウイルスの細胞侵入過程を標的

とした新しい抗HIV剤の開発を目標として，HIV-1エンベロープ蛋白と宿主細胞側のウイルスレセプター

との相互作用を構造化学的な視点で詳細に解析している．

また，我々はHIV-1 RNAの核外輸送を制御するウイルス蛋白Revが，宿主側の抗ウイルス蛋白インター

フェロンのmRNA核外輸送を抑制することを見出した．そこで，Rev機能を介した宿主免疫抑制機構の

可能性を明らかにするため，現在，同mRNA核外輸送機序に関与する宿主因子の同定を進めている．

現在進行中のテーマは以下の通りである．

1）HTLV-1遺伝子の個体内での発現抑制における低酸素の影響

HTLV-1による細胞がん化に関与するウイルス遺伝子Taxの発現は，ウイルス感染個体内においては強

く抑制されており，これがATL発症に至るまでの長い潜伏期を説明すると考えられている．我々はこれ

までに，HTLV-1転写調節領域制御下にTaxと蛍光蛋白GFPとの融合蛋白（Gax）を発現するEL-4マウス

T細胞株（EL-4 Gax）を同系マウス腹腔内に接種するモデル系を構築し，同マウスモデルがヒトにおけ

る個体レベルでの免疫制御およびウイルス遺伝子発現制御を再現することを示した．そこで，この系で

の転写抑制と再活性化の機構を遺伝子レベルで解析したところ，個体内における低酸素状態がウイルス

遺伝子の発現抑制に関与していることを見出した．現在，その詳細な分子機構に関して解析を進めてい

る．

2）SCID-huを用いたHTLV-1モデルマウスの構築

HTLV-1感染未発症者における宿主免疫とウイルス動態の関係を明らかにし，これをATL発症予防ワク

チンの開発・評価に応用する目的で，骨髄内骨髄移植の手法でヒト臍帯血を移植したSCIDマウス（SCID-

hu）にHTLV-1感染細胞を移入して，ヒト血球系を背景に持つHTLV-1感染マウスを作製した．しかしな

がら，これまでのSCIDマウス（NOD-SCID）では，リンパ球の分化が不完全であることから，現在，さ

らに重度の免疫不全マウス（NOG-SCID）を用いた，感染マウスの作製を試みており，今後，同マウス

での感染細胞の腫瘍性増殖の誘導や，骨髄移植を基本とした新規ATL治療法の開発を目指している．
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3）RNA結合蛋白Sam68による転写後調節の解析

HTLV-1感染細胞で強くチロシンリン酸化されている蛋白として同定したRNA結合蛋白Sam68が細胞周

期のG2/M期進展に関与することを明らかにし，さらにその標的となる細胞RNAとして，β-アクチンお

よびRNA結合蛋白hnRNP A2/B1のmRNAを証明した．そこで，Sam68のhnRNP A2/B1 mRNAに対する細

胞内での結合を解析したところ，選択的スプライシング特異的な結合を示すことが明らかとなった．現

在，選択的スプライシングおよび蛋白発現の調節における詳細な機構および，その細胞増殖制御におけ

る役割に関して，解析を進めている．

4）HIV-1受容体CCR5を介するウイルス侵入機構の経時的解析

これまでに，HIV-1受容体であるC-Cケモカイン受容体CCR5の点突然変異体を強制発現した細胞に対

するルシフェラーゼ発現組換えHIV-1レンチウイルスベクターの感染性を解析し，CCR5の膜貫通領域が

ウイルスの侵入に重要な役割を果たすことを明らかにしてきた．一方，蛍光共振エネルギー転移（FRET）

の原理を用いて，HIV-1の標的細胞への侵入過程における，ウイルス膜タンパク質 Envと標的細胞表面

CD4およびケモカイン受容体への段階的な結合，および，その結果生じる融合孔 fusion poreの形成を経

時的に解析する系を構築した．そこで，種々のCCR5点突然変異体とFRETの系を用いて，今後，HIV-1

の細胞への侵入に必要なCCR5の構造変化の実体の解明および必要なアミノ酸配列の同定を進め，新規侵

入阻害剤の開発に有用な知見を提供していく計画である．

5）mRNA核外輸送調節を介したインターフェロン発現制御機構の解明

これまで，HIV-1の調節蛋白Revが宿主の抗ウイルス蛋白であるインターフェロン-α1(IFN-α1)，α2お

よびα13のmRNA核外輸送を抑制することを見出し，そのmRNA上に核外輸送責任塩基配列を同定した．

そこで，これら IFN-α分子種mRNAの核外輸送の機構を明らかにする目的で，責任塩基配列に結合する

新規 RNAアダプター（結合）分子の同定を試みている．この RNAアダプター分子のクローニングと共

に，本分子がウイルス感染に応答して発現する他の生体因子のmRNAに共通なアダプターとして機能す

る可能性に興味が持たれる．
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衛生学講座

〈研究概要〉

1）ヒト臍帯血由来CD34抗原陰性造血幹細胞の同定とその幹細胞特性の解明

最近，私達の研究グループは，ヒト臍帯血中に極めて少数存在するCD34抗原陰性幹細胞の確実な同定

に世界に先駆けて成功した（Blood 101: 2924-2931, 2003）．これまでの研究で，独自に開発した骨髄腔内

直接移植（IBMI）法を応用することにより，分化抗原陰性，CD45抗原低発現，CD34抗原陰性細胞集団

の中に長期に骨髄を再構築する幹細胞（SCID-repopulating cell, SRC）が存在することを明らかにした．さ

らに，このCD34抗原陰性SRCが，in vivoにおける高い自己複製能と増殖能・遊走能を保持していること

を明らかにした（Int J Hematol 79: 328-333, 2004）．

平成 17年度は，このCD34抗原陰性SRCの免疫特性に関して重点的に検討した．従来，未分化な幹細

胞に作用すると報告されていた stem cell factor, flt3 ligandのチロシンキナーゼ受容体である c-kit, flt3が，

われわれが同定した CD34抗原陰性 SRCに発現していないことを明らかにした（Blood 106(11): 235a,

2005）．以上の研究により，現時点でヒトの最も未分化な造血幹細胞の免疫特性は，Lin–CD45lowCD34–c-

kit–flt3–と考えられた．

重要な発見として，このCD34抗原陰性SRCが骨髄腔内nicheへのホーミング能力が低いこと，さらに

CD34抗原陽性SRCの中にもCD34陰性SRCと同様にCXCR4などのホーミング受容体の発現レベルの低い

SRCが存在することを明瞭に示したことが挙げられる．このことは臨床的にも重要な意義をもっている．

すなわち，現在の静脈内投与による造血幹細胞移植法では，これらのCD34抗原陰性及び陽性SRCは効率

よく骨髄腔内nicheへホーミングできない．そこで，本学で開発中の骨髄内骨髄移植法を臨床応用するこ

とができれば，現在の同種造血幹細胞移植に革命的な変化をもたらすものと思われる．今年度は，本学

のCOE研究の一貫として全国レベルの骨髄内骨髄移植研究会（代表世話人：池原進）を設立し，灌流法

による骨髄採取の安全性を確認するための臨床第 I相試験の研究実施計画書の作成準備を行った．平成18

年度には，本研究会を母体として骨髄内骨髄移植法の臨床応用を目指すとともに，灌流法で採取した骨

髄細胞の幹細胞機能の評価を行う予定である．

2）CD45抗原陰性幹細胞の同定とその幹細胞特性の解明

ヒト臍帯血由来のCD34抗原陰性SRCに関連する研究を進展する過程で，骨髄異形成症候群患者の骨髄

あるいは末梢血中に非常に未分化な幹細胞と考えられる CD45–CD34–CD38–Lin–細胞を同定した（Stem

Cells 23: 619-631, 2005）．現在，ヒト臍帯血あるいは骨髄中に存在する CD45抗原陰性幹細胞の同定とそ
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の幹細胞特性の解明に関する研究を進めている．

3）ヒト骨髄あるいは臍帯血に由来する幹細胞を用いるトランスレーショナルリサーチの展開

今後の基礎的研究として，NOD-Rag-1nullPrf-1nullマウスを用いる新たな異種間移植系の開発，幹細胞の

骨髄腔内nicheへのホーミング機構の解明，その増殖分化機構（特に，自己複製機構）や可塑性（分化転

換能）の解明，ex vivo増幅系の開発，さらに，ヒト造血幹細胞の本体の解明（その hierarchy上の位置付

けやCD45–CD34–組織幹細胞（TCSC）との関連）などに取り組む予定である．さらに，これらの基礎的

研究成果を細胞治療・移植医療に応用するために，骨髄内骨髄移植研究会を中心として臨床試験研究を

推進したいと考えている．

4）骨髄性ポルフィリア症の分子機構

ヘム合成系の終末段階の酵素であるフェロケラターゼ活性の欠損は，プロトポルフィリンの蓄積によ

る骨髄性プロトポルフィリア症を引き起こす．骨髄性プロトポルフィリア症の患者は正常の 20–30％の

フェロケラターゼ活性を示す．このような低活性を生じる分子機構を解明する目的で，変異型および野

生型フェロケラターゼを単独または同時に大腸菌に大量発現させ，形成されたホモおよびヘテロ二量体

の活性を解析した．その結果，野生型フェロケラターゼのホモ二量体のみが高い活性を示したが，変異

型のホモ二量体は全く活性が認められなかった．また，変異型と野生型のヘテロ二量体は低活性であり，

安定性の顕著な低下が認められた（Hum Mol Genet 14: 324-337, 2005）．

5）摂取エネルギー制限に関する疫学研究

諸民族の間のエネルギー代謝の違いが報告されている．しかし，このことが遺伝的要因により決定さ

れるものなのか，もしくは短期的な機能馴化によるものなのかは解明されていない．今回我々は，短期

的な摂取エネルギー制限がエネルギー代謝や他の生理機能にどのような影響をおよぼすかについて検討

した．

労働者の健康増進を目的として，食事や運動指導を行っている企業がある．本研究は，企業の健康増

進活動に参加したものを対象として行われた．対象者を中等度または軽度摂取エネルギー制限の二群に

分け，他の健康指導は両群とも同じとした．エネルギー制限の結果，基礎代謝量は減少し，その程度は

中等度制限群において軽度制限群より大きかった．また，基礎代謝の変化は体重の変化よりも大きかっ

た．さらに動物を用いた実験系で検証した結果，短期の絶食により代謝系を含む種々の生理機能が変化

することが観察された．

6）アレルギーの一次予防に関する基礎研究

実験動物において，摂取エネルギーを制限すると寿命が延長することや種々の疾病が抑制されること

が知られている．

今回は，動物モデルを用いて摂取エネルギー制限がアレルギー疾患におよぼす影響について血液，免

疫学的に検討した．その結果，短期のエネルギー制限により，NC/Ngaマウスの遅延型接触性皮膚炎が抑

制されることを確認した．さらに，短期のエネルギー制限により種々のサイトカインが影響を受けるこ

と，局所や末梢側の免疫細胞が影響を受けること等が確認された．

7）産業保健に関する研究

ポリウレタンの原料であるイソシアネート類は呼吸器および皮膚アレルギーの原因物質であるが，代

替物が存在せず，今後も生産が継続されるため，その対策が課題である．イソシアネート類により皮膚

アレルギー反応を惹起したモデルマウスを作成し，惹起後に短期絶食を行ったところアレルギー性炎症

の抑制効果を観察した（昨年10th International Conference on Occupational Respiratory Diseases, Beijingで
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発表）．

歯科技工士は歯科医師と同様に，各種重金属に暴露することが報告されている．大阪府歯科技工士会

の協力を得て歯科技工士の各種がん罹患リスクを研究中である．

医療従事者の喫煙は禁煙教育推進上重要な問題であるがわが国ではこれまで歯科医師の喫煙状況の調

査は乏しかった．複数の県歯科医師会の協力を得てアンケート調査を実施し，年齢階層別に補正して比

較したところ，男性歯科医師の喫煙率は，一般市民よりは低いものの，医師よりも高い傾向を示した（昨

年にJpn J Dent Prac Adminに掲載）．

〈研究業績〉

原　著

1. Ogata K, Satoh C, Tachibana M, Hyodo H,

Tamura H, Dan K, Kimura T, Sonoda Y and Tsuji

T (2005) Identification and Hematopoietic Poten-

tial of CD45–Clonal Cells with Very Immature

Phenotype (CD45–CD34–CD38–Lin–) in Patients

with Myelodysplastic Syndromes. Stem Cells 23:

619–630

2. Ishihara H, Wenying F, Kouda K, Nakamura H,

Kohno H, Nishio N and Sonoda Y (2005) Effects

of dietary restriction on physical performance in

mice. J Physiol Anthropol Appl Human Sci 24:

209–213

3. Kouda K (2005) Interrelationships among

whole-body coordination, functional potentiality,

and environmental adaptability. J Physiol Anthro-

pol Appl Human Sci 24: 241–242

4. Ohgari Y, Sawamoto M, Yamamoto M, Kohno H

and Taketani S (2005) Ferrochelatase consisting

of wild-type and mutated subunits from patients

with a dominant-inherited disease, erythropoie-

tic protoporphyria, is an active but unstable

dimer. Hum Mol Genet 14: 324–337

5. Nishio N and Imamura T (2005) Smoking preva-

lence among dentists in Hyogo, Japan. Jpn J Dent

Prac Admin 40: 170–175

総　説

1. 薗田精昭（2005）造血幹細胞のホーミングと

mobilizationの分子機構．医学のあゆみ　別冊：

血液疾患―State of arts ver.3 21–25

学会発表

1. Nishio N, Kouda K, Kono H, Ishihara H, Naka-

mura H and Sonoda Y (2005) Suppressive

effects on hypersensitivity by dietary restriction

in isocyanate sensitized mice. 10th international

conference on occupational respiratory diseases,

Beijing, China

2. Sonoda Y (2005) Identification of a novel class of

CD34-negative hematopoietic stem cells and

their stem cell characteristics. Catholic Interna-

tional Symposium, Seoul, Korea

3. Sonoda Y, Kimura T, Asada R, Wang J, Kimura T,

Ishihara H, Kouda K, Sasaki Y, Tsuji T and Ike-

hara S (2005) Identification and Long-Term

Repopulating Potential of Human Cord Blood-

Derived CD34–Flt3– Cells with Very Immature

Phenotype Using Intra-Bone Marrow Injection.

The 47th Annual Meeting of American Society of

Hematology, Atlanta, U.S.A.

4. Sonoda Y (2005) Identification of a novel class of

human cord blood-derived CD34-negative

hematopoietic stem cells using the intra-bone

marrow injection. Seminar at Jamaes Graham

Brown Cancer Center, Louisville, U.S.A.

5. 薗田精昭（2005）体性幹細胞の再生医療への

応用　―臍帯血を用いるトランスレーショナ

ルリサーチの展開―．第121回関西医科大学学

術集談会，大阪

6. 薗田精昭（2005）ヒト臍帯血由来CD34抗原陰

性造血幹細胞の同定―骨髄腔内直接注入法を

用いる新しい造血幹細胞移植療法の開発とそ

の意義―．第 13回近畿臍帯血幹細胞移植研究

会，大阪

7. 薗田精昭（2005）ヒト造血幹細胞の本態はど

こまで解明されたのか．第2回滋賀輸血療法研

究会，滋賀

8. 薗田精昭，木村貴文，王　剣鋒，辻　　孝，池

原　進（2005）ヒトCD34抗原陰性造血幹細胞

におけるFLT3発現とその幹細胞特性．文部科
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学省特定領域研究（幹細胞の可塑性と未分化

性維持機構）平成16年度第2回公開班会議，東

京

9. 木村貴文，LotharKanz，RobertMohle，薗田精

昭（2005）スフィンゴシン 1-リン酸受容体活

性化による造血幹細胞のホーミング促進効

果．第4回日本再生医療学会総会，大阪

10. 甲田勝康，石原敬康，河野比良夫，中村晴信，

西尾信宏，薗田精昭（2005）食餌制限：絶食

がラット肝臓の遺伝子発現におよぼす影響．

第75回日本衛生学会総会，新潟

11.木村貴文，王　剣鋒，佐々木豊，辻　　孝，池

原　進，薗田精昭（2005）ヒト未分化造血幹

細胞におけるFLT3発現とその幹細胞特性．第

3回幹細胞シンポジウム，淡路

12. 薗田精昭（2005）SDF-1非遊走性 SCID-repop-

ulating cellの同定とその幹細胞特性―骨髄内

直接移植法の臨床的意義について―．第6回細

胞移植・遺伝子治療セミナー，宇都宮

13.西尾信宏，今村知明（2005）某県歯科医師会

会員の喫煙状況の検討．第 46回日本歯科医療

管理学会総会，東京

14.木村貴文，LotharKanz，RobertMohle，薗田精

昭（2005）免疫抑制剤FTY720による造血幹細

胞のホーミング促進効果．第 15回日本サイト

メトリー学会学術集会，名古屋

15.木村貴文，浅田留美子，佐々木豊，石原敬康，

甲田勝康，辻　　孝，池原　進，薗田精昭

（2005）ヒト未分化造血幹細胞における FLT3

発現とその幹細胞特性．第 67回日本血液学会

総会ワークショップ，横浜

著　書

1. 薗田精昭（2005）幹細胞の可塑性と分化．細

胞医療（高上洋一編）15–45頁，医薬ジャーナ

ル社，大阪

公衆衛生学講座

〈研究概要〉

教室の方針として，教室一丸となって1つのテーマに集中するよりも，様々な領域の研究を並行して行

うことにより，広範囲にわたる公衆衛生学の教育分野に対応できると考えている．本教室が扱っている

研究テーマは，多方面に渡っており，スタッフの数以上の研究内容となっています．したがって，ここ

では教室が扱う研究の流れを述べる．

1番目：西山（教授）は，感染症の疫学と予防に関する研究として国際保健医療として開発途上国にお

ける健康被害や健康管理に関する研究．熱帯病とくに熱帯感染症の診断と予防に関する研究．海外渡航

者の健康管理に関する研究やストレスが引き起こす疾病とそれに対する一次予防への取り組みを行って

いる．

2番目：神田（講師）は，発生生物学的な見地から難病疾患における再生医学を応用した研究を分子生

物学的な遺伝子分野や感染防御学の面からも研究を行っている．

3番目：田近（助手）は，近年増加傾向にある精神疾患の一次予防への取り組みとして海外渡航者のメ

ンタルヘルスに関する研究を行っている．

4番目：西山，田近は，社会学的研究の一環として，高齢者の身体，精神，社会面にわたる調査研究で

あるが，まず，高齢化社会に伴う健康の維持増進に関わる身体的機能の究明として身体機能低下を予防

する運動療法や理学療法的な面からの研究を行っている．また，高齢者介護に関して上田元講師と共同

研究を継続的に行っている．

5番目：西山，神田は，栄養学的な研究として内分泌かく乱物質に関する研究を行っている．

以上のようにあらゆる観点から人々の健康にかかわる研究を広範囲にわたって行っています．また，

大学院生や研究員も多数在籍しており，上記テーマの範囲で，それぞれ疫学的，および実験的テーマを



第 1 号　2006 年 29

設定して研究しています．社会人大学院生も多数研究に参加して，当講座では，とりまく社会や医療現

場における諸問題を様々な角度，視点でとらえ，幅広い研究を遂行して，社会還元することを目標にし

ています．

2005年度の研究概要については，以下の研究業績を参照されたい．

〈研究業績〉

原　著

1. Hayashi I, Kanda S, Yoshidome A, Ishida T and

Nishiyama T (2005) The study of ASCARIS and

ulcerative colotis Part 2:localization of mucin 12

on ASCARIS lumbricoides hominis. Tropical

Medicine and Health 33(1): 47

2. Yoshidome A, Kanda S, Hayashi I and Nishiyama

T (2005) The study of antigen for the new tuber-

culosis diagnosis and application to the serodiag-

nosis. Toropical Medicine and Health 33(1): 62

3. Nishiyama T, Hayashi E, Ishida T, Lee K, Handou

K and Sisontone B, Amano H (2005) The study

of health status for the inhabitants of rural ares

on vientiane province in Lao P.D.P. Toropical

Medicine and Health 33(1): 82

4. Kojima M, Fukunaga K, Sasaki M, Nakamura M,

Tsuji M and Nishiyama T (2005) Evaluation of

estrogenic activities of pesticides using an in

vitro reporter gene assay. Int J Environ Heal Res

15(4): 271–280

5. Kojima M, Manabe M, Kanda S, Fukunaga K,

Nakamura M, Tsuji M and Nshiyama T (2005)

Additive Effevts of Estrogenic Activity by the

Combinatuion of E2 and Pesticides. J Kansai Med

Univ 57(2·3·4): 165–170

6. Sugihara A, Fukunaga K, Nishiyama T and

Yoshida M (2005) Effect of Intermittent Supple-

mentation with Selenate on Selenium Status of

Rats Fed Selenium-Deficient Diet. J Nutr Sci

Vitaminol 51: 478–481

7. 三宅眞理，保津真一郎（2005）心の介護・ダ

イバージョナルセラピー（略称 DT）．大阪体

育研究　43: 65–75

8. 小嶋美穂子，辻　元宏，西山利正，福永健治

（2005）滋賀県における農産物中残留農薬の動

向．食生活研究　25: 28–32

9. 田近亜蘭，杉山祐夫，福島正人，村上貴栄，服

部裕子，柿永佳良子，有木永子，砂原千穂，北

代麻美，木下利彦，西山利正（2005）デイケ

ア中断に関与する要因の検討．最新精神医

学　10(4): 409–416

10. 玉田育子，神田靖士，西山利正（2005）プラ

ンルカスト（オノン®）ドライシロップが有用

であった乳児気管支喘息の 1例．新薬と臨床

54(3): 96–101

11.西山利正，三宅眞理，田近亜蘭，佐々木真理，

保津真一郎，相澤　徹（2005）廃用性痴呆を

予防するための定期的な運動と認識活動の効

果についての研究～要介護高齢者が積極的に

健康習慣の取り組みを復活させるために～．

大阪ガスグループ福祉財団研究調査報告書

18: 135–143

総　説

1. 古賀才博，濱田篤郎（2005）トラベルクリニッ

クの運営（解説）．クリニカルプラクティス

24(1): 64–67

2. 石田高明，西山利正（2005）輸入寄生虫感染

症．モダンフィジシャン　25(5): 615–620

3. 仁木　稔，眞鍋真理，西山利正（2005）消化

管寄生虫（原虫，蠕虫）．臨床看護　31(2): 181–

185

4. 古賀才博，濱田篤郎（2005）任意接種対象疾

患　狂犬病ワクチン．臨床と微生物　32(5):

492–496

5. 古賀才博（2005）海外出張者の健康問題．海

外勤務と健康　21: 2–3

6. 古賀才博（2005）海外勤務者のための出発前

に知っておくべき医療情報．グローバル人づ

くり　23(4): 22–28

学会発表

1. Nobuhara K, Okugawa G, Minami T, Sugimoto T,

Takase H, Tajika A, Yagyu T, Sawasa A and

Kinoshita T (2004) Effects of ECT on structural
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connectivity in late-life depression: A Magnetic

Resonance Diffusion Tensor Imaging Study. 8th

International Congress of Biological Psychiatry,

Sydney

2. Isotani A, Yamada K, Irisawa S, Yoshimura M,

Tajika A, Saito N, Yagyu T, Saito A and Kinoshita

T (2004) EEG source gravity center location

changes after a single dose of atypical antipsy-

chotic in healthy volunteers. International Soci-

ety for Brain Electromagnetic Topography

(ISBET), Urayasu, Chiba, Japan

3. 織田裕行，田近亜蘭，加藤正樹，吉村匡史，三

井　浩，杉本達哉，山田圭造，有木永子，吉

野真紀，中平暁子，磯谷俊明，木下利彦（2004）

関西医科大学附属病院における性同一性障害

治療の現状．第 17回日本総合病院精神医学会

総会，京都

4. 西山利正（2004）寄生虫症（原虫症・蠕虫症）

に対する感染症対．第 19回日本国際医療保健

学会総会　ワークショップ，東京

5. 中平暁子，吉野真紀，中島　文，有木永子，田

近亜蘭，織田裕行，木下利彦（2004）性同一

性障害患者の心理検査による検討～WAIS-R，

MMPIを中心に～．第 24回日本精神科診断学

会，大阪

6. 吉野真紀，中平暁子，中島　文，有木永子，織

田裕行，田近亜蘭，木下利彦（2004）性同一

性障害患者のWAIS-R，MMPIの検討．第17回

日本総合病院精神医学会総会，東京

7. 田近亜蘭，仁木　稔，西山利正（2005）単科

精神病院に勤務する女性看護師のストレス対

処行動に関する研究．第 64回日本公衆衛生学

会総会，札幌

8. 神田靖士，玉田育子，西山利正（2005）マウ

スES細胞を用いた神経細胞への分化誘導の検

討．第4回日本再生医療学会総会，大阪

9. 田近亜蘭，仁木　稔，西山利正（2005）中近

東に在留する邦人の精神的健康度の調査～ 2

種類の心理テストを用いた比較検討．第9回海

外渡航者の健康を考える会大会，大阪

10.西山利正，濱田篤郎（2005）旅行医学とイミ

グラントメディスンの黎明．第 46回日本熱帯

医学大会，京都

11.石田高明，山本加奈子，天野博之，福永健治，

Sommone Phounsavath, Viengavanh

Phanmanivong，西山利正（2005）ラオス国で

使用されているメベンダゾールについての検

討．第46回日本熱帯医学大会，京都

12.吉野真紀，中平暁子，織田裕行，田近　文，有

木永子，田近亜蘭，木下利彦（2005）性同一

性障害患者の心理的特性～WAIS-R・MMPI・

ロールシャッハテストから～．第 18回総合病

院精神医学会総会，松江

13. 嶽北佳輝，田近亜蘭，織田裕行，西田圭一郎，

木下利彦（2005）短パルス矩形波を用いた修

正型電気痙攣療法の痙攣時間に関与する要因

についての検討．第 18回総合病院精神医学会

総会，松江

14.阿保　宏（2005）ボリビア僻地の医療状況．第

8回近畿熱帯医学研究会，大阪

15.仁木　稔，田近亜蘭，西山利正（2005）海外

巡回健康相談業務をとおしてみた海外在留邦

人の心身医学的状況．第 64回日本公衆衛生学

会総会，札幌

16. 玉田育子，神田靖士，西山利正（2005）マウ

スES細胞から下垂体由来ホルモン産生細胞へ

の分化誘導．第4回日本再生医療学会総会，大

阪

17. 眞鍋真理，神田靖士，小嶋美穂子，堀慎二郎，

西山利正（2005）複数農薬共存農作物におけ

るエストロゲン活性の複合影響．第121回関西

医科大学学内学術集談会，大阪

18.仁木　稔，田近亜蘭，西山利正（2005）海外

在留邦人への心身医学的役割．第9回海外渡航

者の健康を考える会大会，大阪

19.伊藤健一，木村　穣，上田加奈子，高尾奈那，

山本哲史，岩坂壽二，田近亜蘭，西山利正

（2005）膝関節軟骨部の超音波所見と体格・下

肢アライメント・下肢筋力の関係　一般女性

における中年・高齢者間の検討．第 22回臨床

運動療法研究会，さいたま

20.古賀才博（2005）海外での交通事故・災害時

の医療について．第8回交通安全講演会　日本

交通医学工学研究会，名古屋

21.小嶋美穂子，山中　直（2005）基本健康診査

成績と生活習慣病発症との関連について．第

35回滋賀県公衆衛生学会，滋賀

22. 甲斐輝彦，吉田宗弘，福永健治，岡田敏英，西
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山利正（2005）亜鉛強化酵母に含有される亜

鉛の性質と動物代謝実験による吸収性の検

討．第59回日本栄養・食糧学会大会，東京

23.山根愛子，吉田宗弘，福永健治，岡田敏英，西

山利正（2005）亜鉛強化スプラウトに含有さ

れる亜鉛の有効評価．第 59回日本栄養・食糧

学会大会，東京

24.岡田敏英，吉田宗弘，福永健治，西山利正

（2005）ジメチルヒドラジンによって惹起した

マウス大腸リンパ球浸潤反応に対するセレン

強化スプラウトの抑制効果．第59回日本栄養・

食糧学会大会，東京

25.福永健治，吉田宗弘，西山利正（2005）ラッ

ト大腸癌発症におよぼすコレステロールおよ

びイコサペンタンエン酸投与の効果．第 59回

日本栄養・食糧学会大会，東京

26.吉田宗弘，三木篤史，太田祥江，吉武　裕，児

玉直子，西牟田守（2005）大豆に含有される

モリブデンの化学形態と成人女性における吸

収率．第59回日本栄養・食糧学会大会，東京

27.上田照子，西山利正（2005）在宅要介護高齢

者における息子による虐待　―介護環境と発

生要因の検討―．第 64回日本公衆衛生学会総

会，札幌

28.大隅泰則，八木正夫，河本光平，朝子幹也，栗

山博道，柴田清児，米田元胤，神田靖士，西

山利正，山下敏夫（2005）老人性難聴モデル

マウスにおける蝸牛神経核および下丘の遺伝

子発現解析．第 50回日本聴覚医学会総会・学

術講演会，東京

29.山本加奈子，天野博之，石田高明，黒田千加，

川口伸浩，Sisauthong Keo, Banouvong Virasack,

Phanmanivong Viengsavanh, Phounsavath Som-

mone, 西山利正（2005）ラオス国ルアンパバー

ル県学童における消化管寄生虫症実相調査．

第46回日本熱帯医学大会，京都

30. 角　泰人，西渕光昭，中口義次，西山利正，石

田高明（2005）近畿熱帯医学研究会のこれま

での歩みと今後の展望．第 46回日本熱帯医学

大会，京都

31.北川陽子，高取　聡，田中之雄，西川淳一，西

原　力，西山利正，堀伸二郎（2005）CoA-BAP

法を用いたイソフラボン類のエストロゲン様

作用の評価．第8回環境ホルモン学会，東京

32.岡田敏英，福永健治，西山利正，吉田宗弘

（2005）セレン強化スプラウトの抗腫瘍効果．

ジメチルヒドラジンによって惹起されるマウ

ス大腸リンパ球浸潤反応への影響．第 22回微

量栄養素研究会シンポジウム，京都

著　書

1. 古賀才博（2005）海外で働く方に必要な感染

症予防のための知識と対策．健康教育・健康

管理のレシピ（神田　晃，谷原真一，亀田高

志編）64–68頁，南山堂，東京

法医学講座

〈研究概要〉

（1）DNA解析による新しい血液型判定法の開発の検討

Se式血液型遺伝子の判定法について，温度勾配ゲル電気泳動法を応用し，ヘテロ二重鎖の生成の条件

と電気泳動パターンについて検討を始め，効率的なDNA解析法が確立できた．さらに同方法をABO式血

液型に応用し，良好な結果をおさめたことを発表した．

（2）乱用薬物検査キットTriageの胃内容物への応用

市販されている Triage検査キットは尿を対象とした検査キットである．しかし事例によっては尿が採

取できない場合がある上に，薬物の進入経路および服用経過時間を推測する資料とするために，胃内容

および血清を検査試料に加えることの有用性について検討した．その結果，薬物による急死事例では尿

中に排泄されることなく絶命し，尿検査では偽陰性になる可能性があることが判明した．経口投与され

る薬物の場合は，高濃度の薬物が残存する可能性のある胃内容を用いたTriage検査が有効であった．
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（3）アセトニトリル -NaCl抽出法のベゲタミンの分析への応用

ベゲタミンの成分であるフェノバルビタール，プロメタジンおよびクロルプロマジンはNaCl-アセトニ

トリル法でアセトニトリル相に選択的に抽出された．この抽出液は濃縮処理することなく紫外検出器 -高

速液体クロマトグラフで定量することが可能で，分析の簡便化と迅速化を図ることができた．同定では

220，250および300 nmの波長で測定したピーク面積を比較することでバルビツール酸系薬物とフェノチ

アジン系の違いが認められ，薬物の同定に応用可能だった．また，異なる波長のクロマトグラムを比較

することで定量精度を向上させることができた．

（4）呈色反応を用いた尿中馬尿酸濃度の簡易定量法の改良

トルエン濫用を証明する予備試験として，尿中馬尿酸を赤色調に呈色する簡易検査法を考案した．短

所として馬尿酸濃度が低濃度の場合，黄色味を帯び判定誤差になる可能性があった．これを改善する方

法として呈色操作の最後に加えた純水を1％アンモニア水に代えることで，黄色調を帯びない赤色調に呈

色することが可能となり，肉眼的に判定が容易となった．

（5）呈色反応の検出限界を用いた簡易定量法の試み

呈色反応を用いた簡易検査法では呈色標準表と比較して定量するため，予め標準表を作成する必要が

ある．これを改善する方法として呈色の検出限界を用いた定量法を尿中馬尿酸を対象として検討した．

その結果，検体を希釈する倍率によってトルエン濫用陽性（馬尿酸濃度 1 mg/ml以上），注意域（0.5～

1.0 mg/ml），正常域（0.5 mg/ml以下）の3段階に判定することが可能だった．これを高速液体クロマトグ

ラフィーの定量値と比較したところ，予備試験として実用性ある結果を得た．

（6）脳波自動解析システムの小児を含めた脳死判定への応用

脳死判定の際の感度を上げて測定される脳波検査ではノイズの混入が問題となるが，従来から脳死患

者に試行してきた脳波自動解析システムではノイズ問題を克服して脳波を定量的に解析できるため，実

用性の検討を続けている．さらに，現在小児の脳死判定基準が発表されているが，この脳死判定基準で

も除外されている 6歳未満の小児についても脳波自動解析システムを導入して脳死判定の検討を行った

ところ，成人同様に客観的に平坦脳波を判定することが可能であった．

（7）脳死判定における脳波解析用ソフトウェアの簡便な実用化

脳死判定の実用化に向け，平坦脳波を確認する目的で脳波の等価電位解析を行ってきたが，従来から

使用している脳波自動解析システムと，市販のソフトウェア「ATAMAP II for Windows」とで解析結果を

比較検討した．平坦脳波における等価電位はいずれのシステムでも全部位の各周波数領域で1 µV以下で，

ほぼ同様の成績が得られた．このソフトウェアを用いれば，等価電位解析による脳死補助診断が可能な

上に，今まで蓄積してきたデータを参考資料として活用できるものと考えられた．

（8）溺死診断のためのプランクトン検査法の検討

水死体の臓器からプランクトンを検出することにより溺死の診断をしているが，薬品の組合せや手順

について検討を加えてより簡便な検査法を開発し，実務に応用可能であることを確認中である．

（9）医学部学士編入学を想定した総合試験問題の試作と検討

大学入試センター研究開発部との共同研究で，医学部への学士編入学を想定し，記憶に頼る学力試験

と異なり受験者の資質を総合的に判断するための総合試験問題を試作し，実際に関西医科大学において

本学学生を含む近隣大学（医学部以外を含む）の学生を被験者として受験させ，問題の適否の検討を行っ

た．その結果，問題文に誤解を生じる表現がある場合は設問として不適当で，学部系統により解答傾向



第 1 号　2006 年 33

に差異があることも判明した．これらの成果は学術論文として発表予定である．

〈研究業績〉

原　著

1. Yoshida M, Akane A, Mitani T and Watabiki T

(2005) Simple colorimetric semiquantitation of

hippuric acid in urine for determination of tolu-

ene abuse. Legal Med 7: 198–200

2. Mizukami H, Akane A, Nakayashiki N, Aoki Y

and Shiono H (2005) Systematic classification of

alleles of the glycophorin A (MN blood group)

gene. J Human Genet 50: 667–670

3. Mitani T and Akane A (2005) Detection of single

nucleotide polymorphism in the FUT2 gene by

temperature gradient gel electrophoresis. Legal

Med 7: 217–221

4. 沖井　裕，河本圭司，赤根　敦，岩瀬正顕，吉

岡正太郎，大石哲也，中谷壽男（2005）脳波

自動解析システムを用いた平坦脳波の経時的

に解析した 1例．Neurosurgical Emergency 10:

107–111

5. 福永龍繁，鈴木　修，大澤資樹，吉田謙一，久

保真一，池田典昭，青木康博，赤根　敦，近

藤稔和（2005）法医学教室の教職員の配置お

よび経費配分の実態調査報告．日法医誌　59:

272–275

学会発表

1. 沖井　裕，河本圭司，赤根　敦，岩瀬正顕，吉

岡正太郎，中谷壽男（2005）32例の平坦脳波

の自動解析．第10回日本脳神経外科救急学会，

名古屋

2. 沖井　裕，赤根　敦，河本圭司，岩瀬正顕，吉

田　学，吉村澄孝，時安太久磨，三谷友亮，綿

引利充（2005）脳波自動解析システムで解析

した平坦脳波．第89次日本法医学会総会，高松

3. 吉田　学，赤根　敦，西川眞弓，綿引利充，三

谷友亮，沖井　裕，吉村澄孝，時安太久磨，土

橋　均（2005）UV-HPLCによるベゲタミンの

分析法の検討．第89次日本法医学会総会，高松

4. 赤根　敦，三谷友亮，吉田　学，沖井　裕，吉

村澄孝，時安太久磨（2005）ドラム缶コンク

リート詰め死体の解剖例2例．第89次日本法医

学会総会，高松

5. 赤根　敦，三谷友亮（2005）擬父，擬母不在

家系の親子鑑定における肯定確率の意義．日

本DNA多型学会第14回学術集会，前橋

6. 吉田　学，赤根　敦，三谷友亮（2005）尿中

馬尿酸の簡易検査法．日本法科学技術学会第

11回学術集会，大阪

7. 吉田　学，赤根　敦，三谷友亮，時安太久磨，

吉村澄孝，沖井　裕（2005）胃内容を用いた

Triage検査が有効であった事例．第 52回日本

法医学会近畿地方会，神戸

8. 沖井　裕，赤根　敦，河本圭司，橋本孫一，吉

村澄孝，時安太久磨，三谷友亮，吉田　学

（2005）当教室で使用している脳波自動解析シ

ステムと他のシステムとの比較．第 52回日本

法医学会近畿地方会，神戸

9. 三谷友亮，赤根　敦，小林哲哉，時安太久磨，

吉村澄孝，沖井　裕，吉田　学，綿引利充

（2005）温度勾配電気泳動法によるABO遺伝

子の多型解析．第89次日本法医学会総会，高

松

10.三谷友亮，赤根　敦，小林 哲哉（2005）温度

勾配電気泳動法によるABO遺伝子のSNP解析．

日本DNA多型学会第14回学術集会，前橋

著　書

1. 赤根　敦（2005）中毒死体の見方．死体検案

ハンドブック（的場梁次，近藤稔和編）137–

160頁，金芳堂，京都

2. 赤根　敦（2005）遺伝形質 （血液型）．臨床の

ための法医学（第5版）137–141頁，朝倉書店，

東京

3. 赤根　敦（2005）DNA 多型．臨床のための法

医学（第5版）142–146頁，朝倉書店，東京

4. 赤根　敦（2005）親子鑑定．臨床のための法

医学（第5版）147–150頁，朝倉書店，東京
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分子遺伝学部門

〈研究業績〉

原　著

1. Kinashi T (2005) Intracellular signaling control-

ling integrin activation in lymphocytes. Nat Rev

Immunol 5: 546–559

2. Kinashi T and Katagiri K (2005) Regulation of

immune cell adhesion and migration by regulator

of adhesion and cell polarization enriched in lym-

phoid tissues. Immunology 116: 164–171

3. Kanemitsu N, Ebisuno Y, Tanaka T, Otani K,

Hayasaka H, Kaisho T, Akira S, Katagiri K,

Kinashi T, Fujita N, Tsuruo T and Miyasaka M

(2005) CXCL13 is an arrest chemokine for B

cells in high endothelial venules. Blood 106:

2613–2618

学会発表

1. 木梨達雄，片桐晃子（2005）Regulation of lym-

phocyte adhesion and cell polarity by RAPL sig-

naling. 第35回日本免疫学会，横浜

内科学第一講座

〈研究概要〉

樹状細胞は生体に広く分布し，抗原特異的に T細胞を活性化，免疫応答を誘導する抗原提示細胞であ

り，近年免疫ネットワークを多方面から統御する細胞として注目を浴びている．樹状細胞は，自然免疫

賦活剤として，抗腫瘍免疫療法の臨床試験も開始されてるが，臨床疾患における樹状細胞の側面からの

免疫学的アプローチは HIV感染症等ごく限られた疾患においてのみなされており，樹状細胞と各臨床疾

患との関わり，特に免疫異常を来す病態においての樹状細胞の関わりは未解明のままである．

樹状細胞は，その単離が難しいこと，生体内各組織における分布細胞密度が必ずしも高くないことな

どにより，ヒトにおいては正常状態での解析も十分になされていなかった．しかしながら，我々が確立

した方法により末梢血を循環する樹状細胞をそのままの状態で解析することが可能になり，これらを用

いて，我々は，免疫異常を呈する難治性疾患の病態を，樹状細胞の性状と機能の面から解析することに

より，これまで不明とされていた疾患の病態を把握し，さらには治療に役立つ戦略の確立を目的とし現

在研究を行っている．

血液部門：

同種造血幹細胞移植は，血液疾患の治療のみならず他の固形癌に対する治療戦略の一つとなりうるこ

とが示されつつあり，今後ますます重要な治療法になると考えられる．同種造血幹細胞移植の中心理念

はアロ抗原や腫瘍抗原に対する免疫反応による腫瘍根絶（graft-versus-tumor effect）であるが，この免疫

反応は両刃の剣であり host の組織障害性に作用し，しばしば致死的となる GVHD（graft-versus-host

disease）が依然大きな問題となっている．当教室では同種造血幹細胞移植に関連して生じるこれらのダ

イナミックな免疫系の動態を多角的に解析することにより，graft-versus-tumor effectと GVHDの発生機

序およびその相違を明らかにし，より効果的に前者を誘導し同時に後者を抑制する新しい治療戦略の開

発を目的として検討を行っている．同種造血幹細胞移植を受けた造血器腫瘍患者では急性GVHD発症時

にはミエロイド系樹状細胞とリンパ系樹状細胞の双方が末梢血において著しく減少していることを明ら

かにした．GVHD組織の免疫染色により，この減少は組織への能動的な動員によることが示された．こ

れはドナーの樹状細胞がアロ抗原を提示することにより急性 GVHDを惹起する可能性を示唆している．

一方，慢性GVHD発症時には急性GVHDでみられたような末梢血樹状細胞の減少は認めなかった．しか

しながら移植後慢性期にある患者では慢性GVHDの発症の有無に関わらず IFN-γおよびTNF-α産生性の

エフェクター T細胞の増加を認めた．これらの患者では腫瘍の再発を認めていないことより，これらの
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エフェクター T細胞が graft-versus-tumor effectを担っている可能性がある．また興味深いことに慢性

GVHDの発症時には IL-4産生性のCD8+T細胞が必ず出現することが明らかとなった．すなわちこの IL-4

産生性のCD8+T細胞は慢性GVHDの発症病態に深く関わっていることが示唆される．

呼吸器部門：

肺結核は高齢者のみならず，多くの若年者にも発症者が報告されており，現在最も重要視されている

感染症のひとつである．結核菌に対する感染防御機構については，現在までに多くの研究がなされてき

ているが，当教室では抗原提示細胞として感染防御に重要である樹状細胞に焦点を当て検討を行ってい

る．私たちはこれまで，肺結核患者では末梢血のミエロイド系樹状細胞が減少し選択的に結核組織に移

行し Th1応答を誘導していることを見いだした．また私たちは，結核と同様の肉芽腫性疾患に属するサ

ルコイドーシスに注目し，その発症・疾患の進展の機序を，樹状細胞を含めた免疫応答のシステムの観

点から解析することを試みている．サルコイドーシス患者ではミエロイド系樹状細胞のみならずリンパ

系樹状細胞も末梢血において著しく減少していることを突き止めている．すなわち，同じ肉芽腫性疾患

でも結核とサルコイドーシスでは樹状細胞の動態が異なることが明らかにされた．

免疫部門：

近年における免疫学の進展は著しく，その中でも当科が注目し研究対象としている樹状細胞は，生体

免疫応答の要に位置する極めて重要な細胞といえ，各種感染症に対する防御免疫を担う中心的な存在と

して位置づけられる一方で，炎症性アレルギー性疾患，自己免疫疾患，悪性腫瘍等の発症・進展のメカ

ニズムにおいても重要な意味をもつことが明らかにされつつある．また樹状細胞によって制御されてい

るエフェクター T細胞も Th1，Th2，regulatory Tなどの亜群により様々な疾患病態に関与すると考えら

れている．我々はヒト樹状細胞亜群ならびに制御性 T細胞を含むエフェクター T細胞亜群の解析を行っ

ており，ヒトにおける免疫制御機構のデータを蓄積している．これらの結果から我々は免疫異常を呈す

る難治性疾患の病態解明，さらには治療に役立つ戦略の確立を目的とし日々，研究を行っている．
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内科学第二講座

〈研究概要〉

循環器

循環器学では，心筋虚血，心不全の病態解明についての基礎研究とともに，虚血性心疾患や不整脈の

患者予後に直接還元できる臨床研究を主体としてきた．同時に新しい再生医療としての骨髄移植療法や

NOGAシステムの臨床応用など，今後の新しい医療と，QOLを重要視した臨床治療の確立を研究目標に

おいている．

1．動物実験による心筋虚血再灌流障害の研究

心臓超音波法の進歩にともない，非侵襲的局所心機能評価が可能となってきた．特に，組織ドプラ法

を用いれば定量的な局所心機能評価が可能となってきている．そこで，心房細動および虚血性心疾患を

対象に，組織ドプラ法による心機能評価の有用性について検討し報告してきた．また，動物実験におい

て，心筋虚血再灌流時の心筋障害の評価において，新たな生化学的マーカーの開発とともに，局所心機

能の面から検討を行うため，従来の摘出還流心モデルを，ワーキングモードで還流できるシステムを導

入した．その結果，局所壁運動の評価を前述の組織ドップラーを用い評価することが可能となった．新

たな心筋障害の生化学マーカーとしてアクロレインの評価を行い，心筋虚血再灌流時の新たなマーカー

になることを報告した．同時に，心筋虚血再灌流時の局所心機能の回復過程を組織ドプラ法にて検討し

た結果，局所心機能は，生化学的指標の変化に遅れて出現することを証明し得た．このことは，臨床上

の治療効果の判定においえも重要であると考えられた．今後，摘出還流心のワーキングモデルを用い，

新たな薬剤，治療法による局所心機能の変化を検討し，臨床治療に応用を試みていく予定である．

2．心臓リハビリテーション・運動療法に関する研究

心臓リハビリテーションは，EBMにもとづく心筋梗塞後の再梗塞，心不全の予防医学として確立され

てきた．当科においても，健康科学センターを中心に，心筋梗塞，狭心症リハビリテーションとして，

積極的な運動，食事，カウンセリングによる2次予防に取り組み，特に冠動脈再検術後の再狭窄において

も良好な結果が得られ，その具体的機序を明らかにしているところである．この最狭窄の予防効果は，

インスリン抵抗性，血小板機能，血管内皮機能，自律神経機能などさまざまな機序により得られ，今後，

病態によりどの作用が主体であるかを解明し，より確実な再狭窄予防効果を，個々の症例に合った心臓

リハビリテーションとして確立させているところである．また心不全の評価として化学受容体感受性の

機能評価を交感神経機能活性として用い，心不全の評価，および心臓リハビリテーションの効果として

の有用性を報告した．この化学受容体感受性は，心不全のみならず，肥満や糖尿病においても変化が認

められ，今後，生活習慣病の新たな重症度，予後の指標として研究していく予定である．運動療法に関
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しては，肥満，高血圧，糖尿病，高脂血症において注目されると思われる．

その他の生活習慣病治療として，肥満外来を開設し，心理的指標による分析・治療，遺伝子レベルで

の解析としてアドレナリンβ3受容体多型，レプチンによる評価を行い，個々の肥満の病態を明らかにし

てきた．また，高血圧運動療法においては，降圧剤の併用薬として，Ca拮抗剤，ACE阻害剤の運動時の

血管作動性交感神経機能による評価を行い，ACE阻害薬において，運動時の自律神経機能の改善を証明

し，臨床面での薬剤選択基準の一つとして評価されている．運動時の血行動態，特に末梢循環動態にお

いては，測定が困難であり今まで詳細な検討は少なかったが，今回我々はインピーダンス法を用い，自

転車運動時の下肢血行動態の解析に成功した．その結果，運動強度の増加により下肢末梢循環量が変化

していく過程で，有酸素運動閾値を越えてから新たな血液シフト（血流再分布）の出現の可能性が示唆

され，今後我々の開発したインピーダンス法による運動時の詳細な血行動態の解明が期待される．

健康科学センターとしては，心臓リハビリテーションを中心に，高血圧，糖尿病，高脂血症，肥満症に

おいて，運動，栄養，心理的介入方法を積極的に開発し，生活習慣病治療・予防の研究を行う予定である．

3．慢性心不全例における交感神経活動に関する研究

慢性心不全において交感神経活動の亢進は予後を左右する上で重要な指標である．交感神経活動の測

定は血中noradrenaline，心拍変動スペクトラムなどが一般的であったが，我々は筋交感神経活動（MSNA）

の測定方法を会得し，交感神経活動を直接的に測定している．慢性心不全例における交感神経活動の亢

進に関与する因子としてはarterial baroreflex，cardiopulmonary baroreflex，metaboreflex，chemoreeflexの

4つの圧受容体反射機能が関与していると報告されており，本施設において全て測定可能となっている．

現在，これらの圧受容体反射機能とMSNAを用いて慢性心不全例における交感神経活動亢進の病態につ

いて検討している．さらに，ACE阻害薬，AngII拮抗薬などの交感神経活動に対する影響を比較検討中で

ある．

4．核医学を用いた冠動脈疾患における心筋灌流に関する研究

核医学を用いた心筋灌流イメージングは血管造影では評価できない心筋微小循環を非侵襲的のに評価

可能である．急性心筋梗塞症に対する冠動脈血行再建術後の心筋微小循環傷害の定量的評価法を確立し

た．加えて，心筋微小循環傷害に対するverapamilの有効性を証明した．最近開発された心電図同期SPECT

を用いることにより(1)心筋梗塞後の血流－収縮乖離（Stunned myocardium）の検出，(2)再灌流後の局

所心機能回復における残存心筋血流の関与を明らかにしていく．

5．心筋微少循環の再生と評価

超音波造影剤の開発，心エコー装置の改良により，超音波造影剤を経静脈的投与することによっても

心筋コントラストエコーが可能とった．経静脈心筋コントラストエコー（MCE）撮像の至適条件と臨床

的意義は明らかになっていない．急性心筋梗塞慢性期にMCEを施行し，心筋微小循環障害と心機能改

善・左室再構築の関連を検討中である．また，虚血性心疾患に対する骨髄細胞移植による新生血管の定

量的評価をMCEを用いてを検討中であり，その結果の一部を報告した．さらに，超音波造影剤投与下に

強度の超音波照射を行うとbioeffectにより毛細血管が破壊される事が明らかとなってきた．このbioeffect

を利用しMCEによるdrug-delivery, cell- deliveryの基礎検討を開始している．

6．心筋組織性状と心機能の非侵襲的評価

梗塞心筋における心筋内膜外膜側の組織性状の変化が左室形態維持に及ぼす影響は明らかにされてい

ない．心筋 Integrated backscatter (IBS)により，心筋内膜側・外膜側の viabilityが個別に解析可能となっ

た．初回心筋梗塞の心筋内膜側と外膜側の IBSを記録し，その変動量と変動パターンを解析し，心筋内

膜側と外膜側の IBSと左室形態との関連について検討中であり，その結果の一部を報告した．また，心
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外膜脂肪沈着が心機能に及ぼす影響は検討されていない．MRI，心エコー図を用いて心外膜脂肪の定量

評価を行い，心外膜脂肪沈着が左室拡張能におよぼす影響を検討中である．さらに脂肪沈着群の心筋組

織性状診断を IBSにて解析し fatty heartの概念を確立することを目的として検討を加えている．

7．心臓カテーテル部門

循環器領域における観血的検査法および治療法に関する検討

近年の我が国における，食生活の欧米化や高齢化社会の到来は，生活習慣病を基盤とする動脈硬化疾

患の増加をもたらし，循環器領域においては冠動脈硬化による狭心症，心筋梗塞，閉塞性動脈硬化症を

始めとする末梢血管疾患が年々増加の傾向にある．一方，カテーテルによる冠動脈形成術（PCI）は薬物

溶出性ステント（Drug Eluting Stent: DES）の登場により，その治療成績は飛躍的に向上した．しかしな

がら，急性心筋梗塞に対するPCI後に生じる微小循環障害は生命予後に関わる重大な合併症であり，PCI

あるいは CABGによっても血行再建困難な末期冠動脈疾患に対する再生医療，年々増加する慢性腎疾患

合併例に対するカテーテル検査や治療に伴う造影剤性腎炎の問題，増加する閉塞性動脈硬化症をはじめ

とする末梢血管疾患に対するカテーテル治療の確立など，多くの課題を抱えており．われわれは，これ

らの問題を克服すべく，精力的に臨床研究に取り組んでいる．

現在進行中の臨床研究

1．急性心筋梗塞に対するPCI時の微少循環障害の予防

前処置として half dose tPAに引き続き血栓吸引療法を行った後にステント留置を行う群と直接ステン

ト留置を行う対照群との二重盲検試験を行い，slow flowの頻度，TMP grade，遠隔期予後などの評価項

目について検討を行っている．

2．造影剤性腎炎

腎保護作用があるとされるhANPや重炭酸による造影剤性腎炎の予防効果を二重盲検試験にて検討中

3．再生医療

カテーテルを用いた骨髄単核球細胞移植による重症狭心症例への臨床試験が進行中．

計画中の臨床研究

課題：冠動脈硬化進展の予測に関する検討

血管内音波検査により，冠動脈疾患患者の非有意狭窄（内腔狭窄 50％以下）のプラークの性状診断と

その経時性状変化を観察し，動脈硬化進展予測が可能かを検討する．

方法：待機的に薬物溶出性ステント留置を行う労作性狭心症例（左室駆出率>40％）で，標的病変の近

位部に非有意狭窄を有する100例を対象とする．患者登録期間は2年．PCI時に血管内超音波検査を施行

し，非有意狭窄病変の性状診断を行う．脂質含量によってプラークを

1．lipid rich plaque（脂質成分の多いもの），

2．mixed plaque（lipid rich plaque，fibrous plaqueの中間型）

3．fibrous plaque（脂質成分のないもの）

に分類し，1年後のプラーク性状の変化と臨床経過を追跡調査する．

1）一次評価項目

プラーク性状の変化

1．1年後に血管内超音波検査を再検し，プラーク性状の変化を観察する

2．観察対象となった非有意狭窄病変に起因する心事故が生じた場合には，可能な限り血管内超音波検

査を施行し，プラーク診断を行う．

2）二次評価項目

観察対象となった非有意狭窄病変に起因する心事故率をプラーク性状分類ごとに評価する．

1．狭心症の再発

2．心筋梗塞の発症
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3．心臓死

4．再血行再建術（PCI，CABG）

3）サブ解析として

1．動脈硬化進展抑制作用があると考えられている，スタチン，ARB，ACE，Ca拮抗薬がプラーク性状

の変化に与える影響

2．糖尿病例におけるプラーク性状の変化の検討

3．性差とプラーク性状の変化

■下肢閉塞性動脈硬化症に対する塩酸サルポグレラートの作用機転について血漿，全血セロトニン濃度

を用いた検討

【背景】動脈硬化性疾患では動脈硬化部位の血管内皮細胞に障害が生じ，血小板が活性化され種々の血液

凝固促進因子が放出される．セロトニン（5-hydroxytryptamine, 5-HT）は活性化された血小板から放出さ

れ，血管トーヌスの調節，血管平滑筋の増殖，血小板の活性化，凝集などの作用を有する．これらの作

用に着目し，現在，本邦ではセロトニン受容体 5-HT2拮抗薬として塩酸サルポグレラートが閉塞性動脈

硬化症の治療薬として承認されている．動脈硬化性疾患の病態把握，薬効評価などに血中セロトニン濃

度の測定がなされてきたが，これまでの測定方法では測定値が不安定であり，詳細な臨床的評価が困難

であった．2004年に原，高橋らにより血中セロトニン濃度について採血手技と測定方法の詳細な検討が

なされ，初めて安定的に測定できる手法が開発された．また臨床的評価に有用な指標として血漿 /全血セ

ロトニン濃度比（Serotonin ratio(P/WB））が考案された．塩酸サルポグレラートの作用機序をセロトニン

濃度，塩酸サルポグレラート血中濃度を用いて解明することは極めて重要であるが，未だ報告はない．

そこで，この方法が動脈硬化症患者における病態診断と治療効果判定に利用できるかどうかの試験研究

を企画した．

【目的】下肢閉塞性動脈硬化症患者に対する塩酸サルポグレラートの臨床効果と血漿中 /全血中セロトニ

ン濃度比の関係について比較検討すること．

【実施期間，予定症例数】2005年初めから約1年間，目標例数50例

【対象と方法】安静時ABPI (Ankle Brachial Pressure Index)が0.9以下である

下肢閉塞性動脈硬化症患者を対象とする．塩酸サルポグレラート服用前，2 週間後，2ヶ月後の臨床症

状，臨床的指標（Fontaine分類，ABPI，%MAP，UT），血漿，全血セロトニン濃度とその比率（P/WB×100）

を計測した．【結果】全症例（18例，男性 14例，女性 4例，平均年齢 72±8歳）で 2週間の塩酸サルポグ

レラート投与前後においてFontaine分類，ABPI，%MAP，UTに有意な差は認めなかった．全血セロトニ

ン濃度は前：518.4±143.1 nmol/l，後：542.5±133.9 nmol/lと前後で差はなかったが，血漿セロトニン濃度

は前：6.9±3.4 nmol/l，後：3.5±2.8 nmol/l，P/WB×100は前：1.49±1.08％，後：0.60±0.36％と有意に低

下した（p<0.05）．【考察】塩塩酸サルポグレラートがASO患者に投与された場合，早期に血小板活性が

抑えられ，血漿セロトニン濃度が低下することが臨床的に初めて明らかとなった．2週間では臨床症状の

改善には至らなかったが，血漿中セロトニンの 5-HT2受容体を介する血管平滑筋の収縮の抑制効果が続

けば長期投与での改善が期待できる．動脈硬化性疾患の安定した血小板活性化指標として全血，血漿セ

ロトニン濃度，P/WB×100測定は有意義であると考えられた．

■カテーテルトレーニングキットの開発

【背景】本邦では高齢化社会，食生活の欧米化などにより，心血管系に動脈硬化病変をもつ患者が増加し

ている．そのような患者の治療として現在ではカテーテル検査が日常的に一般病院で行なわれる普通の

検査となってきた．このためカテーテル検査，治療に習熟した医師が求められている．医師は研修期間

を終えて，循環器科等の専門科に所属してから初めてカテーテル検査，手術などの手技を研修している．

これまでは教科書などで勉強し，指導医の手技を真似てカテーテル検査手技を学んでいたが，精巧なシ

ミュレーターが存在しないため，いきなり実際の症例で研修するといった方法で手技を学んでいる．し

かし昨今の未経験，経験不足の医師による手術手技がもたらした医療事故などが社会問題となっており，
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精巧なシミュレーターが求められている．

マルチスライスCTの性能も向上しており，診断カテーテル検査の数そのものが減少することが予想さ

れ，これから研修する医師の手技数が減少する可能性がある．また薬剤溶出性ステントの開発により再

狭窄症例は激減しており，症例数の経験が少ない医師がいきなり複雑病変の経皮的冠血管形成術（PCI）

を施行せねばならないような状況が現実に起こってきている．これらのことからも初心者のみならず，

中級者，上級者と幅広いオペレーターが研修可能なカテーテルトレーニングキットの開発が必要である．

【目的】カテーテルトレーニングキットの開発

【研究成果】2005年にメーカーと共同研究を開始．シリコン樹脂をベースとしたカテーテルトレーニング

キットを開発した．特に冠動脈部分の作成，PCIのトレーニングが出来るように設計されている．実際の

人体の血管内でのカテーテル操作の感触をリアルに再現できるように工夫した．

2006 年小倉ライブデモンストレーションにおいて，PCI シミュレーターコースにおいて hands on

trainingを開催した．

今後さらに検討を重ねヴァージョンアップを考えている．

また関西医科大学心臓血管病センターにおけるカテーテル研修にはカテーテルトレーニングキットを

採用し，研修指導する予定である．

■PCIにおける新しいコンセプトのワイヤーサポートカテーテルの検討

【研究内容】側枝入口部，クランク病変でのwire selectionにおけるワイヤーサポート性に適したカテーテ

ルの開発

2005年にメーカーと共同研究を開始．現在 in vitroでの開発，実験動物（豚）を用いた実験を行なって

いる．

8．超音波を用いた心筋微少循環の再生と評価

超音波造影剤の開発，心エコー装置の改良により，超音波造影剤を経静脈的投与することによっても

心筋コントラストエコーが可能とった．急性心筋梗塞慢性期にMCEを施行し，心筋微小循環障害と心機

能改善・左室再構築の関連を検討中である．また，虚血性心疾患に対する骨髄細胞移植による新生血管

の定量的評価をMCEを用いてを検討中であり，その結果の一部を報告した．さらに，超音波造影剤投与

下に強度の低周波超音波照射を行うとbioeffectにより毛細血管が破壊される事が明らかとなってきた．こ

のbioeffectを利用したMCEによるdrug-delivery, cell- deliveryの基礎検討を開始している．骨髄細胞移植

は新たな血管・心筋再生治療法として有望であるが，このMCEによるcell- deliveryを用いると非常に効

率のよい虚血・梗塞心筋への骨髄細胞移植が可能であることが明らかとなり，結果の一部を報告した．

今後，安全性を含め，臨床応用に向けた基礎検討の蓄積を行っていく予定である．

9．循環器疾患のデータベース構築

Evidence-based Medicineの普及に伴い，従来のメカニズムのみに基づく医療より，死亡など患者にとっ

て重要な outcomeを実際に減少させる事が証明された医療が重要視されてきている．そのためのデータ

ベースとして急性心筋梗塞による死亡，致死性不整脈による死亡，心房細動に伴う血栓塞栓症の発症，

Brugada症候群の予後などの循環器疾患における重要な患者 outcomeについてのデータベースを構築し，

一部の結果を報告した．

10．脳性利尿ペプチド(BNP)の臨床応用についての検討

血漿脳性利尿ペプチド(BNP)値は，心不全のマーカーとして広く臨床応用されているが，臨床所見と

の不一致もしばしば認められる．BNP 値の臨床応用について，その有効性と限界について各種の循環器

疾患にて検討し，一部結果を報告した．また，心房性BNPと心室性BNPとの差についても検討中である．
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内分泌・代謝

内分泌・甲状腺外来，内分泌・代謝外来で，甲状腺疾患をはじめとする種々の内分泌・代謝疾患患者

の診療を行うと共に，これらの臨床的ならびに基礎的研究を行っている．

①基礎研究分野

基礎的研究では，甲状腺ホルモン代謝酵素である type 1 (D1)及び type 2 iodothyronine deiodinase (D2)

の発現調節機構及び生理的意義に関する研究をしている．甲状腺から分泌されるT4は，D1及びD2によ

り，生物学的により活性なホルモンであるT3に転換される．D1は，血中にT3を供給し，D2は，局所で

のT3含量を調節する．すなわち，D2が発現する局所では，独自のT3含量の調節系が働いていることに

なる．

ヒト大動脈血管平滑筋細胞（HASMC）に，D2が発現することを明らかにした．HASMCは，甲状腺ホル

モンの標的臓器であると考えられる．更に，HASMCの D2の発現が，platelet-derived growth factor及び

basic fibroblast growth factorなど，血管平滑筋細胞（VSMC）の増殖因子によりup-regulationされることを

明らかにし報告した．動脈硬化症の重要な病変であるVSMCの増殖に，D2及び甲状腺ホルモンがどのよ

うに関与しているのか研究を進めている．重症消耗性疾患患者では，下垂体¯甲状腺機能が正常であって

も，血清中T3濃度はしばしば低下する．このように，血中T3濃度の低下した状態を low T3症候群と呼

ぶ．Low T3症候群の発現機序及び治療の是非に関してモデル動物を用いて研究している．

②臨床研究分野

悪性眼球突出症について，臨床的にステロイドパルス療法や照射療法を行うと共に，その病態を研究

している．

糖尿病

①基礎研究分野

糖尿病分野での基礎研究としては，糖尿病性合併症の成因を明らかにすることを目的に研究をおこ

なっています．これまで糖尿病性合併症の進展因子としてはポリオール系代謝，Cキナーゼ活性，糖化

蛋白および酸化ストレスなどの関与が報告されています．現在我々は糖化蛋白の受容体のひとつである

RAGE (receptor for advanced glycation endproducts) のシグナル伝達様式の解明および，その新規リガンド

であるS100関連蛋白の糖尿病性合併症への関与を，分子生物学的および発生工学的手法を用い検討して

います．

②臨床研究分野

糖尿病は，それによる3大合併症である網膜症，神経障害，腎症のみならず，動脈硬化症の進展を基盤

として，心筋梗塞，狭心症，脳卒中など，生命予後やQOLを規定する様々な病態を引き起こす危険因子

の大きなものひとつです．これらを有機的に予防・治療するため当科では糖尿病専門外来，糖尿病教育

を含む入院治療の連携で，きめ細かい診療を実施しています．糖尿病教室では，医師・薬剤師・看護師・

栄養士・心理士がそれぞれ協力して患者さんの指導を行い糖尿病性合併症の予防と治療に力を注いでお

ります．合併症発症後は当科心臓・循環器や腎臓・透析グループおよび当院眼科と共にその管理治療を

行っています．糖尿病治療の最近の特徴は，種々のインスリン製剤や経口血糖降下剤の開発により個々

の病状に合わせた，よりオーダーメード的治療が可能となってきたことです．しかし本邦において頻度

の高い2型糖尿病の治療の基本は食事療法および運動療法であり，日常診療においてはこれら生活習慣の

改善ができない事による血糖コントロールの不良例も多数みられます．現在我々はこれらの血糖コント

ロールの不良例とその行動習慣，性格，情緒，社会的要因などの関連性について調査し，それらへの行

動科学的介入法を確立してゆく予定です．

次に糖尿病性合併症の治療への新しい試みとして，糖尿病性末梢神経障害や慢性閉塞性動脈硬化症が

明らかでない糖尿病性足部潰瘍へ自家末梢血単核球細胞移植治療を行ってゆく予定です．他稿にありま

すように，当科においてこれまで多数の下肢慢性閉塞性動脈硬化症およびビュルガー病の方へ骨髄およ
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び末梢血単核球細胞移植による血管新生治療が行われ良好な臨床成績が得られています．今後，我々は

下肢の微小血管障害に由来して発症または増悪すると考えられている糖尿病性末梢神経障害や糖尿病性

足部潰瘍への自家末梢血単核球細胞移植治療の有効性を検討してゆく予定です．

腎臓・高血圧

腎臓

①基礎研究分野

1）超音波音波造影剤（マイクロバブル）による腎局所への遺伝子導入

急増する末期腎不全抑制に対し，慢性腎障害進展抑制の新規治療法が必要である．その一つとして，

安全かつ繰り返し可能な腎局所への腎保護遺伝子の導入は開発意義が大きい．安全性に疑問が出現した

ウイルスベクターに代わって，超音波造影剤（マイクロバブル）による遺伝子導入が注目を浴びている．

同法では，超音波照射を組合わすことにより局所臓器に安全な遺伝子導入が可能である．そこで，現在，

我々はラット腎炎モデルに腎保護作用を有するアンジオテンシン2型受容体（AT2）や催線維化作用のあ

るTGF-βの細胞内シグナルを抑制するSmad7等の遺伝子導入を試みている．

2）慢性腎障害における骨髄・末梢血単核球移植による腎微小血管再生

慢性腎障害進展抑制の更なる試みとして，骨格筋でその効果がヒトにおいても明らかとなった骨髄・

末梢血単核球移植をラット腎炎モデルに施行する．慢性腎障害の予後規定因子である間質線維化に対し

て，尿細管周囲細血管網の再生により，その進展を抑制する試みである．

②臨床研究分野

1）超音波音波造影剤（マイクロバブル）による腎局所血流評価

現在，腎局所とりわけ腎機能保持に重要な腎皮質血流を安全かつ簡便にベッドサイドで評価し，モニ

タリングし得る方法はない．私たちはすでに正常腎機能者に超音波音波造影剤を用いて，その評価法を

新規に確立した．さらに機能的変化が定量的に観察できることをドパミン負荷の腎皮質血流増加描出に

より確認した．また，アンジオテンシン受容体拮抗薬（ARB）による腎皮質血流量の増加も観察した．

今後，糖尿病性腎症や IgA腎症などの代表的な病的腎での血流異常状態の評価とARBなどの薬効評価の

新しい検査法として確立する．

2）降圧薬併用による至適高血圧治療に関する臨床トライアル

関西医大付属3病院，関連病院，関連医院・診療所を含めた降圧治療に関する臨床トライアルを行う．

一般実地臨床に即した形でアンジオテンシン受容体拮抗薬（ARB）+利尿剤，ARB+カルシウム拮抗薬

の併用療法間での予後判定を試みる．

高血圧

1）高血圧に関する研究

高血圧の成因に関して，特に中枢性血圧調節機構の詳細について臨床研究および基礎的研究を行った．

すなわち，脳内におけるレニン・アンジオテンシン系の慢性的亢進が血圧や水分・電解質バランスに及

ぼす影響についての検討をトランスジェニックマウスを作成し，解析することにより行った．また，延

髄血管運動中枢への動脈による圧迫が高血圧の成因における役割についての検討を行った．

さらに，各種降圧薬(カルシウム拮抗薬，アンジオテンシン受容体拮抗薬，およびアンジオテンシン受

容体拮抗薬とアンジオテンシン変換酵素阻害薬の併用 )の臓器保護効果（特に腎保護効果と血管保護効

果）についての体系的な検討も行った．

2）高脂血症に関する研究

スタチン系薬剤の効果および副作用についての検討を行った．

3）慢性腎疾患に関する研究

慢性腎疾患，特に透析患者においては動脈硬化性疾患の合併率および死亡率が極めて高く社会的，医
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学的な問題となっている．そこで，透析患者の動脈硬化性疾患の適切な診断法および治療法についての

臨床的検討を行った．

血液浄化

①臨床研究分野

維持透析患者の心血管合併症に関する研究．

・心筋シンチグラムを用いた「透析心」の発症のメカニズムおよび早期診断・重症度診断法の開発に関

する研究を実施している．

・透析患者の重要な合併症に慢性閉塞性動脈硬化症（ASO）が存在する．本疾患は進行すると四肢切断

に至る重篤な合併症である．残念ながら既存の治療法の臨床効果は不十分である．そこで，我々は独

自に開発した自己骨髄細胞移植を用いた血管新生療法を開発し，透析患者のASOに対する臨床有効性

の検討を実施している．

②基礎研究分野

腹膜中皮細胞再生に関する研究．

腹膜透析法は有効な維持透析療法として確立しているが，腹膜機能の劣化の問題で実施できる期間に

限りがあるという大きな問題がある．我々はこの問題を解決する方法として，自己骨髄細胞を用いた腹

膜再生法を検討している．

動脈硬化・血管再生

①基礎研究分野

動脈硬化発症の分子メカニズムの解明に関する研究

動脈硬化発症には，VEGF, HGFなどの血管内皮成長因子の作用が重要であるが，最近私達は炎症性サ

イトカイン IL-1が動脈硬化巣で産生され，その IL-1がVEGF, HGF産生を刺激し，動脈硬化の進展をもた

らすことをみいだした．また，IL-1の作用発現は，PYK2などの細胞内のチロシンキナーゼ活性化が重要

であることも見いだした．

②臨床研究分野

2001年 7月よりすでに自己骨髄細胞移植を用いた血管新生療法を開発し，ASOに対する臨床試験を開

始し，その臨床有効性を2002年LANCETに報告した．現在も症例を蓄積し，更なる有効性と安全性の確

認を実施するとともに，治療適応条件因子の検索・評価をおこなっている．

さらに，虚血性心疾患を対象疾患とした自己骨髄細胞移植を用いた血管新生療法の臨床試験を開始し，

2例に実施してその有効性と安全性を報告している．今後，多施設共同臨床試験として症例の蓄積をおこ

なう予定である．
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心療内科学講座

〈研究概要〉

心療内科の研究は，身体疾患を対象に，身体と心の関係性についての病態解明と，診断および治療法

に関するものが中心である．身体とこころの関係性は，概念としては一応分離しているものの，本質的

には極めて複雑であり，従来のような「病原体→感染症」のようシンプルな生物医学モデルに基づく科

学的解析が困難なことが多い．理論的にはSystem論，または構成論的な病態の成り立ちをしめすと考え

られ，このため行動科学的手法，質的研究法，カオス理論などの従来医学領域では適用されなかった手

法を用いて研究を行なっている．

○自覚的ストレスと生理学的ストレスレスポンスと病態との関連

暗算などのストレス負荷中の皮膚電気抵抗，筋電図，心電図，皮膚温などの生理反応と自覚的なスト

レスとの関係性と心身症の病態との関係を研究している．反応パターンには診断名で規定されないパ

ターン分類があり，アレキシシミア，アレキシソミアといった心身医学的病態との関連が推測される．
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○消化器疾患に関する心身医学的研究

厚生省班会議の一員として，FD（functional dyspepsia）の病態解明を行なっている．FD患者の胃機能

測定に胃電図や胃内pHセンサーを用い，さまざまなストレスを負荷することによって，情動と胃運動機

能との関係を研究している．結果の分析には胃電図のカオス解析も試みている．さらにFDの簡便な検査

法として透視像のビデオ記録により，症状と機能の関係を評価できないか検討している．このほか食道

機能，腸管機能，胆嚢機能についての同様の研究や，消化性潰瘍，慢性膵炎，潰瘍性大腸炎などの心身

医学的研究を行っている．

○慢性疼痛に関する心身医学的研究

慢性疼痛は心理社会的要因が密接に関与し，治療においては多面的統合的なアプローチが必要である．

現在まで患者自身の病因帰属が治療経過に及ぼす影響や，治療経過と患者自身の心理パターンとの関係

を行動学的立場から検討している．今後，急性疼痛の慢性化因子に焦点をあて因子の解析と予防法の研

究を計画している．

○サイコオンコロジー（精神腫瘍学）に関する心身医学的研究

関連病院との共同研究により肺癌患者の心身医学的因子の研究を行っている．

○代替医療に関する心身医学的研究

米国では西洋医学理論に基づかない治療以外はすべて代替医療とされ，われわれ心療内科領域の治療

も多くが代替医療の範疇ということになる．当科では，代替医療研究グループが，自律訓練法の心身症

への治療効果やがん患者へのアロマセラピーの効果について研究を行っている．
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会近畿地方会，大津

26.西山順滋，田中　努，松原英俊，三ッ浪健一

（2005）プライマリ・ケアの現場でできる心身

医学的アプローチ．第 19回日本プライマリケ

ア学会近畿地方会，大津

27.竹林直紀，相原由花，垣内晶代，有城幸男，足

立比呂美，中井吉英（2004）Mind-Body Medicine

としての心療内科―統合医療（Integrative

Medicine）という新しい枠組から―．第8回日

本心療内科学会，大分

28.竹林直紀，中井吉英（2004）パネルディスカッ

ション：心身医学（心療内科）の枠組みから

みた補完・代替医療―Mind-Body-Spirit Medi-

cineとしての統合医療とは―．第 37回日本心

身医学会近畿地方会，彦根

29.竹林直紀，相原由花，垣内晶代，有城幸男，足

立比呂美，中井吉英（2004）シンポジウム：心

身医学（心療内科）の枠組みからみた補完・代

替医療―Mind-Body-Spirit Medicineとしての統

合医療とは―．第17回神戸心身医学会，神戸

30.竹林直紀，相原由花，中井吉英（2004）心療

内科におけるアロマセラピーの役割―ホリス

ティックチーム医療として―．日本アロマセ

ラピー学会関西地方会，京都

31.竹林直紀，相原由花，垣内晶代，有城幸男，足

立比呂美，中井吉英（2004）パネルディスカッ

ション：大学附属病院での補完・代替医療の

試み―新しい医療システムとしての「統合医

療」の提言―．第 45回日本心身医学会総会，

小倉

32.竹林直紀，中井吉英（2004）パネルディスカッ

ション：もう一つの心身医療―米国での Inte-

grative Medicine（統合医療）の動き―．第 45

回日本心身医学会総会，小倉

33.竹林直紀，相原由花，中井吉英（2004）医学

生に対する統合医療教育の試み―心身医学に

おける全人的医療教育の枠組みの中で―．第

45回日本心身医学会総会，小倉

34.竹林直紀，中井吉英（2004）シンポジウム：大

学附属病院での統合医療の臨床―心療内科の

枠組の中で．第4回日本統合医療学会，札幌

35.竹林直紀，相原由花（2004）ナラティブ・ベ

イスト・メディスンとしての臨床アロマセラ

ピー―心身医学領域における統合医療の試み

として―．第 7回日本アロマセラピー学会総

会，東京

36.六浦裕美，深尾篤嗣，中井吉英（2005）パー

ソナリティチェンジを促すアプローチ―心身

医学の可能性―．第 46回日本心身医学学術総

会，奈良

37.仁木　稔，田近亜蘭，西山利正（2005）海外

在留邦人への心身医学的役割．第9回海外渡航

者の健康を考える会大会，大阪

38.仁木　稔，田近亜蘭，西山利正（2005）海外

巡回健康相談業務をとおしてみた海外在留邦

人の心身医学的状況．第 64回日本公衆衛生学

会総会，札幌

39.村上典子，小笹裕美子（2005）当院心療内科

におけるコンサルテーションリエゾンサービ

ス―チームとしての全人的医療をめざして

―．第9回日本心療内科学会学術大会，仙台

40.相原由花，竹林直紀，中井吉英（2005）乳が

ん患者に対する全人的ケアとしてのアロマセ

ラピーの試み―3つの症例を通して―．第9回

日本心療内科学会，仙台

41.深尾篤嗣，奥見裕邦，佐藤純香，六浦裕美，高

松順太，宮内　昭，隈　寛二，中井吉英，花

房俊昭（2005）因果性と共時性：2種類の心身

相関について．第9回日本心療内科学会学術大

会，仙台

42.小笹裕美子，村松知子，村上典子（2005）定

年退職後に身体症状出現し心療内科受診に

至った男性患者2例．第39回日本心身医学会近

畿地方会，大阪

43.永岡三穂，水野泰行，北澤勇人，福永幹彦，中

井吉英（2005）診察医から得た安心感で症状

が速やかに改善した胃食道逆流症の一例．第

39回日本心身医学会，大阪

44.有城幸男，竹林直紀，中井吉英（2005）「自律

訓練法」の自己練習継続への動機付けを高め

る手法の検討（第1報）―「簡易温度計」によ

る指尖皮膚温フィードバツクの活用―．第 39

回日本心身医学会近畿地方会，大阪

45.足立比呂美，竹林直紀，中井吉英（2005）カ

ラーセラピーを試みたうつ状態を伴うパーキ

ンソン病女性の一症例．第 39回日本心身医学

会近畿地方会，大阪
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46.相原由花，竹林直紀，中井吉英，加藤文恵

（2005）女性患者におけるホリスティックアロ

マセラピー併用の有用性と意義．第 39回日本

心身医学会近畿地方会，大阪

47.堀　裕典，四宮敏章，北澤勇人，福永幹彦，中

井吉英（2005）遷延した胃癌術後腹痛が検査

と病態説明により軽快に至った1例．第39回日

本心身医学会近畿地方会，大阪

48.計屋典子，四宮敏章，和田教義，福永幹彦，中

井吉英（2005）患者の自己決定を重視するこ

とにより治療意欲が芽生えた 2型糖尿病の一

例．第39回日本心身医学会近畿地方会，大阪

49.村上典子（2005）災害や事件における全人的

ケア―被災地の心療内科医としての経験から

―．第18回神戸心身医学会，神戸

50.村上典子，小笹裕美子，村松知子（2005）災

害における全人的ケア―阪神淡路大震災，新

潟県中越地震の現場の経験から―．第 46回日

本心身医学会総会，奈良

51.小笹裕美子，村松知子，村上典子（2005）災

害救護における医療援助者のメンタルヘルス

―2004年の自然災害救護参加者へのアンケー

ト調査より―．第 46回日本心身医学会総会，

奈良

52.神原憲治，福永幹彦，三谷有子，石野振一郎，

竹林直紀，中井吉英（2005）シンポジウムⅡ

　心身医学の研究方法の開発を目指して―要

素還元主義による研究を乗り越えて―心身相

関を如何にとらえるか―当科研究室における

取り組み．第46回日本心身医学会総会，奈良

53.足立比呂美，竹林直紀，中井吉英（2005）カ

ラーセラピーを行なった軽度知能障害をもつ

転換性障害患者の一症例．第 46回日本心身医

学会総会，奈良

54.相原由花，竹林直紀，中井吉英（2005）乳が

んのサポートケアにおけるホリスティックア

ロマセラピーの役割―3つの症例から学ぶも

の―．第46回日本心身医学会総会，奈良

55.有城幸男，竹林直紀，中井吉英（2005）統合

医療としての気功法の有用性について―心療

内科の集団療法での気功法の意義―．第 46回

日本心身医学会総会，奈良

56.中尾一泰，須田道雄，渡部仁美，八城正知，松

原欣也，中村吉昭，吉政孝明（2005）透析中

副甲状腺機能亢進症の心機能と骨密度―副甲

状腺摘出術（PTX）後の BNPと心機能―．第

50回日本透析学会学術集会・総会，横浜

57.北村香奈，関　則雄（2005）心身症患者に対

するグループアートセラピーの試み．第 22回

日本集団精神療法学会，札幌

58.須田道雄（2005）肝不全を来した摂食障害―

肝不全にリポPGE1を使用した症例―．第40回

日本心身医学会近畿地方会，和歌山

59.堀　裕典，水野泰行，神原憲治，福永幹彦，中

井吉英（2005）消化管機能の病態説明が家族

システムの好転や症状改善へのきっかけと

なった1症例．第40回日本心身医学会近畿地方

会，和歌山

60.計屋典子，水野泰行，阿部哲也，北澤勇人，福

永幹彦，中井吉英（2005）治療関係の確立が

困難であった慢性疼痛の一例．第 40回日本心

身医学会近畿地方会，和歌山

61.永岡三穂，水野泰行，蓮尾英明，福永幹彦，中

井吉英（2005）系統的脱感作法という枠組み

により患者の能動性を引き出せた1症例．第40

回日本心身医学会近畿地方会，和歌山

62.松田能宣，小林政司，笹田真滋，福永幹彦，中

井吉英（2005）のう胞状の気管支拡張をきた

したcytic adenocarcinomaの1例．呼吸器気管支

鏡学会近畿地方会，大阪

63.神原憲治，福永幹彦，竹林直紀，中井吉英

（2005）心身症患者における身体感覚の逸脱と

バイオフィードバック．第 33 回日本バイオ

フィードバック学会学術総会，東京

64.村上典子，小笹裕美子，村松知子（2005）災

害における全人的ケア―阪神淡路大震災，新

潟県中越地震での経験から―．第 41回日本赤

十字社医学会総会，松江

65.有城幸男，四宮敏章，六浦裕美，竹林直紀，中

井吉英（2005）「自律訓練法」で「食道アカラ

シア」の症状が改善した症例．第 28回日本自

律訓練学会大会，名古屋

66.相原由花，竹林直紀，中井吉英（2005）医療

従事者自身のヘルスプロモーション．第8回日

本アロマセラピー学会，大阪

67.相原由花，竹林直紀，中井吉英（2005）乳が

んにおけるホリスティックアロマセラピーの

役割．第8回日本アロマセラピー学会，大阪
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68.須田道雄，吉政孝明（2005）バセドウ病・甲

状腺中毒症の骨密度．第 48回日本甲状腺学会

学術集会，品川

69.相原由花，竹林直紀，四宮敏章，宮川眞一，中

井吉英（2004）ホリスティックアロマセラピー

の実践―3つの症例から学ぶもの―．第8回日

本心療内科学会，大分

70.相原由花，四宮敏章，竹林直紀，中井吉英

（2004）末期がん患者におけるホリスティック

アロマセラピーの役割．第 37回日本心身医学

会近畿地方会，彦根

71.足立比呂美，黒丸尊治，中井吉英（2004）カ

ラーセラピーにより心理状態に変化がもたら

された乳がん患者の一症例．第 37回日本心身

医学会近畿地方会，彦根

72.相原由花，竹林直紀　中井吉英（2004）シン

ポジウム：心療内科におけるホリスティック

アロマセラピーの実践．第 17回神戸心身医学

会，神戸

73.垣内晶代，竹林直紀，水野泰行，石野振一郎，

六浦裕美，小笹裕美子，中井吉英（2004）シ

ンポジウム：難治性慢性疼痛患者に対する統

合医療的アプローチ―「びわ温灸療法」併用

の効果と意義―．第17回神戸心身医学会，神戸

74.足立比呂美，竹林直紀，黒丸尊治，中井吉英

（2004）シンポジウム：カラーセラピー．第17

回神戸心身医学会，神戸

75.相原由花，四宮敏章，竹林直紀，中井吉英

（2004）末期がん患者におけるホリスティック

アロマセラピーの役割．第 17回日本サイコオ

ンコロジー学会，福岡

76.相原由花，黒丸尊治，柴田恵子，竹林直紀，中

井吉英（2004）終末期におけるアロマセラピー

の意義―人生最後のメッセージ―．日本アロ

マセラピー学会関西地方会，京都

77.相原由花，竹林直紀，四宮敏章，中井吉英

（2004）心身医学領域におけるホリスティック

アロマセラピーの可能性と実践．第 45回日本

心身医学会総会，小倉

78.垣内晶代，竹林直紀，水野泰行，石野振一郎，

六浦裕美，小笹裕美子， 中井吉英（2004）難治

性慢性疼痛患者に対する統合医療的アプロー

チの続報―「びわ温灸療法」併用の効果と意

義―．第45回日本心身医学会総会，小倉

79.有城幸男，竹林直紀，中井吉英（2004）「簡易

温度計」を使った「自律訓練法」指導の試み

―指尖皮膚温フィードバックにより練習継続

を促進する―．第27回日本自律訓練学会，徳島

80.足立比呂美，中井吉英，黒丸尊治（2004）カ

ラーセラピーにより心理状態に変化がもたら

された乳がん患者の一症例．第 37回日本心身

医学会近畿地方会，大津

著　書
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バック．統合医療　基礎と臨床（日本統合医

療学会編）207–211頁，日本統合医療学会，東京
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療法）．統合医療　基礎と臨床（渥美和彦編）
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4. 中井吉英（2005）心身症とストレス．疾患と
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5. 中井吉英（2005）ストレス病・ストレス関連

性疾患の診療．ストレスの事典（河野友信，石

川俊男編）291–297頁，朝倉書店，東京

6. 中井吉英（2005）消化器疾患による胸痛の診

断と病態．胸痛心療のコツと落とし穴（野々

木宏編）158頁，中山書店，東京

7. 中井吉英（2005）心療内科における胸痛の診

断法．胸痛心療のコツと落とし穴（野々木宏

編）163頁，中山書店，東京

8. 相原由花，竹林直紀，中井吉英（2004）各論

16．香りとストレス―Topics, B.「心療内科か

らのコメント」，C.「心療内科からの症例呈示」．

皮膚心療内科（宮地良樹，久保千春編）259–

264頁，診断と治療社，東京
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神経内科学講座

〈研究業績〉
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as granulocyte colony-stimulating factor (G-
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Cells 23: 347–354

9. 伊藤　恒，守田純一，中野　智，伊東秀文，日

下博文（2005）Parkinson病の首下がりに対す

るボツリヌス毒素治療．神経内科　62: 369–

373

10.藤田賢吾，中野　智，山本博之，伊藤　恒，伊

東秀文，後藤葉一，日下博文（2005）心筋症

を合併した先天性筋線維型不均等症の成人

例．臨神経　45: 380–382

11.伊藤　恒，守田純一，中野　智，伊東秀文，日

下博文（2005）高用量のbotulinum toxin type A

を必要とした眼瞼攣縮の 1例．神経治療　22:

655–657

総　説

1. 日下博文（2005）Kluver-Bucy症候群．Clin Neu-

rosci 23: 69-71

2. 日下博文（2005）Parkinson病の臨床．日内会

誌　94: 95–99

3. 伊東秀文，中野　智，日下博文（2005）臨床
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とれもろ　52: 11
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rosci 23: 744–745
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1. 中野　智，新出明代，伊藤　恒，伊東秀文，日
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るribosomal RNA: in situ hybridizationによる検

討．第46回日本神経病理学会総会学術研究会，

宇都宮

2. 新出明代，中野　智，伊東秀文，日下博文，菅

原正伯，豊島　至（2005）Desmin A337P変異

例における unfolded protein responseと aggre-

some 形成．第46回日本神経学会総会，鹿児島

3. 中野　智，新出明代，伊藤　恒，伊東秀文，日

下博文（2005）筋炎におけるRNA結合蛋白HuR

の異常発現．第46回日本神経学会総会，鹿児島

4. 伊藤　恒，伊東秀文，中野　智，日下博文

（2005）パーキンソン病の運動障害に対するプ



70 関西医大誌　第 58巻

ラミペキソールの効果の特徴．第 46回日本神

経学会総会，鹿児島

5. 伊藤　恒，守田純一，藤田賢吾，中野　智，伊

東秀文，日下博文（2005）軸性ジストニア6例

の治療経験．第 23回日本神経治療学会総会，

鳥羽

6. 中野　智，新出明代，菅原正伯，伊東秀文，豊

島　至，日下博文（2005）Desmin myopathy骨

格筋組織の免疫組織学的，超微形態学的観察．

第37回日本臨床分子形態学会総会，大阪

7. 新出明代，中村聖香，和手麗香，大西静生，

張　建華，中野　智，伊東秀文，日下博文

（2005）硬膜移植後クロイツフェルト・ヤコブ

病の一例．第33回臨床神経病理懇話会，金沢

8. 張　建華，伊東秀文，中野　智，和手麗香，大

西静生，日下博文（2005）筋萎縮性側索硬化

症（ALS）モデルマウスにおける核 -細胞質間

蛋白輸送基質の免疫組織化学的検討．第 46回

日本神経病理学会総会学術研究会，宇都宮

9. 和手麗香，伊東秀文，張　建華，大西静生，中

野　智，日下博文（2005）変異SOD1トランス

ジェニックマウスの脊髄における calnexin/cal-

reticulinの免疫組織化学的検討．第46回日本神

経病理学会総会学術研究会，宇都宮

10.張　建華，伊東秀文，中野　智，和手麗香，大

西静生，日下博文，松本禎之，平野朝雄（2005）

筋萎縮性側索硬化症（ALS）における karyo-

pherin β familyの検討．第46回日本神経学会総

会，鹿児島

11.和手麗香，伊東秀文，張　建華，大西静生，新

出明代，伊藤　恒，中野　智，日下博文（2005）

筋萎縮性側索硬化症（ALS）モデルマウスにお

けるedaravone投与効果の検討．第46回日本神

経学会総会，鹿児島

12.大西静生，伊東秀文，鈴木康弘，足立　靖，和

手麗香，張　建華，中野　智，日下博文，池

原　進（2005）萎縮性側索硬化症モデルマウ

スにおける骨髄内骨髄移植の試み．第 23回日

本神経治療学会総会，鳥羽

13.木下芳美，新出明代，林　知子，三宅浩介，伊

藤　恒，中野　智，伊東秀文，日下博文（2005）

CBD様の臨床像を呈し，プリオン蛋白遺伝子

232番コドンに点突然変異を認めた1例．日本

神経学会第83回近畿地方会，大阪

14. 八木彩香，三宅浩介，國枝武伸，和手麗香，新

出明代，伊藤　恒，中野　智，伊東秀文，日

下博文（2005）脳・脊髄に非連続性病変を認

めた特発性肥厚性硬膜炎の一例．第 28回日本

脳神経CI学会総会，高松

15.井上肇一，新出明代，朝山真哉，國枝武伸，八

木彩香，伊藤　恒，中野　智，伊東秀文，日

下博文（2005）転移性脊髄髄内腫瘍で発見さ

れた肺癌の一例．第28回日本脳神経CI学会総

会，高松

16.三宅浩介，伊藤　恒，八木彩香，國枝武伸，新

出明代，中野　智，伊東秀文，日下博文（2005）

脳性麻痺に伴う頸部ジストニアに対するボツ

リヌス毒素治療の経験．第 23回日本神経治療

学会総会，鳥羽

17.上嶋浩順，伊藤　恒，樋口麻衣子，武尾真宏，

三宅浩介，守田純一，八木彩香，中野　智，伊

東秀文，日下博文（2005）γグロブリン大量静

注療法（IVIg）を反復した傍腫瘍性感覚性

ニューロパシーの1例．第23回日本神経治療学

会総会，鳥羽

18.三宅浩介，新出明代，國枝武伸，朝山真哉，長

島正人，八木彩香，伊藤　恒，中野　智，伊

東秀文，日下博文，楠　　進（2005）急速に

呼吸筋麻痺を来たし抗GD1a/GD1b抗体陽性を

認めたGuillain-Barré症候群（GBS）の一例．日

本神経学会第82回近畿地方会，大阪

著　書

1. 日下博文（2005）III．神経疾患各論　B．変性

疾患　4．運動ニューロン疾患．神経内科学テ

キスト　改訂第 2版（江藤文夫，飯島　節編）

184–195頁，南江堂，東京

2. 日下博文（2005）III．神経疾患各論　H．脊髄

疾患．神経内科学テキスト　改訂第2版（江藤

文夫，飯島　節編）245–257頁，南江堂，東京



第 1 号　2006 年 71

精神神経科学講座

〈研究業績〉

1. Lehmann D, Faber PL, Galderisi S, Herrmann

WM, Kinoshita T, Koukkou M, Mucci A, Pascual-

Marqui RD, Saito N, Wackermann J, Winterer G,

Koenig T (2005) EEG microstate duration and

syntax in acute medication-naïve, first-episode

schizophrenia: a multi-center study. Psychiatry

Research: Neuroimaging 138(2): 141–156

2. Okugawa G, Nobuhara K, Sugimoto T, Kinoshita

T (2005) Diffusion tensor imaging study of the

middle cerebellar peduncles in patients with

schizophrenia. The Cerebellum 4(2): 123–127

3. Kato M, Ikenaga Y, Wakeno M, Okugawa G,

Nobuhara K, Fukuda T, Fukuda K, Azuma J,

Kinoshita T (2005) Controlled clinical compari-

son of paroxetine and fluvoxamine considering

the serotonin transporter promoter polymor-

phism. International clinical psychopharmacol-

ogy 20(3): 151–156

4. Okugawa G, Nobuhara K, Kitashiro M, Kinoshita

T (2005) Perospirone for treatment of dissocia-

tive identity disorder. Psychiatry and clinical

neurosciences. 59(5): 624

5. Tamagaki C, Sedvall GC, Jonsson EG, Okugawa

G, Hall H, Pauli S, Agartz I (2005) Altered white

matter/gray matter proportions in the striatum

of patients with schizophrenia: a volumetric

MRI study. The American journal of psychiatry

162(12): 2315-2321

6. 奥川　学，延原健二，南　智久，SedvallGC，木

下利彦（2005）統合失調症の神経回路網異常

に対する抗精神病薬の効果．精神薬療研究年

報　37: 177–182

7. 北代麻美，吉野真紀，守田　稔，砂原千穂，有

木永子，中平暁子，木下利彦（2005）被虐待

経験のある思春期症例の精神療法過程．精神

科　6(3): 280–284

8. 田近亜蘭，杉山祐夫，福島正人，村上貴栄，服

部裕子，柿永佳良子，有木永子，砂原千穂，北

代麻美，木下利彦，西山利正（2005）デイケ

ア中断に関与する要因の検討．最新精神医

学　10(4): 409–416

9. 吉村匡史，織田裕行，加藤正樹，吉田常孝，杉

本達哉，松田郷美，守田　稔，今井亜紀子，入

澤　聡，橋本孫一，磯谷俊明，木下利彦（2005）

炭酸リチウム中毒による意識障害を来した一

症例．臨床脳波　47(5): 335–339

10. 磯谷俊明，入澤　聡，吉村匡史，山田圭造，塚

本紗千，西田圭一郎，斎藤朱実，木下利彦

（2005）健常者における非定型抗精神病薬の空

間的脳電位活動への影響．臨床脳波　47(9):

537–546

11. 嶽北佳輝，奥川　学，加藤正樹，越智友子，中

村　康，西田圭一郎，北代麻美，織田裕行，延

原健二，木下利彦（2005）Milnacipranが腰椎

圧迫骨折治癒後疼痛に著効した1例．精神科治

療学　20(5): 511–515

12.有木永子，砂原千穂，中平暁子，吉野真紀，田

近　文，木下利彦（2005）抑うつと強迫行為

を呈し過量服薬に至ったアスペルガー障害の

1症例．臨床精神医学　34(9): 1253–1260

13.延原健二，奥川　学，南　智久，杉本達哉，木

下利彦（2005）うつ病患者における電気けい

れん療法による脳内変化とその臨床的意義―

拡散テンソル画像研究．精神医学　47(11):

1219–1224

14. 砂原千穂，山本幸良，木下利彦（2005）単科

精神科病院における高機能広汎性発達障害の

診断と治療．日本精神科病院協会雑誌

24(11): 1153–1158

15.吉村匡史，吉田常孝，木下利彦（2005）高齢

者と運転　免許更新における問題―法的なこ

とも含めて―．老年精神医学雑誌　16(7):

802–808

16.谷万喜子，鈴木俊明，高田あや，柳生隆視，木

下利彦（2005）統合失調症治療中に発症した

重度の軸性ジストニアに対する鍼治療効果．

精神神経学雑誌　107(8): 802–810

17.分野正貴，奥川　学，加藤正樹，嶽北佳輝，延

原健二，木下利彦（2005）抗うつ薬の選択と

薬物療法の実際．老年医学　43(10): 1585–

1588

18.奥川　学，延原健二，高瀬勝教，斉藤幸子，木

下利彦（2005）拡散テンソル画像．臨床精神



72 関西医大誌　第 58巻

医学　34(10): 1468–1469

19.織田裕行，北代麻美，山田圭造，守田　稔，吉

野真紀，中平暁子，有木永子，木下利彦（2005）

性同一性障害患者のWAIS-Rに対する検討．日

本性科学会雑誌　23(1): 47–52

20.織田裕行，木下利彦（2005）【男性更年期障害】

精神医学（心身医学）からみた男性更年期障

害．Pharma Medica 23(5): 37–39

21.織田裕行，北代麻美，山田圭造，守田　稔，吉

野真紀，中平暁子，有木永子，鈴木美佐，木

下利彦（2005）性同一性障害の診かたと治療

ジェンダークリニックの取り組みと実態　関

西医科大学．Modern Physician 25(4): 409–413

22.織田裕行，北代麻美，山田圭造，守田　稔，吉

野真紀，中平暁子，有木永子，鈴木美佐，木

下利彦（2005）性同一性障害の診かたと治療

患者さんからよくある質問　ジェンダークリ

ニック．Modern Physician 25(4): 453

23.織田裕行，北代麻美，山田圭造，守田　稔，吉

野真紀，中平暁子，有木永子，鈴木美佐，山

田妃沙子，木下利彦（2005）脳と性　性同一

性障害の臨床　精神科における対応．HOR-

MONE FRONTIER IN GYNECOLOGY 12(3):

269–274

24.織田裕行，中平暁子，木下利彦（2005）clozapine

により QOLが改善した統合失調症の 1例．臨

床精神薬理　8(12): 2032–2035

25.吉野真紀，織田裕行，砂原千穂，有木永子，中

平暁子，田近　文，木下利彦（2005）WAIS-R

においてディスクレパンシーを認めた強迫性

障害の1症例．強迫性障害の研究　6: 85–90

26.守田　稔，磯谷俊明，杉本達哉，松田郷美，織

田裕行，加藤正樹，吉田常孝，吉村匡史，北

代麻美，木下利彦（2005）「ぼかした告知」と

パロキセチンの投与が有効であったパニック

障害を有する終末期癌患者の 1症例．Pharma

Medica 23(4): 125–128

総　説

1. 木下利彦（2005）精神科クリニカル・パス．最

新精神医学　10(6): 561–562

2. 齊藤幸子，延原健二，奥川　学，高　教，加

藤正樹，木下利彦（2005）運転と薬．臨床精

神医学　34（増刊）: 154–159

学会発表

1. Kato M，Okugawa G，Takekita Y，Nobuhara K，

Wakeno M，Fukuda T，Yamashita M，Azuma J，

Kinoshita T（2005）Possible Effects of the Sero-

tonin Receptor 3A and 3B Gene Polymorphisms

on Paroxetine and Fluvoxamine Efficacy in Major

Depression. The European Biological Psychiatry

Associations Joint Meeting, Marseille

2. Okugawa G, Nobuhara K, Takase K, Minami T,

Kinoshita T (2005) Reliability of measurement

for tissue class volume in the human brain. 8th

World Congress of Biological Psychiatry, Wien

3. Kato M, Wakeno M, Fukuda K, Okugawa G,

Fukuda T, Yamasita M, Takekita Y, Ikenaga Y,

Nobuhara K, Azuma J, Kinosita T (2005) Effects

of the serotonin receptor gene polymorphism on

paroxetine and fluvoxamine efficacy and adverse

events in major depression. 12th Annual Meet-

ing of Pacific Rim Association for Clinical Phar-

macogenetics, Kyoto

4. Kinoshita T, Okugawa G, Yoshimura M, Isotani T

(2005) QEEG Changes of Atypical Antipsychot-

ics. 8th World Congress of Biological Psychiatry,

Wien

5. Yoshida T, Ssngkil Ha-Kawa, Yoshimura M,

Nobuhara K, Minami T, Nishida K, Suzuki M,

Sawada S and Kinoshita T (2005) BRAIN PER-

FUSIONAL SPECT IN MILD COGNITIVE

IMPAIRMENT RELATED TO EFFICACY OF

DONEPEZIL. 16th Meeting of the International

Society for Brain Electromagnetic Topography,

Bern

6. Wakeno M, Katou M, Okugawa G, Tkekita Y,

Fukuda T, Fukuda K, Yamashita M, Azuma J and

Kinoshita T (2005) A series of case reports on

abnormal sensation on eye movement associ-

atecl with paroxetumbe discontinuation. 12th

Annual Meeting of Pacific Rim Association for

Clinical Pharmacogenetics, Kyoto

7. Tsukamoto S, Isotani T, Irisawa S, Yamada K,

Nishida K, Yoshimura M, Kikuchi M, Koening T,

Kinoshita T（2005）EEG microstate changes after

a single dose of atypical antipsychotics in healthy

volunteers. 16th Meeting of the International



第 1 号　2006 年 73

Society for Brain Electromagnetic Topography,

Bern

8. Yoshino M, Nakadaira A, Oda H, Ariki N, Tajika

A, Kinoshita T（2005）Psychological Character-

istics of Gender Identity Disorder: Comparison

with Japanese Norms using Rorschach Variables.

XVIII International Congress of Rorschach and

Projective Methods, Barcelona

9. Nakadaira A, Yoshino M, Tajika A, Ariki N, Oda

H, Kinoshita T（2005）Conformity to Invert Gen-

der Increases Psychological Stability in Gender

Identity Disorder: Correlation between Ror-

schach Variables Multiphasic Personality Inven-

try. XVIII International Congress of Rorschach

and Projective Methods, Barcelona

10. Yoshimura M, Koenig T, Kikuchi M, Isotani T,

Irisawa S, Yamada K, Yoshida T, Nishida K,

Tsukamoto S, Kinoshita T, Strik WK, Dierks T

(2005) EEG frequency analysis and centroid

location of antipsychotic drugs in healthy volun-

teers. 16th Meeting of the International Society

for Brain Electromagnetic Topography, Bern

11. Katayama H, Isotani T, Gianotti LRR, Faber PL,

Sasada K, Kinoshita T, Lehmann D (2005) EEG

microstates during light and deep hypnosis

viewed in the framework of altered states of con-

sciousness. 16th Meeting of the International

Society for Brain Electromagnetic Topography,

Bern

12. Kikuchi M, Koenig T, Komuro R, Oka H, Kidani

T, Hanaoka A, Strik WK, Yoshimura M, Koshino

Y, Dierks T (2005) EEG microstate analysis in

drug-naïve patients with panic disorder. 16th

Meeting of the International Society for Brain

Electromagnetic Topography, Bern

13.織田裕行，北代麻美，吉野真紀，中平暁子，鈴

木美佐，木下利彦（2005）関西医科大学附属

病院における性同一性障害患者の動向．第101

回日本精神神経学会，大宮

14.奥川　学，延原健二，玉垣千春，高瀬勝教，木

下利彦（2005）Olanzapine increased volumes of

the caudate nucleus in patients with schizophre-

nia.第28回日本神経科学大会，横浜

15.加藤正樹，分野正貴，奥川　学，延原健二，福

田和大，山下恵実，福田剛史，東　純一，木

下利彦（2005）Paroxetine，Fluvoxamine の臨

床効果に及ぼすセロトニン受容体遺伝子多型

に影響．第28回日本神経科学会，横浜

16.織田裕行，山田圭造，北代麻美，守田　稔，吉

野真紀，中平暁子，有木永子，木下利彦（2005）

性同一性障害におけるMMPIとテストステロ

ン値に関する検討．第 16回日本性機能学会学

術総会，東京

17.織田裕行，山田圭造，守田　稔，北代麻美，

吉野真紀，中平暁子，鈴木美佐，山田妃沙子，

有木永子，木下利彦（2005）性同一性障害の

初診患者に対する検討．第 25回日本精神科診

断学会，新潟

18.加藤正樹，奥川　学，嶽北佳輝，延原健二，分

野正貴，福田剛史，山下恵実，東　純一，木

下利彦（2005）SSRIsの臨床効果に及ぼすセロ

トニン関連候補分子の遺伝子多型．第 15回日

本臨床精神神経薬理学会，東京

19.織田裕行，山田圭造，守田　稔，北代麻美，吉

野真紀，中平暁子，有木永子，木下利彦（2005）

FTMにおけるMMPIとテストステロン値に対

する検討．第25回日本性科学会，東京

20.織田裕行，山田圭造，守田　稔，北代麻美，吉

野真紀，中平暁子，鈴木美佐，山田妃沙子，磯

谷俊明，木下利彦（2005）性同一性障害患者

の治療段階に対する検討．第 18回日本総合病

院精神医学会，松江

21.南　智久，織田裕行，加藤正樹，吉田常孝，杉

本達哉，分野正貴，嶽北佳輝，中谷壽男，木

下利彦（2005）頭部外傷の急性期における通

過症候群の経過．第 18回日本総合病院精神医

学会，松江

22.杉本達哉，平川昭彦，村尾佳則，波柴尉充，梶

本心太郎，岩瀬正顕，中谷壽男，吉田常孝，織

田裕行，加藤正樹，木下利彦（2005）自殺企

図例における救命救急センター常勤精神科医

の役割．第27回日本中毒学会総会，川崎

23.杉本達哉，平川昭彦，村尾佳則，波柴尉充，梶

本心太郎，岩瀬正顕，中谷壽男，南　智久，吉

田常孝，織田裕行，加藤正樹，木下利彦（2005）

救命センターにおける常勤精神科医の役割．

第33回日本救急医学会総会，大宮

24.織田裕行，北代麻美，中平暁子，吉野真紀，有



74 関西医大誌　第 58巻

木永子，鈴木美佐，木下利彦（2005）性同一

性障害患者のWAIS-Rに対する検討．第24回日

本性科学学会，東京

25.織田裕行（2005）若年層の当事者が直面する

諸問題と支援―関西の医療機関における若年

層の当事者について―．第7回性同一性障害研

究会，神戸

26.有木永子，砂原千穂（2005）青年期アスペル

ガー障害のロールシャッハ事例―診断確定ま

で2度実施した結果から―．第9回日本ロール

シャッハ学会，山形

27.有木永子（2005）メールカウンセリングの効

用と限界―臨床心理士の立場から―．第 9回

海外渡航者健康学会学術集会，大阪

28. 磯谷俊明，入澤　聡，吉村匡史，山田圭造，塚

本紗千，西田圭一郎，木下利彦（2005）統合

失調症とその治療薬の脳波変化―健常者にお

ける非定型抗精神病薬の空間的脳電位活動へ

の影響―．第8回日本薬物脳波学会，横浜

29.奥川　学，高瀬勝教，延原健二，玉垣千春，

南　智久，木下利彦（2005）脳画像解析プロ

グラムBRAINS2における脳体積測定の信頼性

に関する検討．第 27回日本生物学的精神医学

会，大阪

30.西田圭一郎，吉村匡史，吉田常孝，加藤正樹，

入澤　聡，玉垣千春，延原健二，木下利彦

（2005）「大うつ病性障害軽快後，FTD様症状

が顕在化した一症例」．淀川精神神経学会，大

阪

31.西田圭一郎，笛木孝明，吉村匡史，吉田常孝，

嶽北佳輝，織田裕行，加藤正樹，入澤　聡，高

瀬勝教，玉垣千春，延原健二，木下利彦（2005）

「大うつ病性障害の再燃と考えられたが，最終

的にFTLDが疑われた二症例」．第20回日本老

年精神医学会，東京

32.西田圭一郎，吉村匡史，入澤　聡，山田桂造，

塚本紗千，磯谷俊明，木下利彦（2005）「健常

者における非定型抗精神病薬がMicrostateに

およぼす影響」．第8回日本薬物脳波，横浜

33.分野正貴，加藤正樹，嶽北佳輝，奥川　学，福

田剛史，山下恵実，細井夕香，東　純一，木

下利彦（2005）Paroxetineの退薬症状として眼

球運動時の知覚異常を認めた 3症例の薬理遺

伝学的検討．第 15回日本臨床精神神経薬理学

会，東京

34. 嶽北佳輝，分野正貴，加藤正樹，奥川　学，福

田剛史，山下恵美，細井夕香，東　純一，木

下利彦（2005）Paroxetine治療によりせん妄を

呈した症例に対する薬理遺伝学的検討．第 15

回日本臨床精神神経薬理学会，東京

35. 嶽北佳輝，田近亜蘭，織田裕行，西田圭一郎，

木下利彦（2005）短パルス矩形波を用いた修

正型電気痙攣療法の痙攣時間に関与する要因

についての検討．第 18回　日本総合病院精神

医学会，松江

36. 嶽北佳輝，吉田常孝，吉村匡史，加藤正樹，杉

本達哉，塚本紗千，奥川　学，木下利彦（2005）

123I-IMZ-SPECTを実施した複雑部分発作の 1

例．第 1回日本てんかん学会近畿地方会(第 2

回近畿てんかん研究会)，大阪

37.高田あや，谷万喜子，井上博紀，赤川淳一，吉

野真紀，鈴木俊明，若山育郎，吉田宗平，柳

生隆視，木下利彦（2005）鍼治療が頸部ジス

トニア患者の心理的問題に与える影響．第 54

回　全日本鍼灸学会学術大会，福岡

38.谷万喜子，高田あや，赤川淳一，鈴木俊明，玉

垣千春，柳生隆視，木下利彦（2005）うつ病

治療中に発症した下肢ジストニア患者に対す

る鍼治療効果．第 54回　全日本鍼灸学会学術

大会，福岡

39.吉野真紀，砂原千穂，北代麻美，有木永子，中

平暁子，田近　文，井上雅晴，木下利彦（2005）

「場にそぐわないことを口走ってしまう」を主

訴に受診した成人の一症例」～アセスメント

をめぐって～．第 33回近畿児童青年精神保健

懇話会，大阪

40.田近　文，中平暁子，吉野真紀，有木永子，織

田裕行（2005）樹木画テストにおける性同一

性障害の心理的特性．日本樹木画テスト・描

画療法学会第15回大会，仙台

41.山田妃沙子，鈴木美佐，織田裕行，山田圭造，

守田　稔，北代麻美，吉野真紀，中平暁子，有

木永子，木下利彦（2005）関西医科大学附属

病院における性同一性障害治療費の患者負担

と病院収益．第18回日本総合病院精神医学会，

松江

42.服部裕子，山根　寛，杉山祐夫，村上貴栄，有

木永子，木下利彦（2005）言語的コミュニケー



第 1 号　2006 年 75

ションの困難な症例への関わり―日記と活動

を介して―．第39回日本作業療法学会，つくば

43.岡村宏美（2005）女性の自然観に関する心理

学的研究―自然の中の大いなる存在との出会

いを通して―．日本心理学会第69回大会，東京

44.中平暁子，吉野真紀（2005）性同一性障害患

者の心理的特性～ WAIS-R，MMPI，ロール

シャッハテストの結果から～．日本心理臨床

学会　第24回大会，京都

45.中平暁子，岡村宏美，奥居由香，岩嵜恵子，西

村美登利，福永千佳子，澤谷佳美，兵頭紀子，

阪口博保，松岡悦子，廣田育彦，木下利彦

（2005）精神科領域の治験への他職種CRCの関

わり．第26回　日本臨床薬理学会年会，別府

46.吉野真紀，中平暁子，織田裕行，田近　文，有

木永子，田近亜蘭，木下利彦（2005）性同一

性障害患者の心理的特性～WAIS-R・MMPI・

ロールシャッハテストから～．第 18回　日本

総合病院精神医学会，松江

47.枷場美穂（2005）アイデンティティと地域性

～熊本県球磨郡五木村頭地代替地の高齢者を

対象とした調査報告～．第 24回日本心理臨床

学会大会，京都

小児科学講座

〈研究業績〉

原　著

1. Kaneko K, Yamashiro Y, Yamataka A and Miyano

T (2005) Nephrectomy for multicystic dysplastic

kidneys: a new therapeutic option. Pediatr Neph-

rol 20: 690–691

2. Kaneko K, Someya T, Nishizaki N, Shimojima T,

Ohtaki R and Kaneko K (2005) Simplified quan-

tification of urinary protein excretion using a

novel dipstick in children. Pediatr Nephrol 20:

834–836

3. Someya T, Kaneko K, Yamada T and Yamashiro Y

(2005) Effect of a novel free radical scavenger,

edaravone, on puromycin aminonucleoside

induced nephrosis in rats. Pediatr Nephrol 20:

1430–1431

4. Ohtomo Y, Fujinaga S, Takada M, Murakami H,

Akashi S, Shimizu T, Kaneko K and Yamashiro Y

(2005) High-dose mizoribine therapy for child-

hood-onset frequently relapsing steroid-depen-

dent nephrotic syndrome with cyclosporin neph-

rotoxicity. Pediatr Nephrol 20: 1744–1749

5. Fujinaga S, Kaneko K, Ohtomo Y, Takada M,

Kobayashi K, Tada M and Yamashiro Y (2005)

Acute renal failure due to obstructive uric acid

stones associated with rotavirus gastroenteritis.

Pediatr Nephrol 20: 239–240

6. Fujinaga S, Kaneko K, Ohtomo Y, Murakami H,

Takada M, Akashi S, Hira M and Yamashiro Y

(2005) Induction therapy with low-dose intrave-

nous cyclophosphamide, oral mizoribine, and ste-

roids for severe lupus nephritis in children. Pedi-

atr Nephrol 20: 1500–1503

7. Fujinaga S, Kaneko K, Takada M, Ohtomo Y,

Akashi S and Yamashiro Y (2005) Preprandial C2

monitoring of cyclosporine treatment in children

with nephrotic syndrome. Pediatr Nephrol 20:

1359–1360

8. Fujinaga S, Kaneko K, Ohtomo Y, Murakami H,

Takemoto M, Takada M, Shimizu T and Yamash-

iro Y (2005) Thin basement membrane nephrop-

athy associated with minimal change disease in a

15-year-old boy. Pediatr Nephrol 20: Epub.

9. Yamataka A, Satake S, Kaneko K, Ohtomo Y,

Okada Y, Lane GJ, Yamashiro Y and Miyano T

(2005) Outcome and cost analysis of laparo-

scopic or open surgery versus conservative man-

agement for multicystic dysplastic kidney. J Lap-

aroendosc Adv Surg Tech A 15: 190–193

10. Taniuchi S, Hattori K, Yamamoto A, Sasai M,

Hatano Y, Kojima K, Kobayashi Y, Iwamoto H and

Yaeshima T (2005) Administration of Bifidobac-

terium to Infants with Atopic Dermatitis:

Changes in Fecal Microflora and Clinical Symp-

toms. J Appl Res 5: 387–396

11. Taniuchi S, Masuda M, Teraguchi M, Ikemoto Y,



76 関西医大誌　第 58巻

Komiyama Y, Takahashi H, Kino M and Koba-

yashi Y (2005) Polymorphism of Fcgamma RIIa

may affect the efficacy of gamma-globulin ther-

apy in Kawasaki disease. J Clin Immunol 25(4):

309–313

12. Taniuchi S, Masuda M, Fujii Y, Izawa K, Kane-

gane H and Kobayashi Y (2005) Role of a muta-

tion of the CXCR4 gene in twin sisters with

WHIM syndrome. Haematologica 90: 1271–1272

13. Yasui K, Kobayashi N, Yamazaki T, Koike K,

Fukushima K, Taniuchi S and Kobayashi Y

(2005) Neutrophilic inflammation in childhood

bronchial asthma. Thorax 60: 704–705

14. Ogino H, Tanaka S, Komura E, Kobayashi Y,

Nakamura Y, Yashiro M and Yanagawa H (2005)

A Study of Patients With Kawasaki Disease Who

Required Additional Immunogloburin Therapy:

Analysis Based on the 17th Nationwide Survey

(2001–2002) in Japan. Abstracts of Eighth Inter-

national Kawasaki Disease Symposium 119

15. Japanese circulation society joint research group

(Harada K, Kato H, Akagi T, Karasawa K, Kita-

mura S, Saji T, Suzuki A, Baba K, Fujiwara H,

Ayusawa M, Okada T, Ogawa S, Ogino H and

Nishigaki K) (2005) Guidelines for diagnosis

and management of cardiovascular sequelae in

Kawasaki disease (Japan Today). Pediatr Int

47(6): 711–732

16. Takaya J, Isozaki Y, Hirose Y, Higashino H, Noda

Y and Kobayashi Y (2005) Long-term follow-up

of a girl with primary aldosteronism: effect of

potassium supplement. Acta Paediatr 94(9):

1336–1338

17. Takaya J, Mine K, Hasui M, Ikemoto Y, Teraguchi

M, Kobayashi Y and Kaneko K (2005) Reply to

professor Shulman. Acta Paediatr 94(11): 1694

18. Takaya J, Kobayashi K, Ohashi A,Ushikai M,

Tabata A, Fujimoto S, Yamato F, Saheki T and

Kobayashi Y (2005) Variant clinical courses of 2

patients with neonatal intrahepatic cholestasis

who have a novel mutation of SLC25A13. Metab-

olism 54(12): 1615–1619

19. Ikemoto Y, Ogino H, Teraguchi M and Kobayashi

Y (2005) Evaluation of Preclinical Atherosclero-

sis by Flow-Mediated Dilatation of the Brachial

Artery and Carotid Artery Analysis in Patients

with a History of Kawasaki Disease. Pediatr Car-

diol 26(6): 782–786

20. Ishizaki Y, Ishizaki T, Ozawa K, Fukai Y, Hattori

Y, Taniuchi S and Kobayashi Y (2005) Psychoso-

cial problems among siblings of children with dis-

abilities in Japan: psychosocial association

between mothers and siblings. J Dev Physical

Disabil 17: 119–132

21. Ishizaki Y, Kobayashi Y, Yamagata Z, Eto T,

Hoshika A, Kano Y, Koeda T, Miike T, Oki J,

Tanaka H and Watanabe H (2005) Research on

Promotion of Management of Children with Psy-

chosomatic and Psychosocial Disorders in Japan.

Pediatr Int 47: 352–237

22.  Yamato F, Takaya J, Higashino H, Yamanouchi Y,

Suehara H and Kobayashi Y (2005) Slipped capi-

tal femoral epiphysis during the treatment of pre-

cocious puberty with a gonadotropin-releasing

hormone-agonist:aetiological considerations. Eur

J Pediatr: 164(3): 173–174

23. Watanabe M, Kohdera U, Kino M, Haruta T,

Nukuzuma S, Suga T, Akiyoshi K, Ito M, Suga S

and Komada Y (2005) Detection of adenovirus

DNA in clinical samples by SYBR Green real-

time polymerase chain reaction assay. Pediatr Int

47: 286–291

24. Ohashi R, Takaya J, Tsuji S, Yamato F, Hasui M,

Kinoshita Y and Kobayashi Y (2005) Prognostic

usefulness of lymphocyte V beta receptor deter-

mination in toxic shock syndrome. Eur J Pediatr

164(11): 703–704

25.高屋淳二，金子一成（2005）胎児とマグネシ

ウム．Clincal Calciumu　15(11): 1867–1871

26.藤永周一郎，金子一成，高田　大，大友義之，

冠木智之，大石　勉，村上仁彦，平満也子，赤

司俊二，山城雄一郎（2005）造影剤腎症を合

併した若年性特発性関節炎（JIA）の 1例．日

小児腎誌　18: 15–20

27.藤永周一郎，金子一成，高田　大，大友義之，

村上仁彦，平満也子，赤司俊二，山城雄一郎

（2005）アンギオテンシン変換酵素阻害薬およ

びアンギオテンシン受容体拮抗薬の併用療法



第 1 号　2006 年 77

が有効と思われた特発性膜性腎症の1例．日小

児腎誌　18: 9–13

28.海野大輔，金子一成，田中聡子，大瀧理佐子，

金子堅一郎（2005）トラニラストによるアレ

ルギー性膀胱炎の1例：本邦小児のアレルギー

性膀胱炎の臨床的検討．日小児腎誌　18: 123–

126

29.西崎直人，石川明道，金子一成，山城雄一郎

（2005）乳児尿路感染症における髄液細胞数増

多に関する検討．日児誌　109: 1252–1253

30.藤永周一郎，大友義之，高田　大，竹本満也

子，清水俊明，山城雄一郎，金子一成（2005）

小児のステロイド依存性ネフローゼ症候群に

おけるミゾリビン大量療法．日小児腎誌　18:

97–100

31. 根岸佳慧，大野綾子，藤井志織，有井直人，金

子一成，金子堅一郎（2005）中枢神経ループ

ス類似の神経合併症で発症した混合性結合織

病の1女児例．小児臨　58: 1553–1557

32.木下　洋，八木理絵，高橋雅也（2005）先天

性心疾患を合併した Down 症候群児における

血小板数の臨床的検討．周産期医　35(2):

287–289

33.大橋　敦，木下　洋（2005）PI カテーテルを

用いた輸血療法の安全性に関する基礎的検

討．周産期医　35(10): 1419–1423

34.大橋　敦，木下　洋（2005）性感染症（梅毒

血清学的検査を含めて）．小児内科　37（増）：

532–535

35.木本倫代，村尾浩平，山田麻起子，寺口正之，

大橋　敦，竹安晶子，中尾慎一，新宮　興

（2005）呼吸管理に難渋した18トリソミーを有

する患者の臍帯ヘルニア根治術の麻酔経験．

麻酔　54(3): 295–297

36.清沢伸幸，近藤富雄，安田　正，衛藤義勝，大

竹正俊，大林一彦，大山昇一，岡崎富男，奥

村秀定，小田島安平，片桐真二，加藤達夫，木

野　稔，高橋豊，富樫武弘，豊田　茂，福重

淳一郎，松平隆光，中谷祐貴子（2005）平成

16年度診療報酬改定における「特例小児科時

間外加算」と「地域連携小児夜間・休日診療

料」の影響．医事新報　4262: 53–58

37.近藤富雄，清沢伸幸，安田正，衛藤義勝，大

竹正俊，大林一彦，大山昇一，岡崎富男，奥

村秀定，小田島安平，片桐真二，加藤達夫，木

野　稔，高橋豊，富樫武弘，豊田　茂，福重

淳一郎，松平隆光，中谷祐貴子（2005）平成

16年度診療報酬改定における「小児入院管理

料と新生児入院医療管理加算」の影響．医事

新報　1254: 59–64

38.田中智子，荻野廣太郎，岡本真道，河村栄美

子，藤原　亨，鹿浦砂智子（2005）特発性縦

隔気腫における Hamman’s signの成因につい

て．日小児会誌　109(12): 1452–1456

39.橋本裕一郎，吉田多恵子，古林万木夫，宮澤

いずみ，高畑能久，田辺創一，谷内昇一郎

（2005）醤油原料における小麦アレルゲンおよ

び大豆アレルゲンの分解・除去機構の解明．醤

油の研究と技術　31(6): 347–351

40.橋本裕一郎，古林万木夫，宮澤いずみ，高畑

能久，田辺創一，谷内昇一郎（2005）特異抗

体を用いた醤油原料（大豆，小麦）の分解機

構の検討．醤油の研究と技術　31(4): 217–222

41.藤井喜充（2005）小児腸重積の診断に想う．大

阪救急　71: 42–43

42.村上貴孝（2005）各種小児てんかんに対する

Clobazamの効果．大阪てんかん研会誌　16(1):

13–15

43.村上貴孝，喜多俊二，居原田安奈，藤井喜充，

奥田晃司，目黒敬章，圀府寺美，木野　稔，中

野博光（2005）二次救急施設におけるけいれ

んに対する初期治療の検討．日小児会誌

109(12): 1439–1443

44.吉田多恵子，橋本裕一郎，古林万木夫，高畑

能久，森松文毅，谷内昇一郎（2005）市販ELISA

キットを用いた醤油中の小麦アレルゲンの定

量．日本醤油研究所雑誌　30: 219–224

総　説

1. 金子一成（2005）【数値から見る小児の成長と

発達】尿中カルシウム排泄量．小児科　別冊：

25–27

2. 金子一成（2005）Henoch-Schönlein紫斑病．日

臨　63 Suppl 5: 346–351

3. 金子一成（2005）医局紹介（関西医科大学小

児科学講座）．DOCTOR’S MAGAZINE　11月：43

4. 金子一成（2005）教授就任にあたって．茶崖

順天堂大学医学部同窓会誌　第119号：7–8



78 関西医大誌　第 58巻

5. 金子一成（2005）教授就任にあたってのご挨

拶．地域医療連携室ニュース　NO.03: 6

6. 金子一成（2005）教授就任のご挨拶．学士会

会報　新潟大学医学部学士会　第84号：5

7. 金子一成（2005）就任挨拶　同窓会のみなさ

まへ．おとづれ　関西医科大学同窓会　第123

号：26–27

8. 金子一成（2005）小児高血圧への対応を考え

る．Medical Tribune　10月27日：70

9. 金子一成，林　　崇（2005）そこが知りたい

小児臨床検査のポイント：ナトリウム，カリ

ウム，クロール，カルシウム，リン，マグネ

シウム．小児内科　37（増刊）：241–247

10.金子一成（2005）病型に応じたきめ細かい治

療を．産経新聞　病気に克つ小児編　11月 21

日

11.金子一成（2005）ヘノッホ・シェーンライン

紫斑病．リウマチ科　34: 74–79

12.金子一成（2005）学校検尿の目的とその実態．

香川小児会誌　26: 22–27

13.金子一成（2005）学校検尿は本当に必要!?

小児臨　58: 2322–2324

14.金子一成（2005）学校検尿制度による小児腎

疾患の診断と治療．Sysmex Journal Web　6: 1–

11

15.金子一成（2005）教授の旬・日記．小児臨

58: 2114–2117

16.金子一成（2005）小児健性特定疾患治療研究

事業の制度改定について/医師からみた改正点

の問題と期待．育療　33: 22–25

17.金子一成（2005）小児腎臓病における尿試験

紙による微量アルブミン測定の有用性．

AUT10N TOMORROW　2005版：6–11

18.金子一成（2005）小児腎泌尿器疾患における

画像診断のトピックス /(1) 膀胱尿管逆流現象

の超音波診断．小児科　46: 133–141

19.金子一成（2005）小児腎泌尿器疾患における

画像診断のトピックス /(2) 先天性腎尿路奇形

の診断におけるMR 尿路造影．小児科　46:

268–274

20.金子一成（2005）小児腎泌尿器疾患における

画像診断のトピックス /(3) 小児腎泌尿器疾患

における腎核医学検査の実際．小児科　46:

419–428

21.金子一成（2005）代替医療は 21 世紀の医療に

なりうるか？　腎と透析　58: 813–814

22.金子一成（2005）米国小児医学教育の現状．日

児誌　109: 1524–1532

23.金子一成，亀井宏一，関根孝司，帆足英一，久

野正貴，服部元史（2005）保育保健の基礎知

識 /腎臓．保育と保健　11: 59–63

24.木下　洋（2005 年）小さな命救う“最後のう

けざら”．産経新聞　病気に克つ小児編　5月9

日

25.谷内昇一郎，小林陽之助（2005）抗好中球抗

体．日臨　63: 611–614

26.谷内昇一郎（2005）自己免疫性好中球減少症．

日本臨床　63: 466–470

27.谷内昇一郎（2005）自己免疫性好中球減少症．

小児内科　36(10): 1625–1629

28.寺口正之（2005）先天性心疾患のカテーテル

治療―トロント小児病院での経験―．大阪小

児科医会会報　133: 7–8

29.石崎優子（2005）Myオピニオン．ストレスと

トラウマと…？　チャイルドヘルス　9: 2

30.石崎優子（2005）思春期を迎える慢性疾患児

の心理的問題．小児看護　28: 190–193

31.石崎優子（2005）思春期以降の子どもへのイ

ンフォームド・コンセントは家族と子どもの

両方が基本． 治療　87: 784–785

32.大橋　敦，金子一成（2005）パリビズマブ（シ

ナジスTM）適応拡大に向けての投与法に関す

る実践的工夫　―当科における 3年間の経験

と投与方法の現状―．小児内科　58(11):

2159–2164

33.大橋　敦，金子一成（2005）パリビズマブ（シ

ナジスTM）適応拡大に向けての投与法に関す

る実践的工夫　―当科における 3年間の経験

と投与方法の現状―．小児臨　58(11): 2159–

2164

34.木野　稔（2005）臨床内科医にとっての小児

救急とは．大阪府内科医会会誌　14: 125–132

35.藤井喜充（2005）親子の健康教室「子どもの

便秘の種類」．灯台　540: 94–95

36.伊藤太一，木下　洋（2005）低出生体重児，新

生児の血糖弄機構，低血糖の病態，原因．小

児診療　68(10): 1813–1817

37.田中聡子，金子一成（2005）【育児における水



第 1 号　2006 年 79

分補給】水分補給 Q&A．チャイルドヘルス

8: 512

38.海野大輔，金子一成（2005）小児に与える飲

料は何が適当か？　小児内科　37: 580–582

学会発表

1. Taniuchi S, Masuda M, Teraguchi M, Hatano Y,

Kobayashi Y and Kaneko K (2005) Polymor-

phism of Fcgamma RIIa may affect the efficacy of

gamma-globulin therapy in Kawasaki disease.

14th World Allergy Organization Congress,

Munich

2. Ogino H, Tanaka S, Komura E, Kobayashi Y,

Nakamura Y, Yashiro M and Yanagawa H (2005)

A Study of Patients With Kawasaki Disease Who

Required An Additional Immunoglobulin Ther-

apy: An Analysis Based on the 17th Nationwide

Survey (2001–2002) in Japan. 8th International

Kawasaki Disease Symposium, San Diego

3. Takaya J, Yamato F, Higashino H and Kobayashi Y

(2005) The relation of birth weight to intracellu-

lar magnesium of cord-blood platelets. Gordon

Research Conference, Ventura

4. Takaya J, Yamato F, Higashino H and Kaneko K

(2005) Impact of Intracellular Magnesium on

Insulin Resistance in Neonates. 1st Congress of

Asian Society for pediatric Research, Tokyo

5. Teraguchi M, Ikemoto Y, Yoshimura K and

Kaneko K (2005) Prevalence of CD36 deficiency

in various cardiac diseases in Japanese children.

1st Congress of Asian Society for Pediatric

Research, Tokyo

6. Ishizaki Y, Wakamiya E, Kino M, Oguni T, Oba-

yashi K, Kobayashi Y, Taniuchi S and Kaneko K

(2005) Pediatrician’s Perspectives for the Com-

mon Psychosocial Problems of Children in Japan.

The 1st Congress of Asian Society for Pediatric

Research, Tokyo

7. Tatsumi K, Otani H, Enoki C, Adachi Y, Taniuchi

S, Kaneko K, Ikehara S and Imamura H (2005)

Granulocyte-Colony Stimulating Factor In-

creases Donor Mesenchymal Stem Cells in Bone

Marrow and Their Mobilization into Peripheral

Circulation but Does Not Repair Dystrophic

Heart after Bone Marrow Transplantation.

American Heart Association Scientific Sessions

2005, Dallas

8. Uchiyama T, Kohdera U, Kino M, Teraguchi M

and Kaneko K (2005) The incidence of coronary

artery abnormality and intravenous immuneglob-

ulin therapy in patient with atypical Kawasaki

disease. 1st Congress of Asian Society for Pedi-

atric Research, Tokyo

9. Yamato F, Takaya J and Kaneko K (2005) Slipped

capital femoral epiphysis during the treatment of

precocious puberty with a gonadotropin-releas-

ing hormone-agonist:aetiological considerations.

ESPE/LWPES 7th Joint Meeting Paediatric

Endocrinology, Lyon

10. Yamato F, Takaya J, Yasuhara A, Teraguchi M and

Kaneko K (2005) Increased intracellular calcium

of neutrophils in patients with Down syndrome.

1st Congress of Asian Society for pediatric

Research, Tokyo

11. Hatano Y, Taniuchi S,Kobayashi Y, Masuda M and

Kaneko K (2005) Phagocytosis of heat-killed

staphylococcus aureus in eosinophils: compari-

son with neutrophils. 14th World Allergy Organi-

zation Congress, Munich

12. Nagahama T, Matsushima K, Ishizaki Y, Kitamura

N, Kobayashi Y and Kaneko K (2005) Preva-

lence of maternal depression among mothers of

infants treated in a neonatal intensive care unit.

The 1st Congress of Asian Society for Pediatric

Research, Tokyo

13.金子一成（2005）小児の腎疾患管理システム．

第73回予防医学協会技術研修会，東京

14.金子一成（2005）総合臨床研修医の小児科で

の教育はどうあるべきか　米国における初期

研修プログラムと小児科研修．第108回日本小

児科学会，東京

15.金子一成（2005）学校検尿の意義―こどもの

腎炎とは？―．大阪府済生会野江病院，大阪

16.金子一成（2005）小児の夜尿症の病態と治療．

第4回小児腎疾患カンファレンス，大阪

17.金子一成（2005）米国における初期研修プロ

グラムと小児科研修．日本外来小児科学教育

検討会，兵庫



80 関西医大誌　第 58巻

18.金子一成（2005）小児期に見られる血管炎：川

崎病を中心に．徳島小児腎膠原病研究会，徳島

19.金子一成（2005）小児の腎泌尿器疾患におけ

る画像検査法の進歩．守口・門真外来小児科

勉強会，大阪

20.金子一成（2005）小児期に見られる血管炎：そ

の診断と治療．寝屋川小児科懇話会，大阪

21.金子一成（2005）学校検尿陽性児童の取り扱

いについて―小児腎臓病専門医の立場から

―．ユリナリシスセミナー，大阪

22.金子一成（2005）慢性腎疾患のこどもの学校

での対応．養護教諭研究フォーラム研究会，大

阪

23.金子一成（2005）小児科学の未来．関西医科

大学高校生公開講座，大阪

24.金子一成（2005）小児の腎泌尿器疾患におけ

る画像検査法の進歩．第 10回広島小児腎疾患

カンファレンス，広島

25.金子一成（2005）小児の血管炎の診断と治療．

第44回小児科懇話会，大阪

26.金子一成（2005）腎疾患の医療と学校保健．平

成 17年度国立特殊教育総合研究所第二期短期

研修，神奈川

27.金子一成（2005）学校検尿の意義―こどもの

腎炎とは？―．枚方市医師会，大阪

28.金子一成（2005）小児の夜尿症の対処法．門

真医師会・関西医大医師会，大阪

29.金子一成（2005）学校検尿の意義～こどもの

腎炎とは～．第1回北・中河内腎高血圧プライ

マリーケアセミナー，大阪

30.金子一成（2005）川崎病に対する新しい療法．

平成 17 年度日本医師会生涯教育講座（小児

科），守口

31.金子一成（2005）学校検尿：事後処理と問題

点．第35回日本腎臓学会東部学術大会，新潟

32.金子一成（2005）学校検尿の目的と意義：腎

臓病のこども管理．枚方市医師会，大阪

33.金子一成（2005）子供の夜尿症へのアプロー

チ．第37回守口・門真外来小児科勉強会，大阪

34.金子一成（2005）小児科診療におけるアメニ

ティーの考え方．枚方市医師会と関西医科大

学との懇親会，大阪

35.金子一成（2005）経口補水療法の実際．山梨

県小児科医会学術講演会，山梨

36.金子一成（2005）小児喘息におけるマクロラ

イド系抗生剤の役割．北河内小児科勉強会，大

阪

37.金子一成（2005）小児の腎泌尿器疾患におけ

る画像検査法の進歩．日本小児科学会大阪地

方会　教育講演，大阪

38.木下　洋（2005）新生児脳障害に対する低体

温療法．平成 17年度日本医師会生涯教育講座

（小児科），守口

39.木下　洋（2005）新生児蘇生法の研修プログ

ラムの作成と研修システムの構築とその効果

に関する研究．平成 16年度厚生労働省班研究

会議，白馬

40.木下　洋（2005）新生児の蘇生アルゴリズム．

大阪府医師会平成 17年度第 1回新生児の蘇生

講習会，大阪

41.木下　洋（2005）新生児の蘇生アルゴリズム．

大阪府医師会平成 17年度第 2回新生児の蘇生

講習会，大阪

42.木下　洋（2005）新生児の蘇生アルゴリズム．

大阪府医師会平成 17年度第 3回新生児の蘇生

講習会，大阪

43.木下　洋（2005）新生児蘇生法の研修プログ

ラムの作成と研修システムの構築とその効果

に関する研究．平成 17年度厚生労働省班研究

会議，東京

44.谷内昇一郎（2005）小児気管支喘息QOL調査．

平成16年温仁会総会，守口

45.谷内昇一郎（2005）小児気管支喘息に最近の

話題．加多乃会勉強会，守口

46.谷内昇一郎（2005）小児気管支喘息における

テオフィリンの功罪．平成 17年度日本医師会

生涯教育講座（小児科），守口

47.谷内昇一郎（2005）食物アレルギーとその対

応．寝屋川保健所保護者勉強会，寝屋川

48.谷内昇一郎，寺口正之，池本裕実子，木野

稔，小林陽之助（2005）川崎病における大量γ-

グロブリン療法と Fcγ受容体の遺伝子多型と

の関連．第108回日本小児科学会，東京

49.谷内昇一郎，畑野泰子，岡崎仁志，小野　厚，

卯西　元，辻美代子，山本明美，原田佳明

（2005）小児喘息患者の実態―関西医科大学関

連施設における検討．第 17回日本アレルギー

学会春期臨床大会，岡山



第 1 号　2006 年 81

50.谷内昇一郎，辻　章志，蓮井正史，伊藤太一，

小林陽之助，金子一成 （2005）慢性肉芽腫症

患児におけるブドウ球菌貪食刺激下の好中球

一酸化窒素産生量に関する検討 ．第13回食細

胞機能異常症研究会，東京

51.荻野廣太郎（2005）我が国における川崎病免

疫グロブリン療法の実際と追加投与を要した

症例の背景について―第 15～ 17回（1997～

2002年）全国調査資料から―．第7回西京・乙

訓小児疾患懇話会，京都

52.荻野廣太郎（2005）今原点に還って川崎病を

考える―最新の治療ガイドラインと管理基準

を含めて―．第 1回「川崎病治療を考える」，

京都

53.荻野廣太郎（2005）川崎病急性期の治療最前

線　ES1-5：免疫グロブリンの至適投与病日は

あるのか？「病日選択の必要性」，―第15～17

回（1997～2002年）全国調査資料から―．第

108回日本小児科学会，東京

54.荻野廣太郎，田中智子（2005）川崎病に対す

る免疫グロブリン療法の治療成績について―

第15～17回川崎病全国調査資料から―．平成

17年度西京医師会症例報告会，京都

55.荻野廣太郎（2005）第 18回川崎病全国調査成

績の概要．第 8回西京・乙訓小児疾患懇話会，

京都

56.荻野廣太郎（2005）免疫グロブリン製剤を投

与するに当たって―上手なインフォームドコ

ンセント―　4.　免疫グロブリン療法を行う

にあたってのインフォームドコンセント．第

25回日本川崎病研究会，東京

57.寺口正之（2005）小児におけるCD36欠損症と

心筋疾患．第121回関西医科大学学内学術集談

会，守口

58.寺口正之，吉村　健，池本裕実子，今村洋二

（2005）One and one half ventricular repairを行っ

た肺動脈閉鎖の 11歳男児例―自律神経機能解

析を含めた術後の評価―．第 14回日本小児循

環器学会，東京

59.寺口正之（2005）心疾患と運動をめぐる問題

―突然死を含めて―「川崎病と運動をめぐる

問題」．平成17年度　学校保健・循環器講習会

講演，大阪

60.寺口正之（2005）先天性心疾患に対する非手

術治療．平成 17年度日本医師会生涯教育講座

（小児科），守口

61.荒木　敦（2005）ジクロル酢酸ナトリウム投

与により臨床症状が改善したLeigh脳症の1症

例．第47回日本小児神経学会，熊本

62.荒木　敦（2005）医療的ケアを必要とするこ

どもの基礎講座．2005年度大阪養護教育と医

療研究会，守口

63.荒木　敦（2005）重度重複障害児の理解と指

導．大阪府教育センター肢体不自由教育研修，

大阪

64.安原昭博，堀あいこ，荒木　敦，畑中武志，北

村直行（2005）新生児期における ABR, VEP,

SSEP, Blink Reflexの発達による変化．第 35回

日本臨床神経生理学会，福岡

65.石崎優子（2005）小児科心身症外来でみる母

子の心身医学的問題―母子密着にいかに対応

するか―．第二回子どものメンタルヘルス関

連合同医学会シンポジウム，東京

66.石崎優子（2005）向精神薬の特徴と使用上の

留意点．第32回日本小児臨床薬理学会，東京

67.石崎優子，小林陽之助，長濱輝代，松島恭子

（2005）超未熟児への早期のホールディングが

母親の心理面に与える効果．第 52回日本小児

保健学会，山口

68.石崎優子，宮島　祐，大澤真木子，林　北見，

深井善光，宮地泰士，田中英高（2005）小児

神経，小児心身および小児精神神経学会会員

の向精神薬の適性使用に関する意識調査．第

32回日本小児臨床薬理学会，東京

69.石崎優子（2005）外来診療における小児心身

症患者への対応．第15回日本外来小児科学会，

大阪

70.池本裕実子（2005）DICをきたした新生児メレ

ナの1例．第58回河北地区周産期研究会，守口

71.池本裕実子（2005）胎児不整脈の1例．第60回

河北地区周産期研究会，守口

72.池本裕実子（2005）血性羊水吸引後PPHNをき

たした1例．第61回河北地区周産期研究会，守

口

73.池本裕実子，藤井喜充，吉村　健，荻野廣太

郎（2005）単心室に対するFontan術14年後に

合併した肝線維症の1例．第41回日本小児循環

器学会，東京



82 関西医大誌　第 58巻

74.池本裕実子（2005）羊水過多を呈した臍帯内

ヘルニア・大動脈弓離断・VSDの1例．第62回

河北地区周産期研究会，守口

75.池本裕実子，大橋　敦，北村直行，辻　章志，

黒柳裕一，寺西顕司，木下　洋，金子一成

（2005）大量羊水吸引症候群に合併した新生児

遷延性肺高血圧症に対するフローランの使用

経験．第4回フローラン治療研究会，東京

76.池本裕実子（2005）出血性ショック・DICをき

たした帽状腱膜下血腫の1例．第55回河北地区

周産期研究会，守口

77.中村彰利，崔　信明，端　里香，荻野廣太郎

（2005）発熱を認めず，冠動脈瘤を形成した主

要症状3/6の川崎病不全型の1例．第25回日本

川崎病研究会，東京

78.吉村　健，寺口正之，池本裕実子，野木俊二，

松村正彦（2005）ステロイド療法が有効であっ

たGlenn術後の蛋白漏出性胃腸症の1例．第41

回日本小児循環器学会，東京

79.大橋　敦，木下　洋，北村直行，辻　章志，伊

藤太一，金子一成（2005）インターネットに

依る情報交換が診断に有用であった Restric-

tive Dermopathyの 1例．第 50回日本未熟児新

生児学会，名古屋

80.大橋　敦，木下　洋，北村直行，池本裕実子，

辻　章志，伊藤太一，畑埜泰子，金子一成

（2005）インターネットによる情報交換が診断

に有用であったRestrictive Dermopathyの1例．

第50回日本未熟児新生児学会，名古屋

81.大橋　敦，辻　章志，木下　洋，金子一成

（2005）当院に置けるパリビズマブ投与の現状

と効率的対応に関する検討．第 50回日本未熟

児新生児学会，名古屋

82.大橋　敦，辻　章志，木下　洋，金子一成

（2005）当院におけるパリビズマブ接種の現状

と効率的対応に関する検討．第 50回未熟児新

生児学会，名古屋

83.辻　章志，木下　洋，池本裕実子，北村直行，

辰巳貴美子，大橋　敦，伊藤太一，竹安晶子，

畑埜泰子，金子一成（2005）好中球エラスター

ゼ阻害剤：シベレスタットが有効であった胎

便吸引症候群の3例．第41回日本周産期・新生

児医学会，福岡

84.辻　章志，木下　洋，池本裕実子，北村直行，

辰己貴美子，大橋　敦，伊藤太一，竹安晶子，

畑野泰子，金子一成（2005）好中球エラスター

ゼ阻害剤：シベルスタットが有効であった急

性肺障害の3新生児例．第19回大阪サーファク

タント研究会，大阪

85.辻　章志，木下　洋，池本裕実子，北村直行，

辰巳貴美子，大橋　敦，伊藤太一，竹安晶子，

畑埜泰子，金子一成（2005）好中球エラスター

ゼ阻害剤：シベレスタットが有効であった胎

便吸引症候群の3例．第19回大阪サーファクタ

ント研究会，大阪

86. 畑埜泰子，谷内昇一郎（2005）好酸球の細菌

貪食能―好中球との比較―．第 17回日本アレ

ルギー学会春期臨床大会，岡山

87. Nakano K, Adachi Y, Minamino K, Iwasaki M,

Shigematsu A, Kiriyama N, Suzuki Y, Koike Y,

Mukaide H, Kazunari K and Ikehara S (2005)

Mechanisms Underlying Acceleration of Blood

Flow Recovery in Ischemic Limbs by Macroph-

age Colony-Stimulating Factor (M-CSF). 第35回

日本免疫学会，横浜

88.中野景司，足立　靖，南野桂三，鈴木康弘，岩

崎真佳，小池保志，王　剣峰，向出裕美，小

林陽之助，池原　進（2005）M-CSFによるendot-

helial progenitor cell(EPC) mobilization のメカ

ニズム．第4回再生医療学会，大阪

89. 山戸史子 ,高屋淳二 ,東野博彦 ,金子一成（2005）

ステロイド性低身長をきたした SLE男児にお

ける成長ホルモンの治療効果．第 37回発育異

常研究会，大阪

90.木野　稔（2005）臨床内科医にとっての小児

救急医療とは．大阪内科医会学術講演会，大阪

91.木野　稔，圀府寺美，村上貴孝，藤田安奈，奥

田晃司，藤井喜充，目黒敬章，中野博光（2005）

小児救急病院の受診実態から1次と2次を分離

する救急医療体制を検証する．第108回日本小

児科学会，東京

92.木野　稔，圀府寺美，村上貴孝，中野博光

（2005）小児専門開放型病院における病診連携

の実態と意義．第 16 回日本小児科医会セミ

ナー，札幌

93.木野　稔，圀府寺美 , 村上貴孝，目黒敬章，藤

井喜充，奥田晃司，喜多俊二，大橋鈴子，中

野博光（2005）小児救急告示（2次救急）病院



第 1 号　2006 年 83

における1次救急診療の実態と問題点．第19回

日本小児救急医学会，仙台

94.木野　稔（2005）コメディカルのためのリサー

チ入門講座　―何でも調べてみよう―．第 15

回日本外来小児科学会，大阪

95.木野　稔，佐賀麻衣子（2005）養育力の不足

した家庭に対する急性期医療保育の意義．第9

回日本医療保育学会，広島

96.圀府寺美（2005）インフルエンザの話題．守

口門真外来小児科勉強会，守口

97.圀府寺美（2005）細菌性髄膜炎の臨床的検討

―初期病像を中心に．第4回北河内感染症研究

会，大阪

98.圀府寺美（2005）QOL アンケート調査のまと

め―非ホジキンリンパ腫．日本小児白血病研

究会（JACLS）白血病セミナー，大分

99.村上貴孝，大橋鈴子，喜多俊二，藤井喜充，奥

田晃司，目黒敬章，圀府寺美，木野　稔，中

野博光（2005）夜驚様症状に対しClobazamが

有効であった特発性部分てんかんの1例．第18

回近畿小児科学会，京都

100.村上貴孝（2005）三次救急施設への転送を要

したけいれん重積例の検討．第 39回日本てん

かん学会，旭川

101.村上貴孝（2005）小児てんかんに対するcloba-

zam単剤投与の効果．第 47回日本小児神経学

会，熊本

102.藤井喜充（2005）川崎病の肝病変，右腎静脈

走行異常を合併した一例．第 31回大阪市東部

小児談話会，大阪

103.藤井喜充（2005）慢性便秘における腹部超音

波検査の有用性．第 15回大阪小児栄養消化器

病懇話会，大阪

104.藤井喜充，木野　稔，中野博光（2005）宿便

性イレウスにおける腹部超音波検査の有用

性．第19回日本小児救急医学会，仙台

105.内山敬達，大橋鈴子，奥田晃司，目黒敬章，藤

井喜充，村上貴孝，圀府寺美，木野　稔，中

野博光，棚野晃秀，徳原克治，高田晃平，浜

田吉則，今中康文（2005）横隔膜ヘルニア；日

常診療での遭遇．第166回大阪小児科学会，大

阪

106.内山敬達，圀府寺美，木野　稔，寺口正之，金

子一成（2005）川崎病非典型例に対するガン

マグロブリン大量療法（IVGG) の意義に関す

る検討：冠動脈異常の発生予防効果について．

第25回日本川崎病研究会，東京

107.内山敬達，圀府寺美，木野　稔，中野博光

（2005）RSウイルスのよる乳幼児下気道感染症

入院例の後方視的検討（04/05シーズン）：臨床

症状を中心に．第37回日本小児感染症学会，津

108.奥田晃司，内山敬達，寺口正之，村上貴孝，圀

府寺美，木野　稔，中野博光（2005）2度の γ

グロブリン投与後に関節炎をきたした川崎病

例．第167回大阪小児科学会，大阪

109.原田佳明（2005）検尿で見つかったデント病

の3歳男児の1例．第14回寝屋川小児科懇話会，

寝屋川

110.原田佳明，卯西　元，小野　厚，木野　稔，薗

田典明，辻　美代子，原　統子，松井哲雄

（2005）抗菌剤使用に対する小児科患者保護者

への意識調査．第15回外来小児科学会，大阪

111.原田佳明（2005）脳浮腫を伴う意識障害で発

症した糖尿病ケトアシドーシスの 1歳男児例．

第13回寝屋川小児科懇話会，寝屋川

112.小島崇嗣，小島俊巳，谷内昇一郎，金子一成

（2005）上顎洞エコー検査法を用いた副鼻腔炎

診断の有用性―副鼻腔レントゲン像との比

較．第42回日本小児アレルギー学会，福井

113.森　喜造，木下　洋，大橋　敦，北村直行，中

野崇秀，辻　章志，竹安晶子，小林陽之助

（2005）抗HLA抗体に依る新生児血小板減少症

の1例．第18回近畿小児科学会，京都

114.森　喜造，池本裕実子，北村直行，小林陽之

助（2005）胸腹水の多量貯留がみられた先天

性リンパ管異形成―オクトレオチドの有効性

について―．第 108回日本小児科学会学術集

会，東京

115.森　喜造（2005）EBウイルスが原因と考えら

れた血球貪食症候群の一例．第 32回大阪市東

部小児談話会，大阪

116.森　喜造，荒木　敦，高屋淳二，鈴木健介，金

子一成，緒方　肇（2005）MRI拡散強調画像

で後頭部に病変を認めたHHV6脳症の 2症例．

第38回日本小児神経学会近畿地方会，大阪

117.森　喜造，高屋淳二，荒木　敦，金子一成

（2005）MRI拡散強調画像で後頭部に病変を認

めたHHV6脳症の1例．第168回大阪小児科学



84 関西医大誌　第 58巻

会，大阪

118.喜多俊二，舟木克枝，岡崎仁志，荒木　敦

（2005）インフルエンザ脳症による片側半球性

浮腫をきたした脳梁欠損症の1例．第37回日本

小児神経学会近畿地方会，神戸

119.田中幸代，辻美代子，藤原　亨（2005）ESWT

を施行した小児腎結石の1例．第31回大阪市東

部小児談話会，大阪

120.崔　信明，端　里香 ,中村彰利，佐藤正人 ,小松

優治 ,二階堂任 , 畑埜武彦（男山外科）（2005）

Congenital hemangiopericytomaの 1例．第 399

回小児科学会京都地方会，京都

121.今井雄一郎，高屋淳二，金子一成（2005）経

口補水療法の奏功した偽性低アルドステロン

症 I型の乳児例．第27回小児体液研究会，東京

122.今井雄一郎，高屋淳二，金子一成（2005）経

口補水療法の奏功した偽性低アルドステロン

症 I型の乳児例．第32回近畿小児科腎臓病研究

会，大阪

123.藤本幸子，今井雄一郎，寺口正之，蓮井正史，

金子一成（2005）不適切な指導で重症脱水を

きたしたロタウイルス胃腸炎の1例：経口補液

の重要性．第27回日本小児体液研究会，東京

124.寺西顕司，大橋　敦，辻　章志，池本裕実子，

北村直行，中野崇秀，木下　洋，金子一成

（2005）一過性骨髄増殖症の1例．第247回NMCS

例会，大阪

125.大橋鈴子，辻　章志，池本裕実子，北村直行，

大橋　敦，黒柳裕一，寺西顕司，木下　洋，金

子一成（2005）Apert症候群の 1例．第 248回

NMCS例会，大阪

126.高田晃平，辰己喜美子，渡辺健太郎，徳原克

治，棚野晃秀，北村直行，木下　洋，濱田吉

則（2005）抜管に難渋している巨大臍帯ヘル

ニアの1例―第2報―．第53回小児外科わから

ん会，大阪

127.藤田　位，日野利治，木下　洋（2005）ワー

クショップ「診断技法を学び直そう」．第15回

日本外来小児科学会，大阪

128.濱田梨恵，豆板律子，長濱輝代，杉村省吾，石

崎優子，圀府寺美，木野　稔，中野博光（2005）

心因性発熱の3例．第2回日本心身医学会関西

地方会，大阪

129.乾　一郎，木野　稔，圀府寺美（2005）民間

小児病院における地域連携診療と新しい試み

について．第 13回大阪小児科医会病診連携懇

談会，大阪

130.佐賀麻衣子，藤井千絵，木野　稔（2005）急

性期病院における遊びの支援のあり方につい

て．第9回日本医療保育学会，広島

131.濱田梨恵，藤井宏弥，杉村省吾，石崎優子，木

野　稔，中野博光（2005）開放型病院におい

て心理的援助の地域連携を行う意義．第 23回

日本小児心身医学会，大分

132.元山宏行，辻美代子，藤原　亨，田中幸代

（2005）当科におけるサルモネラ腸炎とカンピ

ロバクター腸炎との比較検討．第 32回大阪市

東部小児談話会，大阪

133. 豆板律子，圀府寺美，木野　稔，中野博光

（2005）日常感染症で再入院を繰り返す児の特

性分析．第52回日本小児保健学会，下関

134.古林万木夫，田辺創一，谷内昇一郎（2005）醤

油醸造における小麦アレルゲンの消失．第 42

回日本小児アレルギー学会，福井

135. 豆板律子，石崎優子，圀府寺美，木野　稔，中

野博光（2005）箱庭に表現された小児白血病

児の内的世界．第 21回日本小児がん学会，宇

都宮

著　書

1. 金子一成（2005）小児の腎臓病．腎臓疾患の

子どもの教育支援に関するガイドライン（国

立特殊教育総合研究所編）共同執筆，国立特

殊教育総合研究所，神奈川

2. 金子一成（2005）ピッツバーグジャパンプロ

グラムに望むもの /Faculty Development Work-

shopを受講して．アメリカ・カナダへの医学・

看護留学へのパスポート vol.2.（日米医学医療

交流財団編）281–287頁，はる書房，東京

3. 田村正徳，木下　洋（2005）小児科医，一般

産科医，助産師，看護師向けの新生児心肺蘇

生法の研修プログラムの作成と研修システム

の構築とその効果に関する研究．平成 16年度

厚生労働科学研究費補助金分担研究報告書

（藤村正哲編）113–116頁

4. 中島　諭，内田美恵子，木下　洋，田村正徳

（2005）効果的な講習方法の開発に関する研究

―1―．平成16年度厚生労働科学研究費補助金



第 1 号　2006 年 85

分担研究報告書（藤村正哲編）117–119頁

5. 内田美恵子，野村雅子，清水健二，木下　洋，

田村正徳（2005）効果的な講習方法の開発に

関する研究―2―．平成16年度厚生労働科学研

究費補助金分担研究報告書（藤村正哲編）121–

126頁

6. 田辺創一，谷内昇一郎，渡辺　純（2005）減

感作ペプチド．抗アレルギーハンドブック

(36)175–180頁，サイエンスフォーラム，東京

外科学講座

〈研究業績〉

原　著

1. Azhipa O, Kimizuka K, Nakao S, Toyokawa H,

Okuda T, Neto JS, Alber SM, Kaizu T, Thomson

AW, Demetris AJ and Murase N (2005) Compar-

ative analysis of the fate of donor dendritic cells

and B cells and their influence on alloreactive T

cell responses under tacrolimus. Clinical Immu-

nology 114(2): 199–209

2. Egawa H, Kasahara M, Kuramitsu K, Sirouzu Y,

Uchida Y, Arakawa K and Tanaka K (2005)

Impact of Severity of Hepato-Pulmonary Syn-

drome(HPS)on Postoperative Complications in

34 HPS Patients in 1000 Consecutive Living

Donor Liver Transplantation. American Journal

of Transplantation 11(5)Suppl: 550–551

3. Fukumoto K, Nagaoka I, Yamataka A, Kobayashi

H, Yanai T, Kato Y and Miyano T (2005) Effect of

antibacterial cathelicidin peptide CAP18/LL-37

on sepsis in neonatal rats. Pediatr Surg Int 21:

20–24

4. Kaizu T, Nakao A, Tsung A, Toyokawa H, Sahai

R, Geller DA and Murase N (2005) Carbon mon-

oxide inhalation ameliorates cold ischemia/reper-

fusion injury after rat liver transplantation. Sur-

gery 138(2): 229–235

5. Kasahara M, Sakamoto S, Ogawa K, Uryuhara K,

Matsuoka J, Uchida Y, Ito T, Ueda M and Tanaka

K (2005) The Use of a Mesenteric Artery of

Roux-en-Y limb for Hepatic Arterial Reconstruc-

tion after Living-Donor Liver Transplantation.

Transplantation 80: 4

6. Kwon A-H, Inoue T and SK Ha-Kawa (2005)

Characterization of the Asialoglycoprotein

Receptor Under Hypoxic Conditions in Primary

Cultured Rat Hepatocytes. The Journal of

Nuclear Medicine 46(2): 321–325

7. Nakao A, Murase N, Ho C, Toyokawa H, Billiar

TR and Kanno S (2005) Biliverdin administra-

tion prevents the formation of intimal hyperpla-

sia induced by vascular injury. Circulation

112(4): 587–591

8. Okugawa H, Yamamoto D, Uemura Y, Sakaida N,

Tanano A, Tanaka K and Kamiyama Y (2005)

Effect of perductal paclitaxel exposure on the

development of MNU-induced mammary carci-

noma in female S-D rats. Breast Cancer

Research and Treatment 91: 29–34

9. Pirenne J, Kitade H, Kawai M, Koshiba T, Van

Damme B, Mathieu C and Waer M (2005) Regu-

latory Cells, Th1/Th2 Unbalance, and Antibody-

Induced Chronic Rejection in Operational Toler-

ance Induced by Donor-Specific Blood Transfu-

sion. Transplantation 79(3): S25–S27

10. Tokuhara K, Hamada Y, Yui R, Tanano A, Takada

K and Kamiyama Y (2005) Congenital biliary

dilatation in dizygotic twins. Pediatr Surg Int 21:

17–19

11. Tsuji K, Kwon AH, Yoshida H, Qiu Z, Kaibori M,

Okumura T and Kamiyama Y (2005) Free radical

scavenger (edaravone) prevents endotoxin-

induced liver injury after partial hepatectomy. J

Hepatol 42(1): 94–101

12. Uchida Y, Kasahara M, Ogura Y, Ogawa K, Fujim-

oto Y, Uryuhara K, Ueda M, Takada Y, Egawa H

and Tanaka K (2005) Long-term Outcome of

Adult-to-Adult Living Donor Liver Transplanta-

tion for Post Kasai Bilialy Atresia:Kyoto Univer-

sity Experience. American Transplant Congress

5: 21–25



86 関西医大誌　第 58巻

13. Uchida Y, Kasahara M, Ogura Y, Ogawa K, Fujim-

oto Y, Uryuhara K, Ueda M, Takada Y, Egawa H

and Tanaka K (2005) Long-term Outcome of

Adult-to-Adult Living Donor Liver Transplanta-

tion for Post Kasai Bilialy Atresia:Kyoto Univer-

sity Experience. American Journal of Transplan-

tation 11(5)Suppl: 400

14. Yanagimoto H, Takai S, Satoi S, Toyokawa H,

Takahashi K, Terakawa N, Kwon A-H and

Kamiyama Y (2005) Impaired function of circu-

lating dendritic cells in patients with pancreatic

cancer. Clinical Immunology 114: 52–60

15. Yonekura Y, Yamamoto D, Okugawa H, Tanaka K

and Kamiyama Y (2005) Loss of heterozygosity

in ductal lavage for breast tumor and the con-

tralateral breast. Oncology Reports 13: 739–743

16. Tanano A, Hamada Y, Takamido S, Kataoka Y,

Watanabe J, Kamiyama Y and Yamada H (2005)

Structural development of PGP9.5-immunoposi-

tive myenteric plexus in embryonic rats. Anat

Embryol 209: 341–348

17. Okugawa H, Yamamoto D, Uemura Y, Sakaida N,

Yamada M, Tanaka K and Kamiyama Y (2005)

Prognostic Factors in Breast Cancer: The Value

of the Nottingham Prognostic Index for Patients

Treated in a Single Institution. Surg Today 35:

907–911

18. Takahashi K, Toyokawa H, Takai S, Satoi S,

Yanagimoto H, Terakawa N, Araki H, Kwon AH

and Kamiyama Y (2005) Surgical influence of

pancreatectomy on the function and count of cir-

culating dendritic cells in patients with pancre-

atic cancer. Cancer 16: 1–10

19. Sato M, Hamada Y, Takada K, Tanano A, Toku-

hara K and Hatano T (2005) Thoracoscopic dia-

phragmatic procedures under artificial pneu-

mothorax. Pediatr Surg Int 21: 34–38

20.吉岡和彦，森田美佳，岩本慈能，中野雅貴，中

根恭司（2005）Dynamic gracilplasty. 手術

59(8): 1155–1159

21.今村　敦，斎藤隆道，尾崎　岳，田中宏典，奥

野雅史，上山泰男（2005）感染・汚染術野で

の腹部大動脈人工血管置換術 -e-PTFE人工血

管 ,強酸性水洗浄 ,大網被覆の有用性．日本血管

外科学会雑誌（Jpn.J.Vasc.Surg)　14: 645–652

22.佐藤正人，浜田吉則，高田晃平，畑埜武彦

（2005）特集　小児に対する内視鏡下手術 -up

to date- 腸重積症治療における腹腔鏡下手術．

日本内視鏡外科学会雑誌　10(3): 284–288

23.山田正法，山本大悟，坂井田紀子（2005）乳

腺線維腺腫に合併した非浸潤性乳癌の1例．日

本臨床外科学会雑誌　66(3): 583–586

24.中根恭司（2005）胃全摘後の再建方法につい

て　パウチ間置法を優先させる立場から．

Frontiers in Gastroenterology　10(4): 22(304)–

27(309)

25.中根恭司，道浦　拓，神原達也，田中義人，井

上健太郎，山道啓吾（2005）神経温存噴門側

胃切除後の空腸間置再建術．手術　59(1): 13–

18

26.浜田吉則（2005）Report 第15回近畿小児ストー

マ・排泄・創傷研究会．泌尿器ケア　10(2):

4(112)–6(114)

27.浜田吉則（2005）包括医療の導入による影響

と対策　7.小児外科領域における包括医療の

影響と対策．日本外科学会雑誌　106(10):

654–658

28.山道啓吾，小松優治，坂井田紀子，中井宏治，

中根恭司，上山泰男（2005）食道アカラシア

に合併した広範な多発食道癌の 1 例．手術

59(13): 2001–2005

29.尾崎　岳，里井壯平，末平智子，由井倫太郎，

井上健太郎，岩本慈能，山田　斉，高井惣一

郎，浅井　晃，山道啓吾，吉岡和彦，上山泰

男（2005）ハイドロファイバーによる術後離

開創の治療効果．日本臨床外科学会雑誌

66(12): 2893–2898

学会発表

1. Inoue K, Kanbara T, Michiura T, Nakai K,

Yamamichi K and Nakane Y (2005) Efficacy of

Intraperitoneal Chemotherapy Using Floxuri-

dine-loaded Microspheres. 6th International Gas-

tric Cancer Congress, 横浜

2. Nakai K, Kanbara T, Habara K, Michiura T, Inoue

K, Yamamichi K and Nakane Y (2005) Neoadju-

vant Chemotherapy Combined S-1 and Cisplatin

for Advanced Gastric Cancer Patients. 6th Inter-



第 1 号　2006 年 87

national Gastric Cancer Congress, 横浜

3. Nakane Y, Michiura T, Kanbara T, Tanaka Y,

Nakai K, Inoue K, Yamamichi K and Osawa T

(2005) Role of Pyloroplasty after Proximal Gas-

trectomy for Cancer. 6th International Gastric

Cancer Congress, 横浜

4. Yamamichi K, Inoue K, Matsuura T, Habara K,

Kanbara T, Tanaka Y, Michiura T, Nakai K and

Nakane Y (2005) Technical Contrivance of Lap-

aroscopy assisted Distal Gastrectomy for Early

Gastric Cancer. 6th International Gastric Cancer

Congress, 横浜

5. Hamada Y, Tanano A, Takada K, Tokuhara K, Sato

M, Kamiyama Y (2005) Total excision of the

extrahepatic bile duct should be performed for

pancreaticobiliary maljunction with nondilated

common bile duct. British Association of paediat-

ric surgeons 52nd Annual International Con-

gress, Dublin, Ireland

6. Habara K, Kanbara T, Michiura T, Nakai K, Inoue

K, Yamamichi K and Nakane Y (2005) Feasibility

Study for Postgastrectomy Patients with S-1; 2

Weeks Administration and 1 Week Withdrawal

Interval Protocol. 6th International Gastric Can-

cer Congress, 横浜

7. Michiura T, Kanbara T, Nakai K, Inoue K, Sato

M, Yamamichi K and Nakane Y (2005) Jejunal

Interposition after Distal Gastrectomy. 6th Inter-

national Gastric Cancer Congress, 横浜

8. 吉岡和彦，中野雅貴，森田美佳，岩本慈能，中

根恭司，上山泰男（2005）骨格筋刺激装置は

必要か？ 直腸癌と重度便失禁に対する

Dynamic graciloplastyの検討．第 105回日本外

科学会，名古屋

9. 山道啓吾，道浦　拓，中井宏治，小松優治，田

中義人，神原達也，金　成泰，井上健太郎，浅

井　晃，中根恭司（2005）食道癌化学放射線

療法施行症例における三領域郭清術の意義．

第67回日本臨床外科学会総会，東京

10.岩本慈能，吉岡和彦，森田美佳，向出裕美，岡

崎　智，中根恭司，上山泰男（2005）外来で

の大腸癌化学療法．第 67回日本臨床外科学会

総会，東京

11.今村博司，古河　洋，滝内比呂也，木村　豊，

石田秀之，今野元博，中根恭司，楢原啓之，辻

仲利政，森本　卓（2005）TS-1抵抗性進行・

再発胃癌に対する Paclitaxel/Doxifluridine併用

療法の第Ⅱ相試験（OGSG 0302・中間報告）．

第77回日本胃癌学会総会

12.中井宏治，山道啓吾，三宅　岳，神原達也，田

中義人，金　成泰，道浦　拓，井上健太郎，浅

井　晃，中根恭司（2005）自動吻合器を用い

た頸部食道胃吻合の治療成績．第 67回日本臨

床外科学会総会，東京

13.中根恭司，道浦　拓，松浦　節，神原達也，田

中義人，井上健太郎，山道啓吾（2005）神経

温存噴門側胃切除術後の空腸間置再建術．第

60回日本消化器外科学会定期学術総会，東京

14.吉岡和彦，畑　嘉高，中野雅貴，岩本慈能，森

田美佳，中根恭司（2005）下部進行直腸癌に

おけるDynamic graciloplastyの位置づけ．第67

回日本臨床外科学会総会，東京

15.佐藤正人，浜田吉則，高田晃平，棚野晃秀，畑

埜武彦（2005）小児腸重積症に対する腹腔鏡

下手術．第67回日本臨床外科学会総会，東京

16.山道啓吾，井上健太郎，松浦　節，羽原弘造，

神原達也，田中義人，道浦　拓，中井宏治，中

根恭司（2005）早期胃癌に対する腹腔鏡手術

の適応と限界．第77回日本胃癌学会総会

17.中根恭司（2005）腹腔鏡手術における新しい

工夫　センチネル・ラパロ下．第 77回日本胃

癌学会総会

18. 里井壯平，高井惣一郎，上山泰男（2005）膵癌外

科治療におけるMultidetector row CT (MDCT)

の役割．第36回日本膵臓学会，東京

19.井上健太郎，神原達也，田中義人，松浦　節，

道浦　拓，中井宏治，山道啓吾，中根恭司

（2005）胃癌手術における閉鎖式吸引ドレイン

の第2相臨床試験．第60回日本消化器外科学会

定期学術総会，東京

20.井上健太郎，神原達也，道浦　拓，中井宏治，

山道啓吾，中根恭司（2005）胃癌手術におけ

る J-VACドレナージシステムの有用性と安全

性を検討する前向き臨床試験．第 77回日本胃

癌学会総会

21.海堀昌樹，松井陽一，内田洋一朗，肱川　健，

權　雅憲，上山泰男（2005）C型肝炎関連肝機

能細胞癌に対する系統および非系統的肝切除



88 関西医大誌　第 58巻

の検討．第 60回日本消化器外科学会定期学術

総会，東京

22.海堀昌樹，森田美佳，田中宏典，内田洋一朗，

石崎守彦，田中義人，川口雄才，吉岡和彦，上

山泰男（2005）肝切除後皮膚転移，大腸転移

をきたした肝細胞癌の1例．第67回日本臨床外

科学会総会，東京

23.海堀昌樹，柳田英佐，肱川　健，内田洋一朗，

石崎守彦，奥村忠芳，上山泰男（2005）ラッ

ト肝虚血再灌流モデルにおける培養幹細胞を

用いた iNOS誘導の解析．第42回日本外科代謝

栄養学会総会，大阪

24.海堀昌樹，柳田英佐，肱川　健，内田洋一朗，

石崎守彦，權 雅憲，奥村忠芳，上山泰男（2005）

硬変肝部分切除モデルにおける rhHGF activa-

torによる肝内HGFの活性化及び，肝再生促進

効果の解析．第 42回日本外科代謝栄養学会総

会，大阪

25.岩本慈能，吉岡和彦，森田美佳，向出裕美，岡

崎　智，中根恭司（2005）当院における大腸

癌に対する腹腔鏡補助下大腸切除術．第 60回

日本大腸肛門病学会総会，東京

26.岩本慈能，吉岡和彦，森田美佳，向出裕美，岡

崎　智，中根恭司，上山泰男（2005）進行・再

発大腸癌に対するUFT/LV+CPT-11（24時間持

続）併用療法の第1/2相試験（第1報）．第43回

日本癌治療学会総会，名古屋

27.吉岡和彦，中野雅貴，畑　嘉高，岩本慈能，森

田美佳，中根恭司（2005）下部直腸癌の術式

選択における効用値の測定と Analytic hierar-

chy process(AHP)を用いた意思決定の検討．第

60回日本大腸肛門病学会総会，東京

28.吉岡和彦，畑　嘉高，中野雅貴，森田美佳，岩

本慈能，中根恭司，上山泰男（2005）有茎薄

筋移植における骨格筋刺激装置は排便機能障

害の改善に寄与するか？　第 60回日本消化器

外科学会定期学術総会，東京

29.吉田　良，大道道大，吉岡和彦，中根恭司，高

田秀穂（2005）S状結腸憩室炎に起因した，結

腸膀胱瘻の3手術例．第60回日本大腸肛門病学

会総会，東京

30.高井惣一郎，里井壯平，柳本泰明，高橋完治，

寺川直良，豊川秀吉，荒木　浩，松井陽一，上

山泰男（2005）進行膵癌の集学的治療戦略．第

60回日本消化器外科学会，東京

31. 里井壯平，高井惣一郎，松井陽一，寺川直良，

福井淳一，岩城隆二，柳本泰明，高橋完治，

權　雅憲，上山泰男（2005）膵頭十二指腸切

除術198例における術後合併症の検討．第105

回日本外科学会，名古屋

32.川口雄才，山田　斉，石崎守彦，岩本慈能，森

田美佳，吉岡和彦，中根恭司，上山泰男（2005）

腹膜播種に伴う大腸癌の治療．第105回日本外

科学会，名古屋

33.棚野晃秀，浜田吉則，高田晃平，徳原克治，上

山泰男（2005）術後治療に難渋した遅発性横

隔膜ヘルニアの1例．第67回日本臨床外科学会

総会，東京

34.棚野晃秀，浜田吉則，渡辺健太郎，徳原克治，

高田晃平，上山泰男，片岡洋祐，渡辺　淳，山

田久夫（2005）腸管壁内神経叢の発生学的研

究：ラット胎児期腸管における PGP9.5 と

p75NGFRの発現について．第42回日本小児外

科学会総会，幕張

35.高田晃平，浜田吉則，渡辺健太郎，棚野晃秀，

徳原克治，上山泰男（2005）胆道拡張症術後

における胃内胆汁逆流の検討―第2報―．第42

回日本小児外科学会総会，幕張

36.佐藤正人，浜田吉則，高田晃平，小切匡史，畑

埜武彦（2005）腹腔鏡下脾臓摘出術における

合併症予防．第 42回日本小児外科学会総会，

幕張

37.高井惣一郎，里井壯平，柳本泰明，高橋完治，

寺川直良，杉本直俊，辻　勝成，荒木　浩，松

井陽一，上山泰男（2005）切除不能膵癌に対

する補助化学療法の検討．第105回日本外科学

会，名古屋

38.岩本慈能，吉岡和彦，森田美佳，岡崎　智，向

出裕美，松浦　節，中根恭司（2005）直腸癌

に対する腹腔鏡補助下前方切除術．第 60回日

本消化器外科学会定期学術総会，東京

39.岩本慈能，寒川光治，吉岡和彦，森田美佳，向

出裕美，岡崎　智，中根恭司，上山泰男（2005）

進行直腸癌に対する 5′-DFURと放射線の術前

併用療法　第1/2相試験（第1報）．第43回日本

癌治療学会総会，名古屋

40.岩本慈能，三嶋秀行，吉岡和彦，森田美佳，向

出裕美，岡崎　智，中根恭司，上山泰男（2005）



第 1 号　2006 年 89

日常診療におけるCPT-11+5FU/I-LV（JIFL)療

法．第43回日本癌治療学会総会，名古屋

41. 里井壯平，高井惣一郎，松井陽一，大久保遊

平，柳本泰明，寺川直良，高橋完治，豊川秀

吉，權　雅憲，上山泰男（2005）膵頭部領域

の悪性腫瘍に対する膵頭十二指腸切除術後合

併症の臨床的検討．第 67回日本臨床外科学会

総会，東京

42. 里井壯平，高井惣一郎，松井陽一，米虫　敦，

谷川　昇，柳本泰明，豊川秀吉，岩城隆二，

權　雅憲，澤田　敏，上山泰男（2005）Multide-

tector row CT(MDCT) 導入は膵癌切除率に影

響を与えるか？　第 43 回日本癌治療学会総

会，名古屋

43.權　雅憲，松井陽一（2005）腹腔鏡下胆嚢摘

出術時および術後に診断された胆嚢癌症例の

検討．第67回日本臨床外科学会総会，東京

44.權　雅憲，辻　勝成，邱　澤雨，吉田秀行．海

堀昌樹，松井陽一，上山泰男（2005）肝切除

後肝不全の予防とラジカルスカベンジャーを

用いた実験的治療の検討．第 60回日本消化器

外科学会定期学術総会，東京

45.中井宏治，神原達也，田中義人，道浦　拓，井

上健太郎，山道啓吾，上山泰男，中根恭司

（2005）ICGを用いた早期胃癌センチネルリン

パ節の検討：現状と今後．第 60回日本消化器

外科学会定期学術総会，東京

46.森田美佳，畑　嘉高，中野雅貴，岩本慈能，米

倉康博，吉岡和彦，中根恭司（2005）ストマ

造設の標準的手術手技．第 60回日本大腸肛門

病学会総会，東京

47.山道啓吾，浅井 晃，道浦　拓，小松優治，田

中義人，神原達也，中野雅貴，中井宏治，井

上健太郎，中根恭司（2005）胸部下部食道癌

に対する外科治療．第 60回日本消化器外科学

会定期学術総会，東京

48.高田晃平，浜田吉則，徳原克治，棚野晃秀

（2005）腹壁異常に対する出生前MRI：脱出比

は閉鎖術式選択の指標となりうるか？　第 41

回日本周産期・新生児医学会総会総会および

学術集会，福岡

49.高田晃平，浜田吉則，徳原克治，棚野晃秀，上

山泰男（2005）継続的に観察しえた大網脂肪

織炎の1例．第67回日本臨床外科学会総会，東

京

50.權　雅憲，邱　澤雨，平尾　豊，上山泰男

（2005）フィブロネクチンの創傷治癒促進効果

の検討．第105回日本外科学会，名古屋

51.今野元博，今本治彦，今村博司，瀧内比呂也，

石田秀之，木村　豊，辻仲利政，楢原啓之，田

村孝雄，中根恭司，原　章倫，福永浩紀，松

本繁己，森本　卓，古河　洋（2005）TS-1治

療抵抗性の進行・再発胃癌に対するPaclitaxel/

Doxifluridine併用療法の第Ⅱ相臨床試験

（OGSG0302)．第43回日本癌治療学会総会，名

古屋

52. 太田博文，加藤健志，池永雅一，三嶋秀行，福

永　睦，村田幸平，富永修盛，加納寿之，池

田公正，天野正弘，池田正孝，森田俊治，勝

本善弘，石田秀之，関本貢嗣，瀧内比呂也，吉

岡和彦，古河　洋，森田智視，坂本純一，門

田守人（2005）進行・再発大腸癌に対するCPT-

11と 5′-DFUR併用化学療法の第Ⅱ相臨床試験

（第2報）．第43回日本癌治療学会総会，名古屋

53.佐藤正人，浜田吉則，高田晃平，畑埜武彦

（2005）胸腔鏡下横隔膜縫縮術経験例の標準術

式と中期成績．第 18回日本内視鏡外科学会，

東京

54.山道啓吾，浅井 晃，道浦　拓，小松優治，田

中義人，神原達也，中野雅貴，中井宏治，井

上健太郎，中根恭司（2005）Stage II,III食道癌

に対する治療法の選択．第 59回日本食道学会

学術集会，千葉

55.寺川直良，里井壯平，高井惣一郎，柳本泰明，

高橋完治，豊川秀吉，由井倫太郎，山木　壮，

權　雅憲，上山泰男（2005）膵癌症例におけ

る化学療法前後のTNFα産生能の臨床的意義．

第60回日本消化器外科学会，東京

56.寺川直良，里井壯平，高井惣一郎，柳本泰明，

高橋完治，豊川秀吉，權　雅憲，上山泰男

（2005）膵癌患者の化学療法施行時における

TNF-alpha産生能変化．第 36回日本膵臓学会，

東京

57.石崎守彦，内田洋一朗，海堀昌樹，肱川　健，

柳田英佐，今村　敦，權　雅憲，河　相吉，上

山泰男（2005）肝移植後再発C型肝炎の肝アシ

アロシンチによる機能評価．第 41回日本移植

学会，新潟



90 関西医大誌　第 58巻

58.山田正法，浜田吉則，羽原弘造，吉田秀行．松

井康輔，尾崎　岳，西澤幹夫，海堀昌樹，上

山泰男，奥村忠芳（2005）α-リポ酸の幹細胞

における一酸化窒素の産生誘導への効果．第

42回日本外科代謝栄養学会総会，大阪

59.高橋完治，里井壯平，高井惣一郎，柳本泰明，

豊川秀吉，寺川直良，宮宗武史，權　雅憲，上

山泰男（2005）膵癌の術後合併症発生のリス

クと末梢血樹状細胞を中心とした免疫機能の

評価．第41回日本腹部救急医学会総会，名古屋

60.高橋完治，里井壯平，高井惣一郎，柳本泰明，

豊川秀吉，寺川直良，山本智久，權　雅憲，上

山泰男（2005）膵癌術後Sepsisを伴う合併症発

生の予知因子としての末梢血樹状細胞数の有

用性について．第36回日本膵臓学会，東京

61.内田洋一朗，海堀昌樹，石崎守彦，肱川　健，

斎藤隆道，今村　敦，廣原純子，上山泰男

（2005）自己免疫性溶血性貧血を合併した原発

性胆汁性肝硬変に対する生体部分肝移植術の

1例．第41回日本移植学会，新潟

62.羽原弘造，海堀昌樹，山田正法，吉田秀行，尾

崎　岳，松井康輔，浜田吉則，西澤幹雄，奥

村忠芳，上山泰男（2005）肝障害に対するス

タチンpitavastainの保護作用．第105回日本外

科学会，名古屋

63.高橋完治，里井壯平，高井惣一郎，柳本泰明，

豊川秀吉，寺川直良，石崎守彦，權　雅憲，上

山泰男（2005）膵癌術後における感染性合併

症発生の予知因子の検討．第105回日本外科学

会，名古屋

64.徳原克治，浜田吉則，棚野晃秀，高田晃平，上

山泰男（2005）小児の急性虫垂炎に対する腹

腔鏡下虫垂切除術―その有用性と包括評価に

よる診療報酬制度導入後の医療経済的検討

―．第42回日本小児外科学会総会，幕張

65.柳田英佐，海堀昌樹，内田洋一朗，肱川　健，

權　雅憲，奥村忠芳，上山泰男（2005）ラッ

ト肝虚血再灌流モデルにおける培養肝細胞を

用いた iNOS誘導の解析．第 105回日本外科学

会，名古屋

66.山田正法，海堀昌樹，羽原弘造，吉田秀行，松

井康輔，尾崎　岳，浜田吉則，奥村忠芳，上

山泰男（2005）肝臓の iNOS誘導に対する天然

の抗酸化剤α-リポ酸の効果．第105回日本外科

学会，名古屋

67.吉田秀行，權　雅憲，海堀昌樹，辻　勝成，羽

原弘造，山田正法，尾崎　岳，松井康輔，奥

村忠芳，上山泰男（2005）肝細胞の誘導型一

酸化窒素合成酵素に対するedaravoneの効果．

第105回日本外科学会，名古屋

68.内田洋一朗，笠原群生，小倉靖弘，小川晃平，

藤本康弘，瓜生原健嗣，上田幹子，高田泰次，

江川裕人，田中紘一（2005）成人胆道閉鎖症

に対する生体肝移植の成績．第105回日本外科

学会，名古屋

69.羽原弘造，浜田吉則，山田正法，吉田秀行．尾

崎　岳，松井康輔，西澤幹夫，海堀昌樹，上

山泰男，奥村忠芳（2005）幹細胞における iNOS

誘導に対するスタチン pitavastaionの効果．第

42回日本外科代謝栄養学会総会，大阪

70.大久保遊平，里井壯平，高井惣一郎，松井陽

一，柳本泰明，寺川直良，高橋完治，豊川秀

吉，權　雅憲，上山泰男（2005）膵切除術に

おける閉鎖式吸引ドレナージの使用経験．第

67回日本臨床外科学会総会，東京

71.山木　壮，岩本慈能，吉岡和彦，森田美佳，向

出裕美，岡崎　智，中根恭司（2005）腹直筋

皮弁にて会陰形成を施行した肛門管癌の 1切

除例．第60回日本大腸肛門病学会総会，東京

72.神原達也，中井宏治，岡本真由美，三宅　岳，

道浦　拓，金　成泰，井上健太郎，山道啓吾，

中根恭司，上山泰男（2005）早期胃癌におけ

るセンチネルリンパ節同定の検討．第 67回日

本臨床外科学会総会，東京

73.道浦　拓，三宅　岳，神原達也，田中義人，中

井宏治，井上健太郎，中根恭司（2005）機能

温存胃切除後の術後機能評価．第 67回日本臨

床外科学会総会，東京

74.柳本泰明，高井惣一郎，里井壯平，豊川秀吉，

高橋完治，寺川直良，權　雅憲，上山泰男

（2005）切除不能膵癌における末梢血樹状細胞

の予後予知因子としての有用性．第105回日本

外科学会，名古屋

75.渡辺健太郎，松川泰廣，水上　陽，廣岡　智，

田上修一（2005）Split Notochord症候群 (tho-

racoabdominal duplication) の新生児症例．第42

回日本小児外科学会総会，幕張

76.道浦　拓，羽原弘造，神原達也，田中義人，中



第 1 号　2006 年 91

井宏治，井上健太郎，山道啓吾，中根恭司

（2005）RI胃排出機能検査をもちいたPPG術後

の機能評価．第 60回日本消化器外科学会定期

学術総会，東京

77.岡本真由美，中井宏治，三宅　岳，神原達也，

道浦　拓，金　成泰，井上健太郎，高田晃平，

山道啓吾，上山泰男，中根恭司（2005）放射

線療法が有効であった胃癌再発の1例．第67回

日本臨床外科学会総会，東京

78.岩城隆二，里井壯平，川口雄才，高橋完治，荒

木吉朗，高井惣一郎，權　雅憲，上山泰男

（2005）消化管出血にて発症した十二指腸動静

脈奇形の一例．第 41回日本腹部救急医学会総

会，名古屋

79.山木　壮，里井壯平，高井惣一郎，坂井田紀

子，岩城隆二，大石賢玄，福安厚子，由井倫

太郎，權　雅憲，上山泰男（2005）膵 lymphoe-

pithelial cystの1例．第36回日本膵臓学会，東京

80.小松優治，佐藤正人，二階堂任，畑埜武彦

（2005）完全直腸脱に対する腹腔鏡下直腸固定

術．第67回日本臨床外科学会総会，東京

81.神原達也，中井宏治，羽原弘造，道浦　拓，井

上健太郎，山道啓吾，中根恭司，上山泰男

（2005）当科における胃切除後症例に対する

TS-1（2週投薬1週休薬）の使用経験．第77回

日本胃癌学会総会，横浜

82.中本博之，小田道夫，箕浦俊之（2005）総胆

管に発生した有茎性の papillary adenoma の 1

例．第67回日本臨床外科学会総会，東京

83.荒木吉朗，里井壯平，松井康輔，寺川直良，高

橋完治，柳本泰明，岩城隆二，高井惣一郎，吉

岡和彦，中根恭司，上山泰男（2005）Sepsisに

伴う acute lung injury に対して好中球エラス

ターゼ阻害剤が奏効した3例．第41回日本腹部

救急医学会総会，名古屋

84.柳本泰明，高井惣一郎，山本光太郎，峯　孝

志，里井壯平，寺川直良，山田　亮，岡　正

朗，伊東恭悟，上山泰男（2005）進行膵癌に

対するテーラーメイド癌ペプチドワクチン及

びgemcitabine 併用第1相試験の検討．第60回

日本消化器外科学会，東京

85.柳本泰明，高井惣一郎，山本光太郎，峯　孝

志，里井壯平，高橋完治，寺川直良，山田

亮，岡　正朗，伊東恭悟，上山泰男（2005）膵

臓癌へのペプチド化学療法．第 43回日本癌治

療学会総会，名古屋

86.桜本和人，山道啓吾，植村芳子，中野雅貴，浅

井 晃，道浦　拓，小松優治，田中義人，中井

宏治，神原達也，井上健太郎，中根恭司（2005）

胃転移を伴った進行食道癌の1例．第59回日本

食道学会学術集会，千葉

87.田中義人，山道啓吾，小松優治，石崎守彦，道

浦　拓，浅井 晃，中根恭司（2005）サルベー

ジ手術を施行後に気管壊死をきたした頸部食

道癌の2症例．第59回日本食道学会学術集会，

千葉

88.道浦　拓，小松優治，神原達也，田中義人，中

井宏治，井上健太郎，山道啓吾，中根恭司

（2005）当科における局所進行食道癌の治療成

績．第59回日本食道学会学術集会，千葉

89.中野誠人，山道啓吾，植村芳子，道浦　拓，小

松優治，田中義人，中野雅貴，中井宏治，井

上健太郎，浅井 晃，中根恭司，上山泰男（2005）

傍食道気管支嚢腫の1例．第59回日本食道学会

学術集会，千葉

90. 松岡洋一郎，二階堂泰資，北川陽子，高取

聡，宇派　明，大石裕司，堀伸二郎，畑埜武

彦，螺良愛郎（2005）植物エストロゲンの乳

癌抑制効果に関する基礎的研究．第 13回日本

乳癌学会総会，倉敷

91. 二階堂任，小松優治，二階堂泰資，小路徹二，

是枝　敬，松岡洋一郎，植村芳子，畑埜武彦，

螺良愛郎（2005）乳腺葉状腫瘍の臨床病理学

的検討．第13回日本乳癌学会総会，倉敷

92. 森　　毅，山本大悟，田中完児（2005）乳癌

の副鼻腔転移から髄膜播種に至りながらカペ

シタビン投与で長期生存を得ている一例．第

13回日本乳癌学会総会，倉敷

93. 奥川帆麻，山本大悟，植村芳子，坂井田紀子，

棚野晃秀，川西　洋，小路徹二，田中完児

（2005）N-methyl-N-nitorosoureaによる乳癌発生

ラットにおけるパクリタキセル経乳管投与の

効果．第13回日本乳癌学会総会，倉敷

94. 山本大悟，岩瀬　哲，北村　薫，小田桐弘毅

（2005）地域密着型医師主導型治験．第13回日

本乳癌学会総会，倉敷

95. 山本智寿子，山本大悟，兼松清果，川西　洋，

小路徹二，田中完児（2005）局所放射線療法



92 関西医大誌　第 58巻

の治療歴のある乳癌骨転移患者における経口

ビスホスホネートの役割．第 13回日本乳癌学

会総会，倉敷

96. Habara K, Hamada Y, Yamada M, Tokuhara K,

Kaibori M, Kamiyama Y, Nishizawa M, Ito S,

Okumura T (2005) Effect of pitavastatin on the

production of nitric oxide in hepatocytes. 第 78回

日本生化学学会大会，神戸

97. Yoshida H, Kwon A-H, Tsuji K, Kaibori M,

Habara K, Yamada M, Kamiyama Y, Nishizawa M,

Ito S, Okumura T (2005) Effect of edaravone

iNOS gene expression stimulated by interleukin-1β

in hepatocytes. 第78回日本生化学学会大会，神

戸

98. Yamada M, Nishizawa M, Nakatake R, Yoshida H,

Ozaki T, Matsui K, Hamada Y, Kamiyama Y, Ito S,

Okumura T (2005) Effect of type 1 interleukin-1

receptor isoforms on iNOS induction in rat hepato-

cytes. 第78回日本生化学学会大会，神戸

99. 小松優治，佐藤正人，二階堂任，畑埜武彦

（2005）完全直腸脱に対する腹腔鏡下直腸固定

術．第67回日本臨床外科学会総会，東京

100.高田晃平，浜田吉則，徳原克治，棚野晃秀，上

山泰男（2005）継続的に観察しえた大網脂肪

織炎の1例．第67回日本臨床外科学会総会，東

京

著　書

1. 中根恭司，道浦　拓，井上健太郎（2005）胃
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胸部心臓血管外科学講座

〈研究概要〉

胸部心臓血管外科は，心臓血管外科と呼吸器外科に大別される．心臓血管外科は心臓血管病センター

の外科部門として，循環器内科や小児科循環器グループとともに，先天性心疾患，虚血性心疾患，弁膜

症，大動脈疾患等の心大血管疾患に対し，内科と外科が一体となって研究活動を行っている．また，呼

吸器外科は，肺癌の外科治療を中心として，第一内科呼吸器グループ，放射線科，病態検査科病理部門

と研究グループを作り，協力して研究活動を行っている．

心臓血管外科部門では，手術件数は300例を超え，手術内容も含めて，大学病院としての標準的レベル

を維持している．先天性心疾患の治療は心臓血管外科医の基本である．小児科循環器グループやNICUと

密接な関係を保ち，術前より互いに協力して治療を行っており，今後も，成績向上のため，術前状態の

改善，迅速で正確な手術，きめ細かい術後管理が必要である．虚血性心疾患の治療方針は，動脈グラフ

トを用いた完全血行再建である．術中の心停止時間の短縮，長年の心筋保護法の研究成果が実り，安全

に手術が行えるようになり，最近9年間の予定手術例に死亡例がなく，良好な成績を維持している．再生

医療として，循環器内科での基礎的研究の臨床への応用として，本学倫理委員会の許可を得て，骨髄幹

細胞移殖による血管再生治療を他施設に先駆けて臨床に試みている．また無輸血手術遂行のための研究

も行い，最近 9年間の成人予定手術の約 90％が無輸血手術であった．弁膜症の治療方針は，可能な限り

自己弁温存をはかる弁形成，弁輪形成術を第一選択とし，不可能な例に人工弁置換術を行う方針である．

経食道エコーの術中導入により適切な弁機能の判定が可能となった．大血管疾患は，破裂性大動脈瘤や

急性大動脈解離が含まれ，脳合併症や多臓器不全，感染による死亡例が多いが，大動脈弓部3分枝置換も

超低体温循環停止法と選択的脳潅流法の併用により，安全に手術が可能になった．すべての動脈瘤は破

裂するものと考え，今後も，早期の適切な外科治療により，成績向上の努力が必要である．また，大動

脈遮断に伴う脊髄麻痺予防の問題も極めて重要であり，その予防法の研究をすすめている．昨年は，海

外での研修や研究を終えた若い心臓血管外科医の導入をはかり，新しい治療法も積極的に取り入れ，成

績向上に努めている．

呼吸器外科は，年間ほぼ200例前後の手術症例があり，その約半数が，原発性肺癌，悪性縦隔腫瘍，転
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移性腫瘍である．肺癌は，地域医師会の協力も受け，早期発見例も増加しており，治療成績は向上し，

その成績を逐次公表している．悪性縦隔腫瘍に対しては手術前後の化学療法等の併用により著明な成績

向上をみた．また自然気胸，転移性肺腫瘍，開胸肺生検等において，胸腔鏡下手術を多用している．

平成17年度も，心臓血管外科，呼吸器外科ともに，これらの臨床経験に基づいた研究発表が行いえた．

実験的研究では，平成17年度日本学術振興会科学研究費，再生医学難病治療センター，癌治療センター

の補助により，1）組織培養装置の導入により，分子生物学的側面からの研究に基づいた心筋保護に関す

る臨床的，基礎的研究（心筋細胞特異的心筋保護法に関する研究，統合的薬理学 Preconditioningに関す

る研究），2）心，肺移植に関する基礎的研究，3）肺癌に関する細胞免疫学的研究，4）吸収性気管支ス

テントの開発とその臨床応用，5）冬眠を応用した臓器保存の研究，6）虚血性心疾患に対する系統的治

療戦略として，骨髄幹細胞移殖による再生医療の研究（虚血心の血管新生療法における自家骨髄細胞移

植の有効性と安全性に関する研究，自家骨髄幹細胞移植を用いた不全心筋の再生に関する研究）などを

行っている．

また，大阪工業大学生体システム研究室とともに1）赤血球変形能，2）磁界の生体への影響，3）生体

細胞インピーダンス測定，4）心筋再生の医工学的応用，などの共同研究も進めている．
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脳神経外科学講座

〈研究概要〉

脳腫瘍では悪性グリオーマに対する集学的治療を行い，手術材料は全例に電顕，組織培養を試みてい

る．株化細胞を基礎にして，フローサイトメトリー（FACS can購入），レーザースキャニングサイトメー

ターによるDNA histgramの解析，サイクリンによる cell kinetics, 無菌的細胞分取，更に分子生物学的手

法による解析などを行っている．また，透過型，走査型電顕による形態学的観察も行っている．最近で

は，脳腫瘍の遺伝子治療の基礎実験を行っている．脳血管障害では臨床的に血管内手術とを組み合わせ

た最先端の治療を行っている．小児脳外科では先天性奇形の実験的作成や，水頭症の発生機序について

研究をしている．脳死研究では，平坦脳波の自動解析を法医学・救急科・精神科と合同で研究を行って

いる．頭蓋底外科では，耳鼻科・形成外科とのチームにより困難な手術例に対する種々のアプローチを

研究している．

虚血脳や脊髄損傷における骨髄移植による神経再生の基礎実験を臨床応用に向けて研究中である．

〈研究業績〉

原　著

1. Kato T, Tsuchida T and Kawamoto K (2005)

Blood tumor permeability of experimental brain

tumor: An electron microscopic study using lan-

thanum. Neuropathology 25: 21–26

2. Ohshige H, Kasai H, Imahori T, Ryu T, Azuma K,

Yoshimura K, Yamanouchi Y and Kawamoto K

(2005) A case of petrous bone myxoid chondro-

sarcoma associated with cerebellar hemorrhage.

Brain Tumor Pathol 22: 41–44

3. Kawamoto K, Azuma K, Ryu T, Sakurai Y, Li Q

and Numa Y (2005) Clinical application for cyto-

metric analysis of DNA-ploidy in glioma. 13th

World Congress of Neurological Surgery Pro-

ceeding 647–652

4. 瀬野敏孝，吉村晋一，稲垣隆介，笠井治文，川

上勝弘，山内康雄，河本圭司（2005）眼窩内



96 関西医大誌　第 58巻

腫瘍の外科的治療．小児の脳神経　30 : 25–25

5. 久徳茂雄，富野祐里，井上唯史，稲垣隆介，山

内康雄，河本圭司，小川　豊（2005）頭蓋冠

拡大術における延長器の小さな問題点．日本

頭蓋顎顔面外科学会誌　21 : 1–7

6. 沼　義博，辻　雅之，大石哲也，川口琢也，山

内康雄，河本圭司（2005）下垂体卒中の臨床

経過，病理，DNA量の検討．日本内分泌学会

雑誌　Vol. 81 Suppl 114–117

7. 我妻敬一，龍　尭志，櫻井靖夫，大重英行，笠

井治文，沼　義博，山内康雄，河本圭司（2005）

頭蓋骨外進展を認めた髄膜腫の浸潤能につい

ての検討．Neuro-Oncologyの進歩　14 : 30–37

8. 沖井　裕，河本圭司，赤根　敦，岩瀬正顕，吉

岡正太郎，大石哲也，中谷壽男（2005）脳波

自動解析システムを用いた平坦脳波の経時的

に解析した一例．Neurosurgical Emergency　10

: 107–111

9. 河本圭司，中嶋安彬（2005）原発性頭蓋骨腫

瘍．Clinical Neuroscience　23 : 556–561

10.上坂達郎，稲垣隆介，川口琢也，今堀　巧，吉

村晋一，李　　強，山内康雄，河本圭司（2005）

小児未分化腫瘍の一例．Neuro-Oncologyの進

歩　14 : 44–45

11.大石哲也，櫻井靖夫，笠井治文，今堀　巧，

龍　尭志，李　　強，山内康雄，河本圭司，坂

井田紀子（2005）Peteroclival tumor の一例．

Neuro-Oncologyの進歩　14 : 47–48

12.龍　尭志，沼　義博，笠井治文，李　　強，山

原崇弘，河本圭司，坂井田紀子，植村芳子

（2005）頭蓋骨腫瘍と髄膜腫がみられた励

Skull tumor と secretary meningioma の一例．

Neuro-Oncologyの進歩　14 : 52–53

13.我妻敬一，笠井治文，龍　尭志，李　　強，吉

村晋一，稲垣隆介，山内康雄，河本圭司（2005）

脳室内腫瘍の一例．Neuro-Oncology の進歩

14 : 57

14.山内康雄，稲垣隆介（2005）広範囲かつ LAN

を使用した脊髄髄膜瘤クリニックの構築―多

診療科・多施設間の共有するための二分脊椎

症患児データベース作成の試みとデータ共有

の可能性についての検討も含めて―．厚生労

働省精神・神経疾患研究委託（14指 -4）二分

脊椎症の診断・治療及び予防システムに関す

る研究平成16年度研究報告　105–109

15.河本圭司（2005）骨髄幹細胞を用いた虚血脳

における神経再生の基礎的研究．平成 15年度

～平成 16 年度科学研究費補助金基盤研究

(C)(2)研究成果報告書

総　説

1. 白根礼造，林　俊哲，稲垣隆介（2005）進行

性骨折．Clinical Neuroscience 23 : 554–555

2. 河本圭司，李　　強，我妻敬一，龍　尭志，櫻

井靖夫（2005）脳腫瘍の診断と治療―最新の

研究動向―．日本臨床　63増刊号9 : 105–109

学会発表

1. 稲垣隆介（2005）脳神経外科最近の話題．第

10回近畿ペインクリニック症例検討会，大阪

2. 稲垣隆介（2005）水頭症治療：シャント術と

神経内視鏡．Treatment for Hydrocephalus-

Updated, 大阪

3. 稲垣隆介（2005）頭蓋縫合早期癒合症の治療．

第25回日本脳神経外科コングレス，山口

4. 河本圭司（2005）文化講演　シャレコーベの

謎．第64回日本脳神経外科学会総会，横浜

5. 河本圭司（2005）シャレコーベは語る．第 17

回日本頭蓋底外科学会，大阪

6. 山内康雄（2005）二分脊椎，水頭症児の見逃

してはならない症状．「夏の研修会」財団法人

二分脊椎・水頭症研究振興財団，神戸

7. 河本圭司（2005）脳腫瘍病理の先人との出会

い．第37回日本臨床分子形態学会，大阪

8. Kawamoto K (2005) Cellular proliferation in

cases of the autopsy comparing with neuro-imag-

ing in glioblastoma. Harbin International Neuro-

surgical Conference 2005, Harbin

9. 沼　義博（2005）前頭蓋底腫瘍，及び近傍腫

瘍に対する頭蓋底アプローチ．第 10回日本脳

腫瘍の外科学会，佐賀

10.河本圭司（2005）悪性グリオーマの手術範囲

の決定―形態とcell kinetics．第10回日本脳腫

瘍の外科学会，佐賀

11.河本圭司（2005）先端医工学機器 (LSC) を用

いた脳腫瘍診断及び治療への応用．第6回脳腫

瘍フォーラム in Nagoya，名古屋

12. Kawamoto K (2005) Recent evaluation of malig-



第 1 号　2006 年 97

nancy in glioma. The 2rd annual meeting of the

Chinese Society of Neuro-oncology, Cheng-Du

13. Yamanouchi Y (2005) Posterior Fossa Cysts and

Dandy Walker malformation. Asia Pacific Course

in Pediatric Neurosurgery 2nd part, Kobe

14. Inagaki T, Yamanouchi Y and Kawamoto K

(2005) The neural tube and heart defects: our

experience. Society for Research into Hydro-

cephalus and Spina Bifida 49th Annual Scientific

Meeting, Barcelona

15. Kawamoto K, Azuma K, Ryu T, Sakurai Y, Li Q

and Numa Y (2005) Clinical application for cyto-

metric analysis of DNA-ploidy in glioma. WFNS,

Marrakesh

16. Inagaki T (2005) The intracranial pressure in

mild craniosynostosis. 55th Annual Meeting of

Congress of Neurological Surgeons, Boston

17. Iwase M, Yoshioka S, Kanzaki S, Tanaka T, Naka-

tani T and Kawamoto K (2005) Intensive care

for the severe closed head injury. 3rd World Con-

gress of the Academy for Multidisciplinary Neu-

rotraumatology, Nagoya

18. Li Q, Zhang J, Zhao S and Kawamoto K (2005)

Expression of Rb2/p130 protein correlates with

the degree of malignant gliomas. Harbin Interna-

tional Neurosurgical Conference 2005, Harbin

19. Li Q, Ryu T, Azuma K, Ohshige H, Murakami T,

Numa Y, Yamanouchi Y, Chen Z, Zhao S and

Kawamoto K (2005) Analysis of six cytokines in

cystic fluids associated with cystic brain tumors

measured by cytometric bead array. The 2rd

annual meeting of the Chinese Society of Neuro-

oncology, Cheng-Du

20.河本圭司，櫻井靖夫，龍　尭志，我妻敬一，

李　　強，沼　義博，笠井治文，稲垣隆介，山

内康雄（2005）Glioblastomaにおける画像・剖

検脳から腫瘍細胞浸潤の検討．第 28回日本脳

神経CI学会，高松

21.河本圭司，櫻井靖夫，龍　尭志，我妻敬一，

李　　強，沼　義博，笠井治文，稲垣隆介，山

内康雄（2005）Glioblastomaと正常脳とのイン

ターフェース―画像と剖検脳の比較．第 23回

日本脳腫瘍病理学会，東京

22.岩瀬正顕，矢吹　輝，中谷健治，吉岡正太郎，

田中孝也，中谷壽男，河本圭司（2005）重症

脊髄損傷例の急性期管理．第 10回日本脳神経

外科救急学会，名古屋

23.沖井　裕，河本圭司，赤根　敦，岩瀬正顕，吉

岡正太郎，中谷壽男（2005）32例の平坦脳波

の自動解析．第10回日本脳神経外科救急学会，

名古屋

24.沼　義博，吉村晋一，笠井治文，辻　雅之，川

口琢也，山内康雄，河本圭司（2005）下垂体

卒中の臨床経過，病理，DNA量の検討．第 15

回日本間脳下垂体腫瘍学会，東京

25.岩瀬正顕，松島貴志，吉岡正太郎，中谷健治，

中村誠也，田中孝也，中谷壽男，河本圭司

（2005）頭皮・頭蓋欠損例に対する急性期頭蓋

再建術の術式と問題点．第8回日本臨床救急医

学会総会，東京

26.河本圭司（2005）LSCを用いたglioma切除部位

決定への臨床応用．厚生労働科学研究費補助

金がん治療のための革新的新技術の開発「が

んの診断・治療における計量細胞学の役割」，

東京

27.瀬野敏孝，吉村晋一，稲垣隆介，山内康雄，河

本圭司　小脳未熟奇形腫の一例．第 33回日本

小児神経外科学会，奈良

28.沖井　裕，赤根　敦，河本圭司，岩瀬正顕，吉

田　学，吉村澄孝，時安太久麿，綿引利充

（2005）脳波自動解析システムで解析した平坦

脳波．第89回日本法医学会，高松

29.吉村晋一，塚崎裕司，今堀　巧，我妻敬一，稲

垣隆介，山内康雄，河本圭司（2005）椎骨動

脈閉塞を行った椎骨動脈瘤の検討．第 34回日

本脳卒中の外科学会，岩手

30.岩瀬正顕，吉岡正太郎，田中孝也，中谷壽男，

河本圭司（2005）高血圧性脳出血を発症した

慢性維持透析患者治療の現状．第 30回日本脳

卒中学会，岩手

31.河本圭司（2005）頭蓋骨からみた人類の進化．

第17回日本頭蓋底外科学会，大阪

32.沼　義博，塚崎裕司，山内康雄，河本圭司

（2005）眼窩内腫瘍の手術．第17回日本頭蓋底

外科学会，大阪

33.加藤隆行，龍　尭志，李　　強，我妻敬一，河

本圭司（2005）ランタナムを用いた脳腫瘍の

血液腫瘍透過性の検討．第 37回日本臨床分子



98 関西医大誌　第 58巻

形態学会，大阪

34.山田明史，龍　尭志，李　　強，我妻敬一，河

本圭司（2005）コラーゲンゲルによる脳腫瘍

の培養および微細構造の検討．第 37回日本臨

床分子形態学会，大阪

35.瀬野敏孝，稲垣隆介，川口琢也，我妻敬一，大

石哲也，山原崇弘，塚崎裕司，吉村晋一，山

内康雄，河本圭司，久徳茂雄（2005）軽度狭

頭症の頭蓋内圧の検討．第 64回日本脳神経外

科学会総会，横浜

36.沼　義博，川口琢也，吉村晋一，山内康雄，河

本圭司（2005）下垂体卒中の臨床病理学的検

討．第64回日本脳神経外科学会総会，横浜

37.岩瀬正顕，吉岡正太郎，神嵜清一郎，中谷壽

男，河本圭司（2005）高度救命救急センター

における複合外傷救急体制の現状―脳神経外

科医に求められるもの―．第 64回日本脳神経

外科学会総会，横浜

38.瀬野敏孝，吉村晋一，稲垣隆介，山内康雄，河

本圭司（2005）乳児小児奇形種の1例．第49回

日本脳神経外科学会近畿支部学術集会，千里

39.笠井治文，大石哲也，吉村晋一，稲垣隆介，山

内康雄，河本圭司（2005）頭蓋内伸展を認め

た頭蓋底chondroid chordomaの一例．第62回近

畿脳腫瘍研究会，京都

40.山原崇弘，櫻井靖夫，稲垣隆介，瀬野敏孝，吉

村晋一，山内康雄，河本圭司（2005）小脳腫

瘍を合併した頚髄腫瘍の小児例．第 28回日本

脳神経CI学会，高松

41.我妻敬一，吉村晋一，稲垣隆介，山内康雄，河

本圭司（2005）椎骨脳底動脈の蛇行が原因と

考えられた三叉神経痛．第28回日本脳神経CI

学会，高松

42.李　　強，龍　尭志，我妻敬一，櫻井靖夫，笠

井治文，沼　義博，山内康雄，村上知之，河

本圭司（2005）脳腫瘍cyst液のサイトカインの

動態．第23回日本脳腫瘍病理学会，東京

43.我妻敬一，吉村晋一，笠井治文，塚崎裕司，稲

垣隆介，山内康雄，河本圭司（2005）痙攣で

発症した天幕上毛細血管拡張症の一例．第 33

回日本小児神経外科学会，奈良

44.我妻敬一，吉村晋一，大石哲也，川口琢也，稲

垣隆介，山内康雄，河本圭司（2005）小児小

脳膠芽腫の 1例．第 33回日本小児神経外科学

会，奈良

45.我妻敬一，仙波都志香，龍　尭志，李　　強，

櫻井靖夫，沼　義博，河本圭司（2005）Sorting

による微量細胞の電顕用試料作成法―その 2

―．第15回日本サイトメトリー学会，名古屋

46.李　　強，龍　尭志，我妻敬一，保坂直樹，池

原　進，河本圭司　CD34-bone marrow cells in

adult mice appear as neuron-like cells by ex vivo

treatment. 第23回日本ヒト細胞学会，筑波

47.李　　強，龍　尭志，我妻敬一，保坂直樹，池

原　進，河本圭司（2005）ex vivoで lin-CD34-

骨髄細胞の神経細胞への誘導文化について．

第6回日本分子脳神経外科学会，大阪

48.李　　強，櫻井靖夫，龍　尭志，我妻敬一，笠

井治文，沼　義博，稲垣隆介，山内康雄，河

本圭司（2005）Immunohistochemical and flow

cytometric analysis of p53 and DNA content in

glioma. 第37回日本臨床分子形態学会，大阪

49.我妻敬一，龍　尭志，李　　強，櫻井靖夫，吉

村晋一，稲垣隆介，山内康雄，河本圭司（2005）

AT/RTの免疫組織学的，電子顕微鏡学的検討．

第37回日本臨床分子形態学会，大阪

50. Li Q, Ryu T, Azuma K, Hosaka N, Ikehara S and

Kawamoto K (2005) Neuronal differentiation of

CD34 bone marrow cell in adult mice by ex vivo

treatment. 第64回日本脳神経外科学会総会，横

浜

51.我妻敬一，吉村晋一，稲垣隆介，山内康雄，河

本圭司（2005）椎骨脳底動脈の蛇行が原因と

考えられた三叉神経痛．第28回日本脳神経CI

学会，高松

52.李　　強，我妻敬一，龍　尭志，大重英行，沼

義博，村上知之，河本圭司（2005）脳腫瘍cyst

液のサイトカインのマルチ解析．第 15回日本

サイトメトリー学会，名古屋

53.我妻敬一，吉村晋一，今堀　巧，稲垣隆介，山

内康雄，河本圭司（2005）高度に拡張蛇行し

た椎骨脳底動脈により発症した三叉神経痛お

よび顔面痙攣の1例．第49回日本脳神経外科学

会近畿支部学術集会，千里

54.我妻敬一，瀬野敏孝，山原崇弘，櫻井靖夫，吉

村晋一，稲垣隆介，山内康雄，河本圭司（2005）

AT/RTの免疫組織学的，電子顕微鏡学的検討．

第 50 回日本脳神経外科学会近畿支部学術集



第 1 号　2006 年 99

会，京都

55.川口琢也，稲垣隆介，山原崇弘，大石哲也，

辻　雅之，龍　尭志，櫻井靖夫，山内康雄，河

本圭司，北村直行，木下　洋（2005）低体重

出生児の脳室内出血後水頭症の検討．第8回日

本水頭症治療シンポジウム，北九州

56.川口琢也，山原崇弘，稲垣隆介，山内康雄，河

本圭司，北村直行（2005）骨形成不全症 (IIc)

に合併する水頭症．第 33回日本小児神経外科

学会，奈良

57.龍　尭志，保坂直樹，崔文昊，李　　強，西

田晃久，稲葉宗男，河本圭司，池原　進（2005）

胸腺移植を併用した新しい骨髄移植の開発―

超致死量放射線照射したマウスを用いて―．

第94回日本病理学会総会，横浜

58.龍　尭志，吉村晋一，我妻敬一，李　　強，保

坂直樹，稲垣隆介，沼　義博，山内康雄，久

米利明，赤池昭紀，池原　進，河本圭司（2005）

神経保護物質を用いた脊髄損傷に対する機能

的評価．第64回日本脳神経外科学会総会，横浜

59.川口琢也，稲垣隆介，瀬野敏孝，大石哲也，山

原崇弘，龍　尭志，櫻井靖夫，山内康雄，河

本圭司（2005）低体重出生児脳室内出血の治

療方針．第64回日本脳神経外科学会総会，横浜

60.笠井治文，今堀　巧，稲垣隆介，塚崎裕司，山

内康雄，河本圭司（2005）転移性脳腫瘍に対

する外科治療の役割．第 64回日本脳神経外科

学会総会，横浜

61.吉村晋一，川口琢也，瀬野敏孝，上坂達郎，大

石哲也，山原崇弘，我妻敬一，大重英行，龍

尭志，稲垣隆介，山内康雄，河本圭司（2005）

外来受診時無症候であったラクナ梗塞の検討

―TIAからいかに脳梗塞への進行を防ぐか―．

第64回日本脳神経外科学会総会，横浜

62.岩瀬正顕，浅井　悌，吉岡正太郎，梶本心太

郎，平川昭彦，中谷壽男，河本圭司（2005）院

外心肺停止に対する脳低温療法の現状．第 33

回日本救急医学会，埼玉

63.川口琢也，塚崎裕司，今堀　巧，笠井治文，大

重英行，瀬野敏孝，稲垣隆介，山内康雄，河

本圭司（2005）結節性多発動脈炎に合併した

内頸動脈解離性動脈瘤に対しての治療経験．

第62回近畿脳腫瘍研究会，京都

64.辻　雅之，沼　義博，川口琢也，吉村晋一，山

内康雄，河本圭司（2005）下垂体卒中の臨床

病理学的検討．第61回近畿脳腫瘍研究会，千里

著　書

1. 稲垣隆介（2005）胎児期水頭症　診断と治療

ガイドライン　山崎麻美（編集責任者）1–213

頁，金芳堂，京都

2. 河本圭司（2005）アトラス頭蓋骨学　基礎と

臨床　メディカ出版，大阪

3. 河本圭司，久徳茂雄（2005）第1章　頭蓋骨の

発生・成長．アトラス頭蓋骨学　基礎と臨床

（河本圭司編著）1–12頁，メディカ出版，大阪

4. 河本圭司（2005）第 2 章　頭蓋骨の細胞・組

織・解剖．アトラス頭蓋骨学　基礎と臨床（河

本圭司編著）17–53頁，メディカ出版，大阪

5. 河本圭司（2005）第 3 章　頭蓋骨の放射線診

断．アトラス頭蓋骨学　基礎と臨床（河本圭

司編著）59–103頁，メディカ出版，大阪

6. 河本圭司，岩瀬正顕，久徳茂雄，川上勝弘

（2005）第 4章　頭蓋骨の外傷．アトラス頭蓋

骨学　基礎と臨床（河本圭司編著）115–143頁，

メディカ出版，大阪

7. 河本圭司，中嶋安彬（2005）第5章　頭蓋骨の

腫瘍．アトラス頭蓋骨学　基礎と臨床（河本

圭司編著）147–215頁，メディカ出版，大阪

8. 河本圭司，稲垣隆介（2005）第6章　頭蓋骨の

奇形．アトラス頭蓋骨学　基礎と臨床（河本

圭司編著）225–247頁，メディカ出版，大阪

9. 河本圭司，河本光平（2005）第7章　頭蓋骨の

感染．アトラス頭蓋骨学　基礎と臨床（河本

圭司編著）253–260頁，メディカ出版，大阪

10.河本圭司，久徳茂雄（2005）第8章　頭蓋骨の

手術，形成術，拡大術．アトラス頭蓋骨学

基礎と臨床（河本圭司編著）271–293 頁，メ

ディカ出版，大阪

11.河本圭司，久徳茂雄，稲垣隆介，山内康雄

（2005）第 8章　頭蓋骨の手術，形成術，拡大

術．アトラス頭蓋骨学　基礎と臨床（河本圭

司編著）294–304頁，メディカ出版，大阪

12.河本圭司，沼　義博，久徳茂雄，川上勝弘

（2005）第 9章　頭蓋底の外科．アトラス頭蓋

骨学　基礎と臨床（河本圭司編著）311–348頁，

メディカ出版，大阪



100 関西医大誌　第 58巻

整形外科学講座

〈研究概要〉

〈手の外科〉

リウマチ手の変形や腱損傷，外傷による手の障害に対し外科的治療を行うと共に種々の手関節疾患に

対し，手関節鏡等を用いその病態の解明を行っている．手だけでなく上肢全般に外傷等での手術の工夫

や手指の短縮に対する仮骨延長を用いた手指の延長も行い良好な成績を得ている．また，腱移行や腱を

用いた手の再建手術に対しハンドセラピストと密接に連携を保ち，術後早期よりの運動療法を行いこれ

らの臨床成績について報告の機会を得た．

〈電気生理診断学〉

電気生理学的手法を用いて，中枢・末梢神経を対象とした基礎的・臨床的研究を行ってきた．臨床面

では術中脊髄モニタリングの臨床応用，脊髄症術中診断に用い，その成果を上げた．基礎的研究では，

末梢神経有連続性損傷に対する端側吻合の原理を引用した bypass移植術の有用性，末梢神経端側吻合後

の再生軸索の起源をウサギ腓骨神経損傷モデルを用いて証明し，国内外の末梢神経関連学会，雑誌に発

表した．

〈関節疾患〉

関節炎，関節症に対して，人工関節置換術，主にその術後成績を検討してきた．特に人工関節では新

しいタイプのインプラントの使用や開発を行いセメントテクニックについて追求しつつ臨床応用してい

る．また，人工関節術後の緩みや感染に広範囲に骨欠損を認める場合，同種骨を併用し様々な角度から

の再建を行っている．種々の鏡視下手術も行い検討を行っている．

〈脊椎外科〉

脊椎外科全般に関して，臨床的研究を行っている．主たる内容は，脊椎外科における低侵襲手術，頚

髄症に対する後方支持組織温存術式の開発，頚椎椎間板ヘルニアに対する後方からの摘出術，術後C5麻

痺の発生メカニズム，脊椎感染症の外科的治療，骨粗鬆症性の脊椎骨折後の遅発性神経障害の病態，胸

腰椎に対する脊椎インストルメンテーションの合併症，脊椎固定術後の隣接椎障害等であり，手術成績

の向上に努めている．特に顕微鏡下の脊椎手術を積極的に行ない，侵襲の少ない術式の開発に取り組ん

でいる．研究面では，一昨年に引き続き，腰椎前方固定術式のバイオメカニカルな検討を行なっている．
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29.辻田(久徳)美樹，安井浩司，竹本剛司，小川
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る実験的研究．第 14回日本形成外科学会基礎

学術集会，東京

45.松島貴志，小川　豊，王　毅彪，南方竜也，井

上唯史，中村隆之，和田洋巳（2005）トレハ

ロース含有組織保存液を用いた再接着指の術
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53.久徳美樹，竹本剛司，安井浩司，楠本健司，小
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54.福田　智，大西早百合，楠本健司，小川　豊
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を合併し死亡にいたった1例．第7回日本褥瘡

学会学術集会，横浜
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会，大阪
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患者の1例．第34回KC会，大阪

64.覚道奈津子，楠本健司，辻田美樹，畔　熱行，

小川　豊（2005）BMP-2による異所性骨誘導

におけるbFGFの影響．第14回日本形成外科学
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65.覚道奈津子，楠本健司，小川　豊（2005）

rhBMP-2の異所性骨誘導における VEGFの免

疫組織学的局在．第 35回日本創傷治癒学会，

東京

66.覚道奈津子，楠本健司，畔　熱行，小川　豊
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〈研究業績〉
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2. Miyauchi-Hashimoto H, Okamoto H, Sugihara A
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the migration of murine Langerhans cells. 9th

International Workshop on Langerhans Cells,

Funchal, Portugal

2. Hayami J, Sugihara A, Okamoto H and Horio T

(2005) Immunosuppressive effect of photody-

namic therapy. 9th International Workshop on

Langerhans Cells, Funchal, Portugal
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2. 岡本祐之（2005）顔面播種状粟粒性狼瘡．2005–
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編）98頁，南江堂，東京

3. 岡本祐之（2005）サルコイドーシス．てこず

る外来皮膚疾患 100 の対処法（宮地良樹編）

138–139頁，メジカルレビュー社，東京

4. 岡本祐之（2005）P. acnesとサルコイドーシス．
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原　著

1. Minamino K, Adachi Y, Okamura A, Kushida T,

Sugi M, Watanabe M, Muguruma K, Sugao H,

Suzuki Y, Iwasaki M, Nakano K, Koike Y, Wang J,

Mukaide H, Zhang Y, Matsuda T, Matsumura M

and Ikehara S (2005) Autopsy case of primary
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carcinoma and stones in an Indiana pouch. Inter-
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gen療法の意義．老年医学　43: 251–257

2. 平尾佳彦，松田公志（2005）腎部分切除術
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臨床検査医学講座

〈研究概要〉

病理部に関しては，特異的な症例に関する研究に限られるが，その他の面では基本的に循環器領域で

の研究に重点を置いている．高橋伯夫は小宮山豊講師，吉賀正亨大学院生などと内因性ジギタリスの研

究を継続して実施している．ヒトが，ガマ蛙の持つ一種のジギタリスであるガマ毒 (bufadienolide) を生

体内で合成している可能性をつきとめて，その合成が副腎皮質でなされていることを明らかにした．こ

れまで知られたmarinobufageninとは別に，それに水素原子が2個付いた telocinobufaginの存在を世界で初

めて明らかにし，前者にくらべて後者の方がヒトの血中濃度として約2倍高値であった．

さらに，telocinobufaginに対するモノクローナル抗体を作成してELISAを作成したが，抗体の特異性が

悪く，実際にはmarinobufageninとの交差性の方が高い結果となった．そこで，残念ながらODSカラムを

用いた高速液体クロマトグラフィと組み合わせて測定しないと特異物質の推移を測定することが不可能

であった．最近になって，このELISA系を用いて副腎皮質細胞培養系で，培養上清中の成分を分析した

ところ，marinobufageninと同じ溶出部位にELISA陽性ピークがあるが，これとは別の部位にも同じく陽

性ピークがあり，後者の方が濃度が著しく高いことが判明した．このピークを液体クロマトグラフィ /質

量分析系で詳細に分析したところ，主成分はmarinobufotoxinであることが明らかになった．Marinobufo-

toxinはmarinobufageninと同様のNa, K-ATPase抑制活性を示すことが知られているので，現在，その生理

活性について詳細な検討に取り掛かっている．

正木浩哉助教授は，第二内科と共同で慢性腎不全の病態と治療に関する臨床的な研究および動脈硬化

症の骨髄単核球細胞移植による血管再生療法の研究と臨床にも取り組んでいる．

桝田講師は，一貫して immunoglobulin受容体に関する研究を続けていて，小児科谷内助教授や整形外

科のリューマチ診療部門などとの共同研究を実施している．概要は以下の通りである．

IgGレセプター III ((FcγRIII: CD16)には，NK細胞とマクロファージ(Mφ)に発現している IIIa型と，好

中球に発現している IIIb 型があり，両者とも細胞の活性化によって細胞表面から放出され，可溶型

(sFcγRIII)として血漿中に存在している．すなわち，これら可溶型を個々に測定することにより，生体内

での好中球，NK細胞あるいはMφの活性化を知ることができる．そこで IIIa型およびMφ由来の IIIa型に

特異的なモノクロナル抗体を作成し，血漿中の sFcγRIIIaおよび sFcγRIIIaMφ測定法を構築した．3種の

sFcγRIIIs測定系の感度差より，正常プール血漿に含まれるsFcγRIIIaは大部分がNK細胞由来，総sFcγRIII

は大部分が好中球由来であった．現在，これら可溶型の絶対値を算出するために，リコンビナント

sFcγRIIIaを精製中である．

sFcγRIIIs測定の臨床検査としての応用を目指し，種々の疾患で測定した．関節リウマチ(RA)患者血漿

中の3種の sFcγRIIIsはすべて健常者に比して明らかに増加したが，sFcγRIIIaの値が最もよく病態を反映

していた．また，抗TNFα抗体療法時の若年性関節リウマチ患者での可溶性FcγRIIIaの変化を測定したと

ころ，抗体投与後経日的に低下し，全ての検査値の内で最もよく病態を反映していた．

Mφが動脈硬化発症において重要な役割を果たしていることから，sFcγRIIIaMφの動脈硬化診断法として

の可能性を検討した．血漿 sFcγRIIIaMφは健常者では加齢とともに増加し，成人病検診症例では動脈硬化

のリスクファクターが増すに従い増加し，頸動脈エコー検査の結果と有意に相関した．また，虚血性心

疾患(CAD)症例では明らかな高値を示し，冠動脈の有意狭窄数が増すに従い増加した．今後，本検査法

が不安定プラークの検出に応用できないか検討したいと考えている．

腎疾患においては糸球体や尿細管，間質の炎症により同部位に単球／Mφの湿潤が認められ，その発症

や進展に関与すると報告されている．実際，尿中のMφ数およびFcγRIIIa陽性Mφの有無で腎症の活動性

を評価する事ができると言われている．そこで，血漿および尿中の 3種の sFcγRIIIsを測定し，それらと

腎症の重症度，活動性を比較検討する予定である．

Fcレセプターの多型タイプついては，糸球体腎炎，IgA腎症患者におけるFcγRIIB遺伝子の多型タイプ
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救急医学科

〈研究概要〉

出血性ショックにおける高張食塩液蘇生の臓器障害防御効果とアポトーシス発現に関する実験的研究

1）出血性ショックにおけるアポトーシス発現と高張食塩液の免疫賦活作用に関する研究―高張食塩液投

与により免疫抑制状態をどのように回避できるか―

出血性ショック後の蘇生に成功しても，その後にARDS（急性呼吸窮迫症候群）やMOF（多臓器不全）

が発生し，死亡する症例がしばしば見られる．これには，出血性ショック後の免疫抑制状態が深く関与

していると考えられ，高張食塩液の抗アポトーシス作用が免疫抑制状態を回復または回避するメカニズ

ムの解明を行い，治療に役立てることを目標とする．

出血性ショックモデルとして，Balb/cマウスの左大腿動脈より脱血して血圧を 40 mmHgに 90分保つ．

蘇生方法として，高張食塩液と脱血血液，2倍量の脱血血液量のラクテートリンゲル液と脱血血液，Sham

群，コントロール群での，胸腺，脾臓でのアポトーシス発現と免疫抑制状態の関係を蘇生後経時的に検

討する．胸腺，脾臓でのアポトーシス発現をフローサイトメトリーを用いて測定する．①胸腺，脾臓で

のアポトーシス発現を凍結切片を用いて測定する．②アポトーシスが発現している細胞が，CD4か CD8

のどちらの細胞が発現しているかをアポタグ染色とCD4,CD8の 2重染色で検討する．③出血性ショック

後にどのように制御性T細胞（CD25+, CD4+）がどのように発現しているかを，凍結切片の2重染色など

により観察する．④ヘルパー T細胞Th1/Th2比の不均衡状態，すなわちTh2の優位状態への偏位などが

起きていないかを時間経過によりどのように変化するかを検討する．



第 1 号　2006 年 143

2）iNOSノックアウトマウスを用いた重度侵襲ストレス応答とアポトーシス発現のメカニズムの解析（出

血性ショックモデルと熱傷モデルにおける検討）

出血性ショックや熱傷などの重度侵襲においては，しばしば全身の重要臓器に障害をもたらす．その

臓器障害にアポトーシスが関与するといわれている．出血性ショックの蘇生液として高張食塩液を投与

するとラクテートリンゲル液で蘇生したときと比較して肺傷害，小腸障害，肝障害などの臓器障害を軽

減することが知られている．また，ラクテートリンゲル液に比較して各臓器でのアポトーシス発現を抑

制することもわかってきた．当科では，従来，iNOSノックアウトマウスを用いてLPS投与の敗血症モデ

ルでの免疫機能への影響に関する研究を行ってきたが，今回，iNOSノックアウトマウスを用いて，重度

侵襲（ストレス）モデルでの，アポトーシス発現に関するメカニズムの解析を行うことにより，将来，

これら，重度侵襲ストレス後の臓器障害，臓器不全に移行するのを防ぎ，救命率をあげることを目的と

して研究を行う．出血性ショック後に蘇生液として高張食塩液を用いた場合には，アポトーシス発現を

抑制することが解ってきたが，一方，熱傷モデルにおいては，輸液として，高張食塩液を用いた場合に

は，ラクテートリンゲル液に比較してむしろ，肺障害を増悪させるといわれている．最近の研究では，

高張食塩液を投与する前に iNOSの inhibitorを投与することにより，増悪させる効果を減少させることが

報告された．すなわち，重度侵襲下においては，臓器障害とアポトーシス発現はNOを介して深く関連し

ていると考えられる．これら侵襲の違うモデルでのアポトーシス発現のメカニズムの解明は，重度侵襲

後の臓器障害を予防，改善させ，将来これらの患者の救命率をあげることに寄与するものと考えられる．

臨床研究

1）統合失調症における過大侵襲時の生体反応

重度外傷の受傷者の場合には，過大侵襲のために，例えばストレス潰瘍などのように，種々の過剰な

生体反応の結果と見られる合併症を来し，治療に難渋することが少なくない．一方，統合失調症の患者

は，自損行為により例えば高所から墜落して骨折や臓器損傷などの重度の外傷を受傷していても，ある

いは自損行為による腹部刺創で腸管脱出を来していても，搬入時には疼痛を訴えず，入院後の経過が順

調で，合併症を併発することも少ない．統合失調症患者では侵襲に対する過度の生体反応が起きないた

めに，合併症が少なく，予後がよいのではないかと考えている．統合失調症患者で侵襲に伴って分泌さ

れるストレスホルモン，サイトカインを追跡し，また，患者の重症度を評価し比較，検討するため損傷

形態，重症度，経過中の合併症を評価する臨床研究を継続中である．

2）急性期脊髄損傷に対する培養自家骨髄間質細胞移植による脊髄再生治療の検討．第Ⅰ–Ⅱ相臨床試験

急性期脊髄損傷患者を対象にした培養自家骨髄間質細胞移植による脊髄再生治療の臨床効果および安

全性を評価する．

脊髄損傷重症例では，生涯を対麻痺のために車椅子で，あるいは四肢麻痺のためにベッド上での生活

が強いられる．さらに呼吸筋麻痺のために人工呼吸器すら外せない場合もある．平成13年6月1日に厚生

労働省がおこなった調査において，18歳以上の脊髄損傷患者は約 10万人で毎年 5,000人の患者が発生し

ている．脊髄損傷患者の多くは介護を必要とするため，その治療法の発展は，当事者のQOLや社会参加

を大きく向上させるだけでなく，介護の社会的コストを大きく削減することに繋がるものと考えられる．

従来，何らかの外傷により損傷を受けた中枢神経組織は再生せず，その機能回復は不可能とされてき

た．急性期にはその損傷の程度をできるだけ小範囲にとどめるためメチルプレドニゾロンが投与されて

いる．また，慢性期にはその残存した神経機能をできるだけ引き出すリハビリテーションが行われてい

る．

新しい治療法の可能性として，最近，骨髄間質細胞を移植することによって中枢神経の損傷部を修復

させようとする試みが報告された．共同で研究を行う京都大学の研究グループもラットから採取した骨

髄から間質細胞を分離培養し，胸髄 Th 8-9レベルに挫滅損傷を加えた別のラットへ移植する実験を行っ
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てきた．損傷後急性期に損傷部へ直接移植を行った群で歩行運動の著明な改善を認めた．しかし，ヒト

への応用を考えた場合には，脊髄の実質内に細胞を注入するのは危険性が高く，注入操作そのものによ

り新たな損傷が発生する可能性がある．一つの解決案として，細胞を脳脊髄液中に投与することが考え

られる．ラット骨髄間質細胞を第四脳室内に投与する実験で，移植した群では神経学的な回復が認めら

れており，組織学的にも脊髄損傷の程度が軽く損傷部位の空洞の形成が少ない結果が認められた．この

回復は移植細胞からの活性物質によるものと考えられるが，その詳細は未だ不明である．移植された細

胞は，初期には損傷部位内部に認められるが，1か月以上生存する細胞はごく少数しか存在せず，移植さ

れた細胞が長期間生着することが神経機能の回復にとって必須でないことが示唆される．また，移植さ

れた細胞は初期には脊髄の表面に広く分布していたが，それは時間とともに減少傾向にあったので，ES

細胞移植時に問題となっているような腫瘍化などの危険性もほとんど考えられない．

骨髄間質細胞移植以外の脊髄損傷治療として諸外国においても細胞治療の開発が行われている．脳由

来神経幹細胞を用いた治療法については，動物実験で，移植細胞が神経系の細胞に分化したという報告

がある．臨床的な利用を考えると，本人からの中枢神経由来の幹細胞の採取は現実的には難しい．また

中絶ヒト胎児由来の幹細胞や胚性幹細胞(ES cell)を利用する場合には，倫理的な問題や拒絶反応の問題

は避けられず，免疫抑制薬が必要となれば二次的な副作用も生じうる．またウィルス，プリオン等の感

染の危険性もある．また，患者自身のマクロファージを培養し活性化してから骨髄損傷部へ直接移植す

る方法や，鼻粘膜より採取し培養した嗅球の神経細胞を取り巻くグリア細胞(OEG)を骨髄損傷部へ直接

移植する方法が，実際にヒトへの臨床応用として行われている．これらの治療法はまだ実験段階であり，

有効性および安全性が検証されたものではない．加えて，これらの細胞の移植には，損傷部位の脊椎の

椎弓切除を行って損傷部の脊髄実質内に直接，細胞を注入する方法が不可欠である．

一方，今回われわれが提案する骨髄間質細胞の移植は，“脳脊髄液中への培養細胞の投与が有効であ

る”というこれまで京都大学の研究グループで行ってきた研究結果をふまえて，通常の腰椎穿刺の手技

を使って脳脊髄液中に細胞を投与するため，諸外国で行われている臨床実験と比較しても，患者への侵

襲が少なく，より危険性の少ない優れた方法であると考えている．

臨床応用に向けて，脊損ラットでの効果確認と健常サルでの安全試験は行ったものの，ヒトでの安全

試験や当然ながら効果は未確認であることなどの倫理的な問題などを注意深く検討し，患者団体とも接

触して膨大な計画書を作成してきた．倫理委員会の承認が2005年7月1日に得られたことから，患者団体

への説明会などを経て，すでに臨床試験を開始している．

〈研究業績〉
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岡正太郎，大石哲也，中谷壽男（2005）脳波
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107–110
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会雑誌　8 : 13–16
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にかかわる損傷を見逃すな！　レジデント

ノート　7 : 64–69

6. 北澤康秀（2005）脾損傷．今日の治療方針

47 : 47

7. 中谷壽男（2005）AKBR．救急医学　29 : 390

8. 中谷壽男（2005）6・7・4 破傷風・ガス壊疽．

研修医のための感染症クリニカルガイダン

ス　242–243

9. 平川昭彦， 中谷壽男（2005）13A　重症患者の

モニタリング．臨床医　増刊号　必携診療マ

ニュアル　31 : 1120–1123
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10.平川昭彦， 中谷壽男（2005）蘇生時の薬の使い

方．臨床医　増刊号　必携診療マニュアル

31 : 1124–1127
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活動．日本外傷学会雑誌　19 : 巻頭
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療法　22 : 1532–1538
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15.岩瀬正顕，吉岡正太郎，田中孝也，中谷壽男，
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18.中村誠也，飯田寛和，中谷健治，中谷壽男

（2005）本院救命センターにおけるcircular型創

外固定器を用いた開放骨折治療について．第
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結構再建術後経過．第 33回日本救急医学会総
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30.梶本心太郎，田中孝也，武山直志，藤井弘史，

平川昭彦，山本　透，村尾佳則，中谷壽男

（2005）腹部大動脈瘤破壊における腸管虚血症
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学術集会，埼玉
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て―．第33回日本救急医学会総会・学術集会，

埼玉

32.藤井弘史，田中孝也，武山直志，山本　透，北

澤康秀，梶本心太郎，岩瀬正顕，齊藤福樹，宮

崎秀行，平川昭彦，中谷健治（2005）急性A型

大動脈解離に対する腋窩動脈送血と大腿動脈

送血の比較検討．第33回日本救急医学会総会・

学術集会，埼玉

33. Tsuda M, Inaba M, Sakaguti Y, Fukui J, Ueda Y,

Takada K, Ri M, Guo K.Nakatani T and Ikehara S

(2005) Analyses of Mechanism Underlying

Granulocyte Activation by Dendritic. 第 35 回日

本免疫学会総会，横浜

34.波柴尉充，梶本心太郎，平川昭彦，杉本達哉，

村尾佳則，北澤康秀，中谷壽男（2005）上肢

からのスタンドプラスターによる air injection

により縦隔気腫を生じた1例．第12回河内救急

医療懇談会，大阪

著　書

1. 中谷壽男（2005）I.学術研究活動への支援．病

院前救護とメディカルコントロール（小林国

男編）273–277頁，医学書院，東京
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輸血部

〈研究概要〉

1. 同種血，自己血輸血に関する研究

緊急輸血症例を解析し，運用体制や臨床的な問題点を検討している．また，輸血副作用症例や自己血

輸血症例の解析検討も実施している．

輸血検査の自動化システムを導入し，従来法と比較検討をすることにより，合理的な運用体制につい

て検討している．また，不規則抗体検査などの輸血検査の標準化や合理化についても検討している．

これらの業務の電子カルテ化を構築したが，その運用上の問題点についても検討している．

2. 細胞療法やHLA検査に関する研究

同種および自己造血幹細胞移植の造血幹細胞の採取・評価・保存を実施しており，これらの所見と臨

床経過との関連について検討している．また，移植症例の同種抗体（HLA抗体，血小板抗体）について，

移植後の免疫能や臨床所見との関連から検討している．

〈研究業績〉
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原資郎（2005）発症時より形質細胞腫を合併

したCasleman病の1例．第177回日本内科学会
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6. 中道尚人，尼川龍一，松崎恒一，植村芳子，中

井邦久，松本憲明，森眞一郎，全　勝弘，岸

本裕司，福原資郎（2005）H. Pylori除菌療法に

より消退した耳下腺MALTリンパ腫の1例．第

67回日本血液学会総会・第47回日本臨床血液

学会総会合同総会，横浜

7. 中道尚人，中井邦久，田嶋健一郎，谷川昇，松

本憲明，全　勝浩，野村昌作，岸本裕司，尼

川龍一，澤田　敏，福原資郎（2005）ステロ

イド難反応性の急性移植片対宿主病 (acute

graft-versus-host disease: aGVHD) に対する局

所的ステロイド動脈内注入療法．第 38回日本

無菌生物ノートバイオロジー学会総会，大阪

8. 寺西節子，岸本裕司，寺嶋由香利，有元美代

子，細川美香，阿部　操，岡前文子，山岡

学，大谷哲司，松崎龍典，福原資郎（2005）ABO

異型血小板輸血の経験．第 53回日本輸血学会

総会，千葉

9. 中村謙吾，森眞一郎，藤田真也，中道尚人，谷

岡理恵，中井邦久，宮地理彦，松本憲明，岸

本裕司，尼川龍一，福原資郎（2005）間質性

肺炎を伴ったリンパ形質細胞性リンパ腫の一

例．第84回近畿血液学地方会，滋賀

10.藤田真也，森眞一郎，中道尚人，谷岡理恵，中

井邦久，宮地理彦，松本憲明，岸本裕司，尼

川龍一，福原資郎（2005）EBV関連肝原発リ

ンパ腫の一剖検例．第83回近畿血液学地方会，

大阪

11.藤田真也，森眞一郎，中道尚人，谷岡理恵，中

井邦久，宮地理彦，松本憲明，岸本裕司，尼

川龍一，福原資郎（2005）局所放射線療法お

よびリツキシマブ維持療法が奏効した膿胸関

連リンパ腫の一例．第178回日本内科学会近畿

地方会，京都

12.大谷哲司，岸本　司，寺嶋由香利，有元美代

子，細川美香，阿部　操，岡前文子，山岡

学，寺西節子，福原資郎（2005）細胞療法の

オーダリング化と管理システムの導入．第 49

回日本輸血学会近畿支部総会，豊中

著　書

1. 岸本裕司（2005）濃厚血小板を輸血後，供血

者がHBV NAT陽性と判明した症例．症例に学

ぶEBM指向輸血検査・治療（大戸　斉編）177–

180頁，医歯薬出版株式会社，東京

男山病院内科

〈研究概要〉

循環器・内分泌内科および消化器内科を研究テーマとし，現在，睡眠時無呼吸と心疾患，特に心不全

と心房細動に関する研究を行っている．一つは心不全患者の非薬物治療として，中枢性無呼吸の改善目

的で非侵襲的陽圧換気療法（Noninvasive positive pressure ventilation: NPPV）を行い，睡眠時無呼吸・心

機能・交感神経活性等の改善効果を評価している．また，持続性心房細動患者における睡眠時無呼吸の

頻度や重症度を携帯式長時間記録パルスオキシメーターを用いて評価している．

〈研究業績〉

総　説

1. 小糸仁史（2004）書評：循環器疾患治療スタ

ンダード2004–2005．内科専門医会誌　16: 577

2. 小糸仁史（2005）心不全とNPPV．ICUとCCU

29: 189–199
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3. 小糸仁史（2005）認定内科専門医のためのト

ピックシリーズ 40　循環器　たこつぼ心筋障

害（たこつぼ心筋症）．内科専門医会誌　17:

41–48

学会発表

1. Koito H, Kohno K, Maruyama K, Morita S and

Yutaka H (2004) Long-term effects of domicili-

ary noninvasive positive pressure ventilation

(NPPV) on sleep apnea, cardiac function and

sympathetic nervous activity in stable conges-

tive heart failure. 70th CHEST, Seatle, USA

2. Koito H, Kohno K, Morita S and Yutaka H

(2005) Long-term effects of bilevel noninvasive

positive pressure ventilation on sleep apnea and

heart rate variability in stable congestive heart

failure. 71th CHEST, Montreal, Canada

3. 小糸仁史，河野啓子，丸山勝也，森田　哲，
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にて完全房室ブロックが改善した心サルコイ
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回　日本心臓病学会学術集会，京都

4. 小糸仁史，河野啓子，丸山勝也，森田　哲，

豊　　紘，岩坂壽二（2004）安定うっ血性心

不全患者における睡眠時無呼吸，交感神経活

性，心拍変動に対する酸素療法，Bilevel NPPV，

CPAPの急性効果．第52回　日本心臓病学会学

術集会，京都

5. 小糸仁史，河野啓子，丸山勝也，森田　哲，
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不全患者における Bilevel非侵襲的陽圧換気療

法（NPPV）の長期効果―中枢性および閉塞性

無呼吸での検討―．第 52回　日本心臓病学会

学術集会，京都

6. 松井由美恵，吉長正博，荘田容志，片嶋　隆，

佐藤大祐，唐川正洋，小糸仁史（2004）前中

隔潜在性副伝導路に対して高周波カテーテ
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日本循環器学会近畿地方会，京都

7. 浮田千津子，宮崎浩志，手越久敬，田中　亨，

福田　瓦，西川光重（2005）たこつぼ心筋障

害を呈したACTH単独欠損症の 1例．第 78回

日本内分泌学会学術総会，東京

8. 梅井菜央，小糸仁史，池上智子，河野啓子，浮

田千津子，森田　哲，豊　　紘（2005）甲状

腺機能低下症および大動脈炎を合併した混合
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方会，大阪
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著　書

1. 小糸仁史（2005）やってみようよ！ 心エコー．

インターメデイカ　1–18頁，東京

男山病院外科

〈研究業績〉
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1. Sato M, Hamada Y, Takada K, Tanano A, Toku-
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phragmatic procedures under artifical preu-

mothorax. Pediatr Surg Int 21: 34–38
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4. 山道啓吾，小松優治，坂井田紀子，中井宏治，
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59(13): 2001–2005
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5. 山道啓吾，浅井　晃，道浦　拓，小松優治，田

中義人，神原達也，中野雅貴，中井宏治，井
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聡，宇波　明，大石裕司，堀伸二郎，畑埜武

彦，螺良愛郎（2005）植物エストロゲンの乳

癌抑制効果に関する基礎的研究．第 13回日本
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川順康，中島　直，竹川直哉，本田育子，田
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井宏治，神原達也，井上健太郎，中根恭司

（2005）胃転移を伴った進行食道癌の 1例．第

59回日本食道学会学術集会，千葉

14.田中義人，山道啓吾，小松優治，石崎守彦，道

浦　拓，浅井　晃，中根恭司（2005）サルベー

ジ手術を施行後に気管壊死をきたした頸部食

道癌の2症例．第59回日本食道学会学術集会，

千葉

15.道浦　拓，小松優治，神原達也，田中義人，中

井宏治，井上健太郎，山道啓吾，中根恭司

（2005）当科における局所進行食道癌の治療成

績．第59回日本食道学会学術集会，千葉

16.中野誠人，山道啓吾，植村芳子，道浦　拓，小

松優治，田中義人，中野雅貴，中井宏治，井

上健太郎，浅井　晃，中根恭司，上山泰男

（2005）傍食道気管支嚢腫の1例．第59回日本

食道学会学術集会，千葉

17.小松優治，佐藤正人，二階堂任，畑埜武彦

（2005）完全直腸脱に対する腹腔鏡下直腸固定
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〈研究業績〉
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男山病院麻酔科
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臨床麻酔学会総会，大阪
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麻酔学会総会，大阪

8. 松本早苗，加藤　晶，池上智子（2005）救急

救命士気管挿管実習の指導経験．第3回関西医

科大学男山病院勉強会，京都


